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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「わかってる。究極の《塩》が欲しいんでしょう？」

　木箱の端に腰をかけた全裸の少女が、微笑ほほえみながらそう言った。

「ふふ……相手が神でも悪魔でも、その舌もとろかし満足させる料理──それを生み出す魔法の塩を、わたしはおまえに授けようじゃない」

　究極の塩──確かにそう言った。

　ロイン・カツ（29歳）は、はっきりと聞いた。

　何な故ぜ、寂れた食堂の地下室に、どこか棺ひつぎめいた長なが櫃びつの中に少女が閉じ込められていたのかとか、何な故ぜ全裸なのかとか、疑問はいろいろあったが、彼女の言ったものこそ、ロインが今どうしても欲しいものだった。

　だが──

「ただし、条件があるわ」

「じ、条件……？」

　金だろうか？　金なら、ない。

「おまえ、究極の塩が欲しければ……わたしを、性的に満足させなさい」

　長い睫まつげを伏せがちに、青い瞳の視線を流すようにして、少女はそう言った。

　間違いなく、言った。

（……は？）

　一瞬、何を言われたのかわからず、ロインは即座に返すことができなかった。

　だが、意味がわからないほど、学がないわけではない。

　咀そ嚼しやくするまでに時間がかかっただけだ。

　言葉の意味が胸に落ちると、心臓が、どくんと打った。

　──待て。

　どくんどくん、と早くなる。

　──待て待て待て。

　いま、性的に、って言ったのか？

　性的に、って……つまり、そういうことか？

　あんなことや、あんなこと──つまりええと……いやらしいこと？

　満足させろって、この俺が、するのか？

　──童貞なのに!?

　…………。

　いや、素しろ人うと童貞って言う意味だけど。玄くろ人うと相手の筆ふで下おろしなら、一応、すんでいる。

　だが、同じことだ。

　娼しよう館かんでは、基本、責められて気持ちよくしてもらうばかりで、相手を気持ちよくさせようとなどしたことがない。

　させてもらえない。

　余計なことをしたら、怒られる。満足させるのは、彼女たちの仕事だからだ。

　少女の眉間に微かすかに皺しわが刻まれた。

　こほん、と咳せき払ばらいもした。

「……い、いい？　き、究極の塩が欲しければ……わたしを、性的に満足させなさいっ？」

　ちらちらっと、ロインを見て。

　繰り返した！

　く、と喉に声が絡からんだ。

　ああ。

　こんな娘が、こんなことを言うなんて……乱れている！　やはりこの世は乱れている！

　全て、魔物が悪い！

　いま、街には魔物が溢あふれている。だからきっと、淫いん魔まとか、夢む魔まとか、そういう連中もいるに違いない！

　きっとそのせいだ！

　…………。

　いや、待て。

　おかしい。

　この地下室は、俺が開けるまで、何年も開けられた形跡がなかった。

　なのに何な故ぜ、この娘は生きている？

　どうして、肌がこんなにも艶つや々つやとしている？

　ありえないだろう。

　人間だったら、とっくに餓死しているはずだ。箱の中には、からからに乾いたミイラしかないはずだ。

　だが、違った。

　少女は、まるで昨夜この箱に入ったかのように、生き生きとしている。

　艶々としている。

　年の頃は十代半ば、といったところだろうか。

　その倍近くは生きてきたロインだったが、こんな少女は初めて見た。

　何もかも白い。

　肌はもちろん、長く真まっ直すぐな髪も真っ白。

　この辺りでは見ない色だ。

　コルドルン王国の人間は、ほとんどが赤髪碧へき眼がん。金髪もたまに見かけるが、老人でなければ白い髪というのは見たことがない。

　ロインも赤あか葡ぶ萄どう色いろの髪に、青い眼めだった。

　少女の大きな瞳は、碧みどりと言えなくはないが、むしろ絵画で見たことのある、海という巨大な水源のように深く蒼あおかった。

　そして、髪の間から覗のぞく胸は豊かで、その谷間はとても深い。

　……でけえ。

　油断すると、目が吸いつけられる。

　思わず喉が鳴りそうになるのを、ロインは必死に堪えた。

　それよりも！

　こんな娘がどうして、うちの店の地下倉庫の長なが櫃びつの中に、入っていたのかということだ。

　しかも長なが櫃びつの蓋は、間違いなく外から釘くぎで打ちつけられていた。

　やはり、人間とは思えない。

　そもそも、だいたい、この地下倉庫の存在を知ったのが、昨日のことなのだ。

　──自分の店なのに！

「……ちょっと」

　まったく、灯台下暗しとはこのことだ。

　見つけたのは偶然。

　夜逃げをしようと荷物をまとめていた時だった。

　何年も前に壊れた箱型レンジの灰はい溜だめの下の隠し扉に気づいて、どうせ壊れているのだからとレンジをどけてみたら、地下への梯はし子ごが現れたのだ。

　親おや父じが金貨でも溜ため込こんでいるのじゃないかと期待して降りてみたものの、見つけたのは、空の長なが櫃びつが三つと、蓋が閉じたままのひとつだけだった。

　その最後のひとつに入っていたのが、目の前にいる、人ともつかない少女だった。

「ちょっと、おまえ！　聞いているの!?」

「あ、はい！」

　反射的に、背筋がピンと伸びてしまった。どうみても少女なのに、声に圧がある。

「魔法の塩が欲しくて来たんでしょう!?」

「ええと……」

　非常に魅力的な申し出ではあるが──違う。

　ここへ来たのは、夜逃げのためだ。この街から逃げられるかどうかはわからないが、確実に死が待っている無謀な戦に挑むつもりなどなかった。

　だが、ロインが言いよどんだのを肯定と受けとったのか、少女は、

「そうでしょう、そうでしょう」

　と、満足げに頷うなずいた。

「料理の味を決めるのは調味料。その中でも一番大切なのは、塩。どんな安い食材も、塩があればそれなりに食べられるものになる。逆に、どんな高級な食材でも、塩がなければどこか気の抜けた、ぼんやりとした物足りない味になってしまう。他の調味料はともかく、塩だけは欠かせない──そうよねえ？」

　それは事実だ。

　塩は全ての基本。塩は味覚の支配者ともいわれる。加減によっては、料理を甘くすることすら可能であり、全ての味を際きわ立だたせる力がある。

「だからこそ、わたしを求めたのでしょう？　おまえの父と同じように」

　ロインはぎょっとした。

　──何な故ぜ、ここに親おや父じが出てくる!?

　父のフィレ・カツは、ロインとは何もかも違う、宮廷料理の巨人だった。生きていれば、魔王を満足させることなど造作もなかっただろう、と言われていることも知っている。

　だが、父はいない。

　未知の食材を使った新メニューの開発中に、ぶっ倒れて死んだのだ。

　そんな死に方が、料理人して満足であったかどうかはわからない。だが少なくともその死に顔は、満足そうだった。

　その父の名前が、目の前の少女の口から出るとは思いもしなかった。

「……親おや父じを知ってるのか？」

「知ってるも何も」

　少女は、ふふ、と微笑ほほえんで棺ひつぎの端で足を組み替えた。

　まっしろな腿ももの奥がちらりと見えて、ロインはむちうちになるほど素早く首を捻ひねった。だがすでに遅く、しっかりと見てしまったあとだった。

　胸の発育に比べて、そこは無毛だった。すっと、よく切れる包丁で引いたような一筋の線が刻まれていただけ。

「わたしたちのおかげで、おまえの父はこの街の頂点にまで上りつめたんじゃない。おまえの父と他の料理人の力量の差は、腕じゃない。わたしたちがいたか、いなかったか」

　ああやはり、とロインはどこかで納得した。

　思い当たる。

　父はこの街一番の料理人だったが、ロインは一度も彼の料理を『死ぬほどうまい』と思ったことはなかった。

　料理を食べて失神したとか、失禁したとか聞いたが、父が家で作ってくれた料理は、どれもこれも、普通にうまい料理でしかなかった。

「それにしても、やっぱり親子ね。匂いが同じ」

　少女は棺かん桶おけを下りると、全裸のまま冷たい地下室の床に立ち、すん、と嗅いだ。

　もう何も隠していない。

　ロインは、少女の豊かなふくらみにも、腿ももの付け根のまっしろな丘にも目をやれず、不自然に天井を仰ぐしかなかった。

「……何、天井なんか見てるの？　虫でもいるの？　──いないわね」

「な、何でもない！」

　声が上ずってしまった。

「ふうん……まあいいわ」

　ぐい、と何か柔らかい物が腹に押し当てられるのを感じ、ロインは視線を下げた。

　少女が腰に手を当てた格好で、胸を押しつけている！

「おまえ、究極の塩が欲しいんでしょう？」

　くにくにと胸が揺れる。

「だったら、さっきも言ったけれど、わたしを性的に満足させなさい。そうすれば、おまえは塩を手に入れることができる」

　あ、まずい。

　押し付けられる胸の柔らかさに、ズボンの下でアレが固くなるのを感じ、ロインは海え老びのように腰を曲げて、少女から離れた。

　なあに？　と不可思議そうに首を傾かしげる。気づかれなかったようだ。

「ほ、他の方法じゃ駄目なのか!?」

「駄目に決まっているでしょう？」

　何を当たり前のことを、と言うように、少女は小首を傾かしげた。

「彼から聞いていないの？」

「な、何を？」

　えーと、と少女は呟つぶやき、何な故ぜか不意に照れくさくなったみたいに、細い体を捩よじって、大きな胸を隠すようにした。

　微かすかに赤く染まった頰で、まるで本当に少女のような眼めで、ロインを上目遣いに見た。

　ごくりと唾を飲み込んでしまった。

「い、いい……？　き、究極の塩は、わたしの体液──分泌されたあれとかこれとかを……せ、精製することで、手に入れることができるのよっ！」

　内容を咀そ嚼しやくするまで、少しかかった。

「……えっ!?」

　思わず声が出た。
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「塩って、瓶に入ったのをくれるとか、そういうことじゃなくて？　あんたの体液を、俺が塩に精製するの……？」

「そ、そう言ったでしょっ！……美食を極めるのに、楽ができると思わないことねっ！」

　堂々とした態度は消え、少女は何な故ぜか恥じらいを全身から滲にじませて、くねくねと細い腰を捩よじりながら、びしりとロインの鼻先に、指を突きつけたのだった。

　なんだこの状況！
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　ロイン・カツは、城じよう塞さい都と市しポーレンタの最外縁部で、安食堂を営む平凡な男だ。

　父のフィレ・カツも、かつてはその安食堂の主だったが、ある日、才能に開眼したとかで突如として頭角を現した。

　彼の料理に惚ほれ込こんだ貴族を後見人に宮廷料理界に殴りこみ、ポーレンタの領主、マシュ・ラ・ガドにも気に入られ、晩ばん餐さん会を仕切るまでになった。

　父は、領主一族と貴族たちが住まう第一輪層を出たすぐ傍そば、国教会と大商人たちの富裕区である第二層との境に、新たに店を構えた。

『最果ての美食の館』という大おお仰ぎような名前の店は、大層繁はん盛じようしていたらしい。

　らしい、と伝聞でしか知らないのは、ロインは最外輪の第四層に残されたからだ。

　父は、何な故ぜかこの店を閉める事はしなかった。

　幼い頃から店を手伝わされていたロインは、最低限の読み書き計算を習い覚える公塾を修了すると、当たり前のように料理人になった。

　兄弟子が二人いたがしばらくして独立してしまい、十八になる頃には、ロインは一人で店を切り盛りしなければならなかった。

　以来、十年あまり、なんとか店を潰さずに続けてこれたのは、この辺の客が、料理よりは酒、味よりは量、という連中がほとんどだったからだ。

　母は、物心がついたころにはいなかった。兄弟子の話では、他に男を作って出て行ったそうだが、顔も覚えていないので、ふうん、としか思わなかった。

　厨ちゆう房ぼうを容赦なく手伝わされていたので、寂しさを感じる暇などなかったし、肖像のひとつもなかったから、どんな人だったのか思い描くこともできなかった。

　店を一人で仕切るようになってからも、父はめったに帰っては来なかった。

　一季節にせいぜい一度、店休日にふらりと現れて、厨ちゆう房ぼうに籠って出てこなかった。毎回、新メニューの開発だから邪魔をするなと言われ、ロインは金を握らされて追い払われた。

　父の作る料理には特に興味がなかったロインは、貰もらった金で馴な染じみの娼しよう館かんに金が続くだけ居続けをして、財布が空になって店に戻るということを繰り返した。

　帰ったとき、父はいつもいなかった。

　その父が、フィレ・カツが、本当にいなくなったのは、二年前だ。

　死んだのだ。

　同業者の妬ねたみを買って毒殺されたとも言われたが、脳の血管が破裂したことが直接の死因だった。血はどろどろに濃く、粘りが酷ひどかったらしい。

　らしい、というのは、ロインは父の遺体を直接見てはいないからだ。彼は長年の功績を讃たたえられて、第一輪層の名誉墓地に埋葬されたと聞いた。

　最外輪に住むロインには、第一輪層に入輪する資格がなかった。息子であろうと、特例は認められなかった。

　遺品として受け取れたのは、調理用ナイフのセットと、わずかな金だけ。

　店は、副料理長が継いだらしい。

　それについては、ロインに文句はなかった。貴族相手の料理など作ったことはないし、作る気もない。定期的に娼しよう館かんに行けなくなるのは残念だが、馴な染じみになりすぎて近頃はすることもせずにだらだらと過ごすだけだったので、いかなくても同じことだった。

　結局、ロインの日常は、父がいてもいなくても変わらなかった。

　ただ、日々を生きる。

　他の大多数の人がそうであるように、ロインも毎日を、ただ生きた。

　朝起きて、市場に仕入れに行き、戻ってきて下した拵ごしらえをし、昼前に店を開けて、腹を空かせた連中に量だけはたっぷりとある飯を出す。

　午睡の時間の前に一度店を閉めたら、夜の仕込みを済ませて少し眠り、陽が暮れてから再び店を開け、酒で鈍った味覚と、緩んだ胃にとにかく食い物を詰め込む。

　朝が来れば、またその繰り返し──そういうものだと思っていた。

　だが、父の死が突然であったように、変化は突然訪れる。

　人生では、思いもしなかったことが起こる事がある。誰もまったく想像もしなかったような事が、起こる事があるのだ。

　例えば、《魔王》の復活。

　半年前、突如、地の底から軍勢を引き連れて王都に出現した《魔王》は、交渉の余地もなく瞬またたく間まに都を滅ぼした。

　制圧、ではない。文字通り、滅ぼしたのだ。

　王も、その一族も、彼らを守る騎士も、兵も、都の民も、一人残らず殺され、都は見る影もなく灰かい燼じんと化した。

　人であれば、まず、そんなことはしない。制圧し、強奪し、支配する。戦とはそういうものだ。目的がある。

　だが、魔物に人の常識は通用しない。

　そもそも、人のように思考するやつらがほとんどいない。

　魔物の軍勢を構成するのは、大鬼（オーク）や小鬼（ゴブリン）、魔獣（ビースト）や死し霊りよう（ゴースト）といった怪物だ。

　連中は思索というものをしない。動物と同じで、本能の命じるまま、または、自分より強者と認めた相手の命令に従うだけ。

　考えないから、どんな無茶な命令にも従う。死ぬかもしれないから、といって怖おそれたりしない。実際に戦って、死にそうになるまで、考えない。

　そんなやつらに敵かなうわけがない。ただただ蹂じゆう躙りんされるだけだ。

　だから、負けた。

　王都を皮切りに、コルドルン王国の城じよう塞さい都と市しは、次々と攻め落とされ、王都と同様に蹂じゆう躙りんされ、焼き尽くされ、壊滅した。

　最後に残ったポーレンタには敗残兵や難民が押し寄せ、治安も食糧事情も最悪となった。

　ロインはその前に、保存のきく食材を買えるだけ買って、店を閉めて閉じこもった。

　他の街の惨状は聞こえてきていたが、逃げ出そうにも街は魔王軍に包囲されたも同然であったし、どの街道も逃げてくる人々に埋め尽くされていたので、その流れに逆らって出て行くことはできなかった。

　籠ろう城じようして三日目に、魔王軍の攻撃が始まった。

　領主は、こここそは人間最後の砦とりで、と武装を固め、魔王軍を迎え撃ったが、王軍が勝てなかった相手に地方領主の軍と敗残兵の集まりが勝利できるはずもなかった。

　外が静かになり、店を出たロインが見たのは、蹂じゆう躙りんされた騎士、兵士たちの姿だった。将軍たちも、領主も、その首を街壁に晒さらし、腹を空かせた鳥にその肉をついばまれた。

　ロインは慌てて店の中に戻り、再び閉じこもった。

　やがては化物どもが食い物の匂いを嗅ぎつけて、扉を蹴破って侵入してくるに違いない、と思った。その時は、自分で喉を搔かき切ろう、と決めたが、実際、できるかどうかはわからなかった。

　だが、いつまでたっても怪物どもが襲ってくることはなかった。外は想像よりもずっと静かで、ロインは腹を括くくり、外へ出ることにした。

　扉を少しだけ開け、外を覗のぞくと、通りは綺き麗れいに片付いていた。

　もちろん戦いの痕はそこここに残っていたが、丸太のように積まれていた死体は片付けられて跡形もなかった。雑多でごちゃごちゃした雰囲気は、魔王軍が来る前からそうだったから、連中のせいではない。

　だが、まったく同じというわけではなかった。そこいら辺りを、魔物が当たり前のように闊かつ歩ぽしていた。

　ロインは息を吞のんで様子を窺うかがったが、魔物は人を襲ってはいなかった。背丈が人の二倍はある、緑の肌をした大鬼がのっそりと通りを行き過ぎ、その足の間を人の子供が駆け抜ける。

　わけがわからなかった。

　幻でも見せられているのだろうか、と髭ひげの伸びた頰をつねってみたが、痛いだけだった。

「──おう、やっと店を開けんのか？」

「わあ！」

　不意に隙間から覗のぞき込こまれ、ロインは驚いて尻もちをついた。

　扉を開けたのは、なじみの客だった。

　名前は知らない。

　客の私生活に、ロインは立ち入らない。この辺はおおっぴらに人に言えない仕事をしている連中も多い。きちんと金さえ払ってくれれば、それでよかった。

「いやあ、とんでもねえことになったな」

　伸ばされた手をつかみ、ロインは立ち上がった。男の手は木の節のように固かった。

「どうなってるんだ？　領主は負けたんだろう？」

「なんだ、知らねえのか？」

　男は悪い笑みを浮かべた。

「完敗さ。だが、何でかしらねえが、魔王はこの街を滅ぼさなかった。兵どもは殺されるか捕虜になるかしてどっかにつれてかれたが、俺たちみてえな平民はお咎とがめなしだ」

「あ、あの魔物は？」

「うろうろしてるが、それだけだ。たまに襲われて死ぬやつはいるが、そうでなくたって馬に蹴られたりして死ぬこともあるだろ？　腹をすかせていない野の良ら犬いぬみたいなもんだな。街の連中は、もう慣れた」

「噓うそだろ……」

「だったら、その目で見てみりゃあいい。中々、愉快な光景だぜ？」

　ぐいと腕を引かれ、ロインは外に出た。

　通りに出ると、男の言った通りだとわかった。大鬼がのっそりと歩き、街灯に小鬼が登っている。崩れかかった尖せん塔とうには見たこともない怪鳥が止まり、瓦が礫れきの中に巨大な猫じみた獣が丸くなっていた。

「威張り腐ってたやつらがいなくなって、すっきりしたぜ。領主も教主も死んじまって、高い高い塔の先にその首、晒さらしてるからな」

「……じゃあ、いまこの街は誰が治めてるんだ？」

「んなもん、決まってる。魔王さ」

　魔王!?

「とりあえず、生きていくだけなら、いまのところ支障はねえ。もっとも、街の外には出られねえから、いつまで続くかわからねえけどな──っと、面倒がやってきた。じゃあな。また飯を食いに来るぜ」

　ぽん、と肩を叩たたくと、男はあっというまに路地に消えた。

　面倒、と言ったのがなんなのか、ロインは半月後に知ることになった。領主が死んで、魔王が街を治めるようになっても、役人は生き残ったらしい。

「……ロイン・カツだな」

　武装こそしていなかったが、元は警けい邏ら官かんだとわかる男を二人従えた女が、そう言った。

「総督代理がお呼びだ。着いてこい」

　厭いやだと言っても許されないだろう。連中の顔を見ればわかる。せっかく生き残ったのに、こんなことで痛い目に合いたくはない。

　太いため息をつき、ロインは小さく頷うなずいた。
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「おまえが、ロイン・カツか」

　目の下に隈くまを作った壮年の男は、ロインを一いち瞥べつした。上等そうな服を着てはいるが、臭においそうに汚れているし、髪も乱れたままだ。

　まあ、わからないではない。街の中心部はひどいことになっているらしい。役人なら、そちらの方ともやり取りをしなければならないのだろう。

「フィレ・カツの息子──そうだな？」

「まあ、そうですけど」

　親おや父じの名前が出たことには、嫌な予感しかしなかった。

　大体、総督代理が場末の食堂の主に用があるはずがない。親おや父じの名前が出たということは、面倒な臭いしかしなかった。

　椅子に座ったまま、総督代理はロインを見上げるように睨にらんだ。

「この街が置かれた立場は、把握しているな？」

「……魔王に負けて街は占領された、ってことぐらいは」

　総督代理の顔が苦痛に歪ゆがんだ。

　見知った誰かが死んだのだろうが、ロインは知り合いで魔王に殺されたやつがいるか、まだ知らなかったので、共感はできなかった。

「この街は今、魔王の支配下にある。支配というより、いまのポーレンタは、やつらの遊技場だ。我々は、連中の欲求を満たすためだけに生かされており、叶かなわなければ殺される」

「そうなんですか」

　ありそうな話だ。人間でもその手のことをやる王はいる。魔物の王なのだから、驚くことでもないだろう。

　だったら連中が遊びに飽きる前に逃げ出さないと、とロインは考えた。包囲されているらしいから簡単ではないだろうが、遊びで殺されるのはごめんだ。

「連中は我々にひとつの課題を出した。それをクリアできればこの街は見逃すと約束した」

　それを信じてるなら、目め出で度たすぎる──と思ったが、総督代理の顔を見れば、信じているわけではなく、それに縋すがるしかない、というのがわかった。

　とはいえいまだ、それが自分とどう結びつくのかはわからなかったが。

「魔王は、自分たちを満足させる料理を出せ、と言ってきた」

「は？」

　聞こえなかったわけではない。聞き違えたのかと、思わず聞き返してしまったのだ。

「料理だ」

　場末の食堂の主に対してあらん限りの辛抱を振り絞った様子で、総督代理は繰り返した。

「食ったことのないような美食を振る舞え、と言ってきた」

　なんとなく、わかってきた。

「名だたる料理人がこの課題に挑んだが、一人目の判定人すら突破できずに殺されてきた。あらゆる料理を出してみた。料理人であれば見習いでも作らせた」

　かわいそうに、とロインは胸の中で祈った。

　無茶をやらされたものだ。相手が人間なら何とかなったかもしれないが、魔物の味覚など知るはずがない。甘いが甘いと認識されるかもわかったものじゃない。

　料理人たちもその辺は理解していただろうが、だからといって断れる状況でもなかったのだろう──今のように。

「全員、殺された。噂うわさが広がり、料理人どもは逃げた。少しでも料理が作れる奴やつは、小僧だろうが女によう房ぼうだろうが試させたが、結果は同じだ」

　まかないや家庭料理の方が好みに合う、ということもあるかもしれないが、相手が魔物ではそうもいかなかったということだ。

「やはりちゃんとしたプロでなくては、と考えていたところ、宮廷料理人でもあったフィレ・カツに一人息子がいることを知った。もはや、おまえにかけるしかない。この街の人々のために、やってくれるな？」

「冗──」

　談じゃない、と言いかけて、ロインはそれを飲み込んだ。

　部下たちの血走った目を見れば、穏便に済ますつもりがないことぐらいはわかった。いまここで断れば、監禁でも何でもして強制的に料理を作らせようとするだろう。

　総督代理はともかく、護衛の二人には、腕力で敵かないそうもない。

「──談とかでは、なさそうですね」

「あたりまえだ」

「ふむ……」

　ロインは考え悩む振りをした。即答で承諾すれば、それはそれで疑われるだろう。

　総督代理が焦じれ、指で膝を引ひっ搔かくくらい引っ張ってから、

「話はわかりました」

　とロインは答えた。

「親おや父じとは店の方針で揉もめて袂たもとを分かちましたが、一番弟子は私です。魔王の舌を満足させられる料理人は、なるほど、父が亡なき今、私だけかもしれませんな」

「おお、では？」

「この話、引き受けてもいいですが……魔王を満足させた折には、私はどのような褒ほう美びをいただけるので？」

　にやりと、できるだけいじましい笑みを浮かべてみせる。

「褒ほう美びだと！　貴様──」

「待て」

　気色ばんだ部下を、総督代理は手で制した。

　いいぞ。食いついた。

「失敗すれば死ぬのだ。それをあえて引き受けようというのに、褒ほう美びを求めないようなら、口先でこの場を切り抜けようという輩やからだ」

　その通り。この男ならそう考えると思った。

「何が欲しい？」

「もちろん、この街で最高の料理人の地位を！　魔王が去れば、この街は再興するでしょう？　その時に、私を宮廷料理人にしていただきたい。それと、第一輪層に店を」

「……いいだろう」

　総督代理は、大きく頷うなずいた。

「その強欲さは、信用できる。一ヶ月以内に、魔王の舌を満足させろ」

「わかりました。……ああ、それともうひとつ。私に任せた以上は、信用して邪魔をしないで頂きたい。もし、そちらが信頼を裏切るような真ま似ねをしたら、私は一切料理を作らない！　死ぬなら、あんたたち諸もろ共ともだ」

「貴様っ──」

　総督代理は、再び部下たちを手で制した。

「承知した。ただし言っておくぞ？　この街からは絶対に逃げられん。魔王がそう結界を張ったからな。硝子がらすの玉に閉じ込められたようなものだ」

　そうなのか？

　ロインは動揺が顔に出ぬよう、精一杯繕つくろいながら、頷うなずいて見せた。

　無論、料理をする気などなかった。

　結界の話が本当だとしても、誰がむざむざ死地に向かうものか。そいつは、飛び切りの馬鹿のすることだ。
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「え!?　それじゃあ、料理をする気はないの!?」

　驚いた様子で、少女は後ろに下った。柔らかい温ぬくもりが冷めていく。少し残念に思うも、安あん堵どがそれを上回る。

「あたりまえ──って、何で知ってんだ！」

「いや……おまえ、回想だだ漏れで、声に出てたし」

　眉を顰ひそめ、少し呆あきれた顔で、彼女はそう言った。

　なんと！

　全然、気づかなかった。一人暮らしが長いせいだ。本だったり、レシピだったり、窓からの景色なんかに、話してしまうことがある。

　人前でしたことはなかったと思うが、単に気づかない振りをされていたのかもしれない。

　気をつけなければ。

　とりあえず、総督代理の前で本音を洩もらさずにすんでよかった。

「まさか……本気じゃないわよね？」

　にへら、とどこか引ひき攣つった笑みを浮かべる少女に、ロインは短く息を吐いた。

「本気に決まってる。魔王をうまいといわせる料理なんて、作れるもんか」

「だから、それを可能にする塩があるっていってるでしょ？　フィレが偉大な料理人になれたのは、わたしたちのおかげなんだか──」

「だとしても！」

　ロインは少女の言葉を強く遮さえぎった。

「……相手は人間じゃねえ。魔王とその部下だ。何を食ってるかも知らん。人の料理には塩は不可欠だが、魔物もそうだとは限らん」

「あら、それなら平気よ」

　少女は言い切った。

「言ったでしょう？　わたしの塩は、神の舌でもとろかせるって。概念存在だって魅了できるわたしの塩が、肉体を持った連中に通用しないなんてこと、ないから。幽霊にだって、わたしの塩は効くわよ？」

「どういう仕組みだよ、そいつは」

　当然の疑問を訊きくと、少女は首を捻ひねった。

「さあ？　わたしはそうなるって結果を知っているけれど、理由は知らない。わたしたちを創造した錬金術師ならわかるかもしれないけど、思い出せないくらい昔に死んじゃってるし」

「人間じゃ……ないんだよな？」

「当たり前じゃない」

　少女は豊かな胸の間に手を置いて、誇るように背を反らせた。

「わたしたちは、食の快楽であらゆる存在を堕落させるため、生み出された人造精霊。この世に堕落の理想郷を生み出すために造られた！」

「な、んだと……」

「……ま、実現はしなかったけど」

　少女が肩を竦すくめると、豊かな胸がゆさりと揺れて、ロインは眼めのやり場に困った。

「ど、どうしてだ？」

「そりゃあ、量が圧倒的に少なかったから。わたしひとりから採れる塩の分量なんて、さすがに高が知れてるし。わたしがあと百人ぐらいいたら、世界の半分くらいは堕落させられたかもしれないけど、ひとりじゃねえ……」

　人造的な生物の存在には、ロインは驚かなかった。人造生物自体は、珍しいが、いる。ただし命令を忠実にこなす、魂の感じられないものだが。

　目の前の少女は、それとはまったく違う。

「そんなやつが、どうして俺の──親おや父じの店の秘密の地下室にある──いるんだ？」

「さあ？」

　少女は本気で首を捻ひねる。

「経緯は知らないわ。興味もなかったし。ちゃんと気持ちよくしてくれて、採れたもので誰かを堕落させてくれれば、それ以外のことはどうでも。フィレはまあ……それなりに良かったわよ？　究極、とまではいかなかったけど」

　ふふ、と少女は思い出したように笑む。

「けど、何で急にわたしたちを捨てたのかしら？　まあ、そういう料理人はこれまでにも何人もいたけど。自分の力じゃない、とか悩んで。いいじゃないねえ、おいしいんだから」

　ありそうな話だが、父がそういうことで悩むとは思えなかった。この店をやっていた頃は、味より量、が指針の人間だった。

「親おや父じが現れなくなったのは、いつ頃だ？」

「ええと……」

　少女は長く伸びた髪の先を摘んで捩よじった。

「この伸び方からすると、二年位前？　いい加減、待ってばかりの生き方に飽きて、他の娘たちは出てっちゃったけど。わたしはこれでも義理堅いのよ？」

　二年前──それを聞けば、理由はわかった。

「親おや父じは死んだんだ」

「あら、そうなの？」

　義理堅い、と言ったわりに、少女の声にも表情にも悲しみは感じなかった。

「なるほど。それじゃあ、仕方がないわね。けどまあ、こうして息子が来てくれたことだし、彼のことはもういいわ。──これから、よろしくしてあげる」

「待て待て！　俺にあんたは必要ない！　この街からさっさと出てくんだからな！」

「そうなの？　けど……無理だと思うけど」

「そんなの、やってみなけりゃわからないだろ！」

「わかるわよ。感じるもの」

　少女はふわりと、両手を翼のように広げた。

「この街は、強い魔力の殻にすっぽり包まれてる……街の中心にいる魔人の力ね。目には見えないし、突破を物理的に阻はばむものじゃないけれど、触れたら呪いで即死する。人間だけに効く呪いみたい。噓うそだと思うなら、試してみる？」

　ごくり、とロインは唾を吞のんだ。死ぬといわれて、どうして試せよう。

「まあまあ、そんな悲観的にならずに」

　軽い調子で言って少女はくるりと背を向けると、棺ひつぎめいた箱を深く覗のぞき込こんだ。

　──うわ！

　上半身を折れば、当然、下半身が持ち上がる。白くつるりとした尻がくいと浮いて、秘部の合わせ目がよじれるのが露あらわになる。

　目の毒だ！

「あった、あった」

　よいしょ、と体を起こした少女は、小首を傾かしげた。

「……何で天井を見ているの？」

「て、天井が好きなんだ！」

「ふうん……まあ、嗜し好こうは人それぞれだからいいけど。ほら、嘗なめてみなさい」

　ぐい、と少女は指を突き出した。何か、白濁した粒がついている。

「嘗なめて」

「え？」

「わたしから採れた塩よ。嘗なめれば、わたしの言ってることがわかるわ。大丈夫。ちょびっとだし、暇だった時に自分でしたやつだから、質もそれほどじゃない。けど、どういうことかわかるくらいには、すごいはず」

　ロインは躊躇ためらった。当然だろう。得体の知れない少女が差し出されたものを、そう簡単に嘗なめられるものではない。毒じゃないとはいえない。

「あら、怖いの？　フィレは躊ちゆう躇ちよなんかしなかったわよ？」

　弱虫、と言われた気がして、小馬鹿にしたような父の顔が浮かんだ。

　頭に血が上った。目の中で火花が散る。料理以外でも父に劣るなどと、誰にも言われたくはなかった。

（嘗なめてやろうじゃないか！）

　ロインは少女の細い手首をつかむと、指をぱくりとやった。

「ぶむっ！」

　舌を刺す塩気とその奥に含まれる奥深いうまみに、思わず声が出てしまった。

　さすがに、ロインでもわかる。

　これは、うまい。

　ああ、こんな塩があるなんて！

　もっと味わいたくて、ロインは少女の指に夢中で舌を這はわせていた。

　止まらない。

　本当にうまい。うますぎる。赤ん坊のように指を吸う。うまみも塩気も幻のように淡くなっていき、消えていく。消えてしまう。

　ああ、待って。待ってくれ！

　だが無情にも、奇き蹟せきのような塩味は遠く去ってしまった。

　ロインの口から指が引き抜かれる。

　惜しむように、顔が勝手に追いかけようとするのを、ロインははっとして止めた。

「……ふふ」

　少女の、面白がるような笑みに、ロインは顔が熱くなるのを感じた。

「理解したみたいね」

　ロインは拳でぐいと、唾液に濡ぬれた口元を拭った。

　確かに、すごい塩だった。これで料理を作ったら、どんな下へ手た糞くそでも、たちまち一流の料理人と讃たたえられるだろう。

「だけど、これはまだまだ三級品。一級品、特級品となったら、比喩じゃなくて、神だって悶もん絶ぜつさせられるわよ？」

　噓うそじゃないと思えた。

　今の味わってしまった以上、否定することはできない。これが三級品なら、本当に神ですらうまいといわせることができるかもしれない。

　それぐらい、すごい塩だった。

　だが──それと魔王に料理を作るのとはべつの話だ。

　かもしれない、で料理に命をかけるつもりはなかった。こちとら安食堂の主でしかないし、しかも親おや父じの名声はインチキだとわかったのだから。

　ロインの決意がわかったのか、少女は小さく溜ため息いきをついた。

「……わかった。それじゃあ、気の済むようにしたら？　見てくればいい。おまえと同じように考えて、結界を抜けようとする者がいるだろうから。そうすれば、わかるでしょう。他に道がないことが」

　そんなことわかるものか、と胸の内で呟つぶやき、ロインは逃げるように地下室を出た。
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「おかえりー」

　ほら言ったとおりでしょ、といわんばかりの顔で、少女はロインを出迎えた。

　実際、彼女の言う通りだった。

　最外縁で様子を窺うかがっていると、ロイン以外にも脱出を試みる者たちがいた。

　それは若い夫婦者で、オークの監視の隙を突いて橋を渡り、半ばに差し掛かった瞬間、ばったりと倒れて、それきり動かなかった。

　気づいたオークが橋を渡ったが、呪いの結界は、魔物には何の影響もない様子で、怪物は二人を軽々と回収した。

　若い夫婦が死んでいるのは、遠目に見ても明らかだった。

　裸に剝むかれても何の反応もなく、運びやすいように手首足首を括くくられて棒に通されても、だらりとしたままだった。

　悔しいが、脱出は不可能だと認めざるを得なかった。

「理解した？」

　頷うなずくしかなかった。

　脱出が不可能なら、あとは魔王が納得する料理をする以外にはない。指名された以上、料理を作らなければ殺されるし、作っても満足させられなかったら殺される。

　まともにやったら、待っているのは《死》しかないのは、明らかだった。

　だが、あの《塩》なら。

　ひょっとしたら、万が一があるかもしれない。そんなものは奇跡に近いことだとしても、ロインに選べる道は、他にはない。

「よかった。退屈なのは、もううんざり」

　少女は棺かん桶おけのような長なが櫃びつから下りると、んん、と伸びをした。健康的な肢体が伸びる。

「わたしは、ソルティ。よろしくね、若い料理人さん」

「俺は、ロイン・カツ。腕は並だ」

「ふうん。自己評価が低いのは、謙遜とは違うわよ？　わたしの《味》がわかるんだから、それほど悪い料理人じゃないと思うけど」

「そりゃ、どうも」

　お世辞をいう種類の娘だとは思えなかったが、素直にも受け取れなかった。あの塩の味のすごさがわからない料理人がいるとは思えない。それほどのものだ。

「じゃあ、さっそく採取してみる？」

「は？」

　ソルティは、んふふ、と蟲こ惑わく的てきな笑みを浮かた。

「まずは、試してみたいんじゃない？　塩を採るってどういうことなのか。……わたしも、おまえがどれほどのものか、味わってみたいし」

「それって、つまり……」

「もちろん……わ、わたしを気持ちよくさせてみる？　ってこと」

　ごくり、と喉が鳴ってしまった。

　ソルティは、倉庫をぐるりと見回した。

「さ、さすがに、ここじゃ埃ほこりっぽいわね。フィレの秘密の部屋に行きましょうか！」

「そんなものが？」

「彼がここへくるのは、わたしたちから調味料を採取するためだもの。ここもそのひとつ。わたしたちの部屋だったんだけど……すっかり薄汚れちゃって。あーあ」

　もう一度、倉庫にしか見えない部屋を見回して、ソルティは嘆息した。

「ま、いいけど。……おまえが来てくれたから」

　ソルティは、棚のひとつによると、無造作に置かれていた瓶の向きを変えた。

　すると、壁面に唐突に扉が現れた。

　魔法に違いない。

　自分の店の足元に、こんな得体の知れない仕掛けがあったとは。まったく気づかなかった自分の間抜けさに、ロインはうんざりした。

　ソルティは、把とつ手てをつかんで扉を押し開けた。それ自体は普通のもののようだ。

　先にとっとと入ってしまったので、しかたなくロインは続いた。

　部屋の第一印象は、そういうことをする部屋にしては色気がない、だった。

　娼しよう館かんの部屋ならば、明るさとか、香りとか、色とか、気分が高まる雰囲気が作られている。

　しかしこの部屋は、工房のようだった。

　巨大なガラス製の道具がある。複雑なつくりをしていて、使い方はわからない。これで調味料を抽出するのだろうか。

　他にも見たことのない道具や、知らない文字の分厚い本が積まれていて、その中に、ぽつんと布がかけられたベッドが置かれていた。

「よいしょ」

　布を剝はぐと微小な埃ほこりが舞って、鼻の奥がむずむずした。

　ソルティはシーツを、ぽん、と軽く叩たたいた。

「うん、綺き麗れい」

　彼女が腰をかけると、木枠がぎしと鳴った。

「さ……は、始めましょ？」

「始めるって……」

「もちろん魔塩の採取よ。あ、採取道具はそこね。このシーツ、防水になってるから、滴したたったものを、スポイトで吸い取って集めるの」

　台の上に、伏せられたガラスの容器がいくつかと、ガラス製の管に小さなゴムの袋がついた道具があった。これで吸い取れということか。

（……よし）

　ロインは、腹を括くくって服を脱ごうとした。

「あ、必要ないわ」

「え？」

「おまえがしなくちゃならないのは、わたしを気持ちよくして体液を分泌させることだもの。だから、おまえが脱ぐ必要はないでしょ」

　言われてみればその通りだが──ロインは何となく残念な気持ちになった。

「とりあえず、おまえのやり方で……してみて？」

「わかった」

　腕の見せ所、ということか。

　それなりに自信はある。娼しよう館かんで相手をしてくれた女たちは皆、気を失いそうなほどすごい、と言ってくれる。

　百戦錬磨の彼女たちに比べれば、ソルティは小娘。どうということはないだろう。

　ロインは、彼女の隣りに腰を下ろした。

　じっと顔を見る。くちびるに微かすかに緊張が見える。

　その細い顎を、ぐいとつかむ。

「んむっ」

　嚙かみ付つくように、唇を奪う。

　さらに強く、と顔を押し付けた途端、ごつ、と歯が当たった。

　思ったよりも痛く、ロインは唇を離した。

　はあっ、とソルティが深く息をつく。

　まさか、呆あきれたわけではないだろう。

　娼しよう館かんでは、キスはさせてもらえないが、さすがに初めてではない。十代の内にそれぐらいは済ませている。

　強引な方が男らしい、と店の常連が言っていた。

　だからこれでいいはずだ。

　ロインは拳で口を拭うと、ソルティの細い肩をつかみ、ベッドに押し倒した。

　ばふ、と跳ねる。

　髪が広がって、豊かな胸があらわになる。

　ごくり、とロインは唾を飲んだ。

　彼女の真っ白なふくらみは、仰向けになってもほとんど形が崩れなかった。

　ベッドに上がり、ソルティの右傍かたわらに膝立ちになる。

　ぐにゅっとつかむと、発酵を終えたパン種のように、やわらかかった。掌てのひらにぴとぴとと吸い付くところも似ている。

　ぐぐっと、ズボンの中でアレが固くなるのを感じた。痛いくらいに張っている。

　ちら、とソルティの顔を見る。

　彼女は両手を上に投げ出したまま、横を向いている。静かだが、きっと声が出ないよう、必死に堪えているんだろう。

　ロインは、ソルティの左足を抱えるようにして、膝を立てさせた。開かれた足の間には、申し訳程度の翳かげりがある。

　ロインは、そこへ手を当てた。

（冷たい？）

　人の肌に触れた時に感じる温かさとは程遠い。

　人造精霊だからだろうか。

　閉じられた奥を触ろうとしたが、うまくいかなかった。

　場所がわからない。

「──んっ」

　喉を上げ、ソルティが声を洩もらした。

　やはり、感じてはいる。

　なのにどうして濡ぬれないのか。人造精霊は、人とは感じる箇所が違うのだろうか。

　焦あせって手を動かす。だが、少しも濡ぬれてはこない。

（──くそっ）

　我慢の限界だ。

　ロインは、ソルティの小丘から手を離し、ズボンのボタンを外した。

　──入れちまえば、その内に濡ぬれてくる。

　女というのはそういうもんだと、常連の連中も話していた。

　ぐい、と下着ごとズボンを下ろした。

「……だめよ？」

　拒絶の言葉がぶつけられた。

「え？」

　ロインは固まった。

「それはだめ。人間と結合したら、その時点で、わたしたちは機能を失うから。死んじゃうとかじゃなくて、魔塩を創れなくなるということだけど」

　ソルティは、固まったロインの下から体を抜いて起き上がると、長い髪で胸を隠すようにして、膝を抱えて座った。

「……んー……今のおまえの愛あい撫ぶじゃ、魔塩を手に入れるのは難しいと思うわ。正直……少しも気持ちよくなかった」

　手の中でアレが、みるみる固さを失い、萎しぼんでいく。

「ロイン……おまえ、ひょっとして、童貞？」

　がつん、と肉叩たたきでぶん殴られたように、頭がぐらぐらした。

「き、気にすることないわ！　ほら、誰にだって初めてはあるんだし！」

　優しさが、痛い。

（ど、童貞じゃねーし！）

　血の叫びを胸の内で上げ、ロインは心の中で滂ぼう沱だの涙を流しながら、その場を逃げ出したのだった。
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（……か、かっわいい！）

　地下室を飛び出していったロインの背中を見送ったソルティは、ぞくぞくっとした快感に体を震わせた。

　あれだけ濡ぬれなかった秘部が、じゅんと熱くなる。

（あれが、フィレの息子かー）

　うふふ、と笑って親指で唇を撫なでた。

　いかにも素しろ人うと童貞っぽい、自分勝手なキスだった。

　あれじゃあ、高まらない。

　もちろん、気持ちを切り替えればあんな拙つたない愛あい撫ぶでも、濡ぬらすことはできたが、それでは彼の求める最高の塩は採取できない。

（あの子、いくつなんだろう。フィレの息子、ってことは、成人はしてるよね。人間の年齢って、よくくわからないんだよなー。子供か大人かくらいはわかるけど）

　ソルティは、部屋の隅のクローゼットを開くと、しまってあった服を取り出して、裾から被かぶるようにして着た。

　さすがに、ひとりきりでずっと裸でいるのは落ち着かない。人のように造られたから、人に似た羞恥心も少しは持ち合わせている。

（まあ、大人よね。アレ、ちゃんと勃たってたし。愛あい撫ぶは自分勝手だったけど、扱いはそれほど乱暴でもなかったから、あれなら、一皮剝むけるかも）

　ソルティは太ふと腿ももを擦り合わせた。

　思い出しただけで、熱く疼うずく。

　フィレも悪くはない主人だったけれど、反応は淡白だった。

　自分たちを欲望の対象として見ることはなく、調味料の鉱床とでも思っているかのように、あくまでも作業だった。

　だが、ロインは違う。

　勃っていたし、それを挿いれようともした。人と同じに扱おうとした。

　そんな風にされたら、応えたくなってしまう。

（……無理だけど）

　してしまったら、この体は機能を失う。

　ただ塩を創れなくなるだけなのか、それとも肉体そのものが崩壊するのか、本当はわからない。だが、壊れることだけは確かだ。本能的にわかる。

（けど、挿れさせてあげたくなっちゃうなー……あんな顔されたら）

　一般的には、情けない、という感じなのだろうが、ソルティはあれを、とてもかわいい、と思ってしまった。

　あの、泣きそうな切なげな表情に、ぞくっとしてしまった。

　こっちから襲ってしまいそうになった。

（こんな気持ち、初めて）

　アソコだけでなく、胸の辺りがぽやぽやとする。

　いままでは、物や道具としか扱われなかった。向こうがそうなら、こっちも当然、そういう気持ちでしか接せない。

　それが嫌で、他の三人の人造精霊は出て行った。

　ソルティがそうしなかったのは、自分が造られた目的から逃げられなかったからだ。

　快楽の果てに魔塩を生む。

　それが役割だ。

　真面目すぎる、と他の娘は呆あきれ果はてたが、自分は変えられない。

　そして、彼は現れた。

　フィレの息子──新しい料理人。

（期待しても、いいのかな……）

　ぷに、とソルティは自分の唇に指を強く押し当てた。

　ロインが、目的があって出て行ったのかどうかは不明だが、とにかく帰っては来るだろう。

　魔王に街を支配されたこの状況で、料理をする以外に、生き残るすべはないのだから。

「……さて、それじゃあ、それまでにここを、もう少し暮らしやすくしておこうかな」

　ソルティは部屋をぐるりと見回すと、両腕を突き出した。

　掌てのひらから、さらさらと塩が出現し、山と盛り上がる。

　これは料理には使えない。

　ひたすら苦く、辛からく、どんな料理にも合わない。

　とはいえ、他に使い道がある。

「おまえたち、この部屋を綺き麗れいに掃除して片付けて」

　ソルティがそう命じると、塩の山は人型になった。二体の塩人は、のっそりとした動作で、片づけを始める。

　これで、彼が戻るまでに部屋はすっかり綺き麗れいになっているだろう。

（じゃあ、わたしは──）

　ソルティは、部屋の一角に鎮座する器具へと向かった。塩ゴーレムは大雑把な作業には向いているが、ガラス器具を扱えるほどではない。

（ロインがわたしから魔塩を採ったら、すぐ使えるようにしておこうかな）

　ぴかぴかに。
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「あらぁ……ひさしぶりねぇ、ロインちゃん」

　のんびりとした口調で出迎えてくれたのは、ポーレンタ第四輪層一の娼しよう館かん『泥でい花か弁べん館やかた』のかつての華娼しよう婦ふ、ミナ・エノリカだ。

　折れそうに細い腰と豊ほう穣じような胸と尻の持ち主で、長くうねる黒髪で顔の半分を隠している。

　ロインと変わらない年齢に見えるが、その実は、不詳。ロインが少年の時分にはもう売れっ子の娼しよう婦ふだったはず。

　今はもう店に出て男の相手はせず、他の娼しよう婦ふたちの相談役をしているらしい。

　ロインの決して立派とは言えない筆を下ろしたのも、ミナだ。彼女とはその一度きりだけれども、その後は、他の娘が相手を務めてくれた。

「どうしたのぅ？　なんだか、ひどい顔だけど……」

「ミナ姉さん……」

「──はっ！　ひどいといっても、顔色のことだからぁ！　ロインちゃんの顔の造りがひどいってことじゃないからぁ」

「い、いや、わかってますから……」

　あえて言い訳をされると、本当はそうなんじゃないかと思えてしまう。

「それならよかったぁ」

　うふふ、と微笑ほほえむ。

　着ているドレスは、胸元は大きく開いているが、裾も袖も長く翻ひるがえって優雅だ。そのたたずまいはどこか少女めいて、彼女が売れっ子の娼しよう婦ふだったとは誰も思うまい。

「とりあえず、入ってぇ」

　ミナは館の奥へと踵きびすを返かえした。

　ロインも後に続く。

　いつ来ても、建物の中は、強く甘い香の匂いに満ちている。

　館には窓がなく、一日中蠟ろう燭そくが燃えていて、どこもかしこも煤すすけている。窓がないのは客の逃亡を防ぐためと、秘めた欲望を解放しやすくするため、らしい。

　ぎし、ぎし、と館全体が軋きしむような音がする。

　汗と性臭が香と混じって、くらくらするような甘臭さがある。だが、嫌な匂いではない。股間にくる匂いだ。

　三階に上がった一番奥、外からはわからないが、中庭に向かって唯一窓がある部屋、そこがミナの居室だ。

　ロインはそこへ通された。

　部屋は外からの光で、娼しよう館かんの一角だとは思えないほど明るい。白を基調にして、レース飾りのテーブルクロスや、天蓋つきのベッドなどが置かれている。

　外の荒廃が噓うそのようだ。ここだけはまるで、貴族の館の一室にも思える。

「座ってぇ？」

　促されるままに、窓まど際ぎわの小さな丸テーブルの、二客の椅子のひとつに腰を下ろす。

　ミナは部屋に据え付けの小さな焜こん炉ろで沸かした湯で、紅茶を入れてくれた。砂糖をひとつ、小さなピッチャーにミルクもつく。

「よいしょ」

　向かいの椅子に座って、ミナはにこにことロインを見つめた。

「それでぇ？　今日はどうしたのぉ？」

　ことん、と首を傾かしげる。

「悩み事かしらぁ？」

　さすが。童貞をささげた相手には、隠し事はできない。それが常識だ。

「……実は……」

　ロインは、ソルティを悦よろこばせることができなかった顚てん末まつを、仔し細さいに語った。
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　彼女が人造精霊であることは伏せた。それが原因ではないと思われるから、必要な情報ではない。自分の何が悪かったのか、それが知りたかった。

「ああぁ、なるほどねぇ」

　話を聞き終えたミナは、すべてわかった、とでもいうように、何度も頷うなずいた。

「あの……何が悪かったんですかね？」

「何って言われるとぉ……全部？」

「全部？」

「全部」

「…………」

　ミナは、まったく音を立てずに紅茶を飲んだ。優雅としかいいようがない。

「納得できないっていう顔ねぇ」

「まあ……」

「あのねぇ、ロインちゃん。ロインちゃんの食堂に来る男たちの話なんか、いちいち真に受けてたら、だめ。女の体のことなんか、まったくわかってないんだから」

「そうなんですか？」

「そうよぉ。挿いれちゃえば濡ぬれてくるなんて、そんなわけないじゃない。そんな連中はね、うちみたいな職業恋人にしか、相手にしてもらえていない証拠」

　ミナは娼しよう婦ふを、職業恋人と呼ぶ。

　ここでは一時でも、恋人同士ということらしい。彼女たちを娼しよう婦ふと呼んだりしたら、問答無用で叩たたき出だされて、二度と敷しき居いは跨またげない。

　ポーレンタはもとより人口比が男の方が多い。地方の農村からの出稼ぎ者が多いからだ。そうした独身者は、娼しよう館かんに欲望のはけ口求める。

　ロインも、最近は無沙汰だが、年に数回ほどは利用している。

「けど、みんな気持ちいいって──」

「んん……」

　ミナはちょっと困ったような顔になった。

「これはお客さんに言うべきことじゃないんだけど……あの子達たちもプロだから、ロインちゃんの拙つたない技術を自分で補って、挿いれる前に、しっかりと濡ぬらしてるのよぉ」

「で、でも、すごく気持ち良さそうに……何度もイってたし……」

「仕事だし、プロだもの。お客さんが、体だけじゃなくて、心でも満足できるように、優しい噓うそもつきます」

「演技、なんだ……」

　自分の中で、何かが音を立てて崩れた。

　ミナは申し訳なさげに微笑ほほえんだ。

「ごめんねぇ。本当なら、こんなこと教えたりしないんだけどぉ、ロインちゃん、ちょっと大変なことになっているんでしょう？」

　ロインは驚いて立ち上がりそうになった。がたん、と膝を机にぶつけてしまい、危うくカップを倒しそうになった。

「ど、どうして──」

「ここはほらぁ、噂うわさが吹ふき溜だまるからぁ。……大勝負の前に、恋人ができた？」

「いや……そんないい話じゃないっす」

　どこまで話したものだろうか。

　この様子だと、魔王に料理を作る羽目になった事は知っているようだ。

　とはいえ、人造精霊がどうの、という話は、説明が難しい。恐怖のあまり変になったと思われたくはない。

「……実は、親おや父じの助手をしてた娘に手伝ってもらうことになったんですが、その条件が、そいつを性的に満足させることだったんです」

　噓うそは言っていない。

「それはまた……」

　珍しい、という表情だ。

　気持ちはわかる。

　欲望の奴隷である男ならともかく、女がその手の要求を出すのは珍しい、と思う。

　とはいえ、そういう女がいないというわけでもないだろう。

　人は色々だ。

　ましてや今は、魔王が町を占領しているという異常事態。理性のタガが外れても、ちっともおかしくない──と思ってもらえたら。

「その娘を満足させないと、勝負の料理が作れない──ということぉ？」

「概おおむねは」

　何のためかはともかく、料理が作れないと言うのは事実だ。あの魔塩なしで、勝負に挑もうという気にはなれない。

「ふうん……」

　こくん、と紅茶をまた一口吞のんで、ミナはカップを置いた。

　どう会話を続けているのかわからず黙っていると、彼女の唇にゆっくりと微笑が広がっていった。

「しかたないわねぇ」

　妖よう艶えん、としか言いようのない、現役の頃の彼女が戻ってきたようで、ロインは股間がむずむずするのを感じ、体を前に僅かに屈かがめた。

「それじゃあ、わたしが訓練してあげる。この町の危機なんでしょう？　だったらわたしも一肌脱がなくちゃ。……それとも、わたしみたいなおばさんじゃあ、いや？」

　ロインは激しく首を振った。

　とんでもない。

　ミナはいまでも美しいし、体の曲線が、匂いが、仕草が、いやらしい。彼女がじきじきに指導してくれるというなら、それに勝るものはない。

「お、お願いしますっ！」

　肩に力が入ってしまう。まるで、童貞を捨てたあの夜に戻ってしまったかのようだ。

「うんっ」

　それでいて、少女のような顔をする。

　手を取られ、誘われるまま従い、ベッドに並んで腰を下ろした。

「それじゃあ、レッスン１」

　ミナは目の前に指を立てる。

「いぃい？　女をその気にさせたければ、技だけじゃ駄目。まずはその前に、気持ちを高めなくちゃ」

　立てた指で、髪をくるりと絡からめる。

「──じゃあ、誉ほめてぇ」

「誉ほめ、る？」

「うん。髪が綺き麗れいとか、肌が綺き麗れいとか、目が綺き麗れいとか、とにかく誉ほめて。何言ってるの、って顔されるかもしれないけど、そこはめげずに誉ほめて。嫌いな相手に言われても気持ち悪いだけだけど、これからしようっていう相手なら、そこは大丈夫だから。そうして、誉ほめながらその言葉に絡からめて、触れるのぉ」

「ええと……どういう」

「……ロインちゃん、少し瘦せたぁ？」

「え？　そんなこともないけど……」

「そうぉ？　瘦せたように見えるけど……でも、この頰が少しこけた感じ、野生味がでて、わたしは好きだなぁ」

　すっと手が伸びてきて、指の背で頰に触れられた。

　どきりとした。

「ロインちゃんって、同じ歳とし頃ごろの男に比べて、髭ひげが薄いよねぇ。じょりじょりしないから痛くないしぃ」

　するすると頰をなでられる。上下するたび爪の先が耳たぶを搔かいて、ぞくぞくした。

　やばい。

　すると、ミナはふっと微笑ほほえんで、手を離した。

「……とまあ、こんな感じぃ」

　どきどきした。

　いつもはとっとと脱いで、されるがままに欲望を吐き出すだけだったから、こんなのは初めてだった。

　股間より、心臓に来る。

　ふふ、とミナは笑んだ。

「まずは、指とか触れやすいところから初めてぇ、それから腕とか、髪とか……そうしたら、ほっぺた、唇なんかに触れて、撫なでて、それから──キス」

　ごくり、と喉が鳴ってしまった。

　聞こえたのか、ミナの表情がますます艶つやっぽくなる。

「それじゃあ、実践してみましょうかぁ？」

「は、はい！」

　ロインは、あの少年の日に戻ったように、顔を真っ赤にして背筋を伸ばした。





☆






「あ、おかえりい」

　ほんの数時間、空けただけなのに、秘密部屋はすっかりソルティの自室と化していた。

　神秘さは消え、少々だらしない女の部屋に成り果てている。

　どこから持ってきたのか、サイドテーブルには菓子が積まれていて、包み紙が床に無造作に丸められて転がっていた。

　彼女も裸ではなく、ショーツとぶかぶかの袖のない貫頭シャツを着ていた。豊かな乳房は隠しようもなく、その桃色の先端もちらちらと覗のぞくが、とにかく、裸ではない。

「媚び薬やくでも手に入れてきた？　まあ、わたしには効かないと思うけど」

「この辺に、呪まじない師しなんかいねーよ」

　言いながら、シャツを脱いで、上半身だけ裸になる。

「え？　なになに？」

　ソルティが少し警戒したみたいに引く。

　ミナに教えてもらった方法だ。

　──『いぃい？　裸にドキドキするのは、別に男だけじゃないのよ？　女だって、男の裸にはドキドキするの。上だけなら脱いでも下品じゃないし、けど普通の状況じゃないし、どういうことなんだろう、って理性がぐらぐらするから、そうしたらぁ──』

　ロインはベッドの、ソルティに手が届く距離に腰を下ろした。

　誉ほめる場所を探すべく、頭の先から見回す。

　ソルティの表情が、ますます怪け訝げんなものになる。警戒はしているみたいだが、逃げるような素振りはない。

　とはいえ、いきなり『綺き麗れいだ』と誉ほめるのも不自然な気がする。いかにも誰かに教え込まれた教科書通りっぽい。

　ミナの誉ほめ方は自然だった。あんなふうに──。

「綺き麗れいな手だな」

　会話の流れで、ソルティの手をそっと取る。瞬間、彼女はピクリと反応したが、振りほどかれはしなかった。

「俺のごつごつした手とは、全然違う」

　──『手は大事よぉ。体の中で、一番、感覚の鋭い場所でしょう？　暗闇の中でも、触るだけでいろんなことがわかる。他の部分で同じことができるところはないでしょう？』

　そう、ミナは言った。

　──『要は、それだけ敏感だっていうこと。他に負けないくらい、感じやすくて大事。あまりに身近だから意識していないだろうけど、だからこそ、意識して愛あい撫ぶすればとても効果的よぉ？』

　親指でソルティの掌てのひらを擦る。力は入れない。撫なでるくらいに力で、優しく。

　指と指の間に親指を差し込み、往復させる。

「んふっ」

　ソルティが首を竦すくめて、くすぐったそうな籠った笑いを洩もらす。

　けど、手を引き抜こうとはしない。

　ロインは尻をずらしてソルティに体を寄せた。僅かに逃げようとしたのを、握った手を引いて許さない。

　裸の二の腕同士がぴたりと密着して、互いの熱が感じられる。

　顔が、ほとんど目の前だ。前だったらここで唇にむしゃぶりつくところだが、すでに以前の俺ではない。

「すごい瞳だな……大きくて青くて」

「ええ？」

　はにかんだようにソルティは目を逸そらす。口元には微笑。

「それに……いい匂いだ」

　すん、と鼻を鳴らす。

「やっ、嗅がないでよ……」

「いい匂いだよ」

　繰り返して言うと、固くなりかけた体が柔らかくなる。

　噓うそではなく、本当にいい匂いだ。

　男と違って、女はいい匂いだが、ソルティは嗅ぎなれた匂いがする。塩の匂い。上質の岩塩が熱に溶けた時に発する香りに似ている。

　ロインは手を握ったまま、空いている手でソルティの腰を抱いて引き寄せた。

　鼻を彼女の耳の後ろ、髪の中に埋める。

　──『耳も有効ねぇ。けど、どの部分もそうだけどぉ、いきなり行っちゃあだめ。期待を持たせて焦あせらせるの』

　すんすん、と髪の匂いを嗅ぐ。

　匂いを嗅がれることに抵抗を感じる女は多い、とミナは教えてくれた。見られるよりも恥ずかしいらしい。

　──『だからこそ、そこを誉ほめるの。耳の後ろは体臭が濃いから、わたしたちも香水をつけたりするけど、そこを嗅いで誉ほめれば、息を吹きかけながら囁ささやけて、一挙両得よぉ？』

　とのことだ。

「……いや、本当にいい匂いだよ」

　耳にほとんど唇をつけて、囁ささやく。

　ぴくっとソルティが震える。ふんっ、と微かすかに鼻から息が漏れるのが聞こえた。

　はむっ、と唇で耳を嚙かんでみた。

　うんっ、とさっきより強い息が漏れた。

「……可愛かわいいな」

　囁ささやいて、耳にキスする。

　唇が触れるたびに、ぴく、と体が震える。ふっふっ、と少しだけ、ソルティの呼吸が早くなった気がする。

　ついばむようなキスを繰り返しながら、耳から頰へ、それから瞼まぶた、再び頰へと戻る。その度に、握った手に、くっと力が籠るのがわかる。

　唇に近づいては少し離れる、ということを何度が繰り返すと、ソルティの顎が追いかけてくるみたいに、くい、と上がった。

（ここか！）

　──『キスするタイミング？　よぉく見ていれば、わかるわよぉ。して欲しくて、自分からいっちゃうから』

　とミナが言っていたのは。

　逃さず、ソルティの唇に吸い付く。つつくようなキスからの変化に、腕の中で細い体が固くなるが、構わず唇を食べるようにキスをする。

　しばらくすると、彼女の体がふにゃりとやわらかくなるのがわかった。空いている方の手でロインの腰を抱くように、しがみついてくる。

　ソルティの顎の力が緩んで、唇がゆるりと開く。

　口を離さずに、そっと舌を挿し込む。ぬろ、と舌先を彼女の唇と前歯の間に入れて、歯茎を嘗なめる。

「んふっ！」

　びくん、と震えて、ソルティが声を洩もらした。

　口の中を嘗なめられるというのは、快感だ。

　娼しよう館かんの彼女たちがしてくれるキスで、ロインはそれを知った。知っていたのだが、前回はそれを生かすという考えがなかった。

　キスを繰り返していく内に、互いの唾液が卑ひ猥わいな音を立てる。溢あふれそうになるそれを、ソルティが飲み込むのが喉の動きでわかる。

　ロインは彼女の腰を抱いたまま、指を絡からめていた手を解き、彼女の腹部に置いた。

　そこからゆっくりと擦るように撫なで上あげていく。

　いきなり胸には触れない。

　おもいきり揉もみたいのは山々だったが、自分の欲望を満たす事が目的ではない。

　だが、まったく触れないのではなく、豊かなふくらみの外側に時々触れるように脇腹や脇の近く、鎖骨の下などを撫なでていく。

　ぐっ、とソルティの上半身が弓なりに突き出される。

　ふるん、と大きなふくらみが揺れて、ロインはいよいよ、彼女のそれをすくい上げるようにつかんだ。

　指が沈み込む。乱暴には決してせず、緩急をつけて揉もむ。ここでも大事なのは、いきなり先端を刺激しないこと、とミナに教わった。

　ふっふっ、と早い呼吸と共に、ソルティがキスを返してくる。

（……そろそろいいか？）

　服を脱がすタイミングは、気持ちが盛り上がってきたら、ということだった。呼吸や反応を目安になるべく素早く、と教えてもらった。

（……こっちも辛抱できないっ）

　ロインは唇を離した。

　手を離してソルティの服の腰の辺りをつかんで引き上げる。彼女は、すっと腰を浮かして、脱ぐのに手を貸してくれる。

　拒否されなかった。

　今のところ間違っていない、ということだ。

　下着一枚となった彼女を再び抱き寄せて、その唇に吸い付く。キスをしたまま、再び胸をつかみ、回すように揉もんでいく。

　ソルティの肌がしっとりと汗ばんできた。ロインは唇を離すと、腰を屈かがめ、乳房に顔を埋めてふくらみにキスをした。

　彼女の手が、ロインの頭を抱く。髪をつかまれたが痛くはない。引き剝はがそうというのではなく、逃がさないように、とも思える。

　上半身裸で抱き合うというのは、服を着てのハグとは全然違う。ただそれだけで、とても気持ちがいい。

　背中へと手を回し、肌と下着の隙間へと指を差し入れる。

　そのまま、まるく滑らかな臀でん部ぶをなでるようにしながら、下着を脱がせる。閉じたままの太ふと腿ももから下ろし、片足を持ち上げて引き抜いた。

　内うち腿ももを撫なでると、もうべっとりと濡ぬれていて、ぺたぺたと張り付くような感触があった。

　ロインはソルティの腿ももを持ったままベッドに上がり、彼女をどさりと横たえた。

　ふうふう、と彼女の息は荒い。

　ぐい、と足を開かせ、そのまま滑らせて、ついに手をあてた。

　最初のときとはまったく違い、とろとろに熱い。

　ぴたりと当てた手を、ゆっくりと揺する。

「ふぅんっ！」

　びくんと腰が浮く。気持ちよかったのだろうか。とくん、と手の中に熱さが溢あふれてくるのがわかる。

「さ、さわって……もっと、さわってっ……」

　掠かすれるような声がした。
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（……楽しいぞ、これ）

　ロインは、ぞくぞくした。

　これまで女を抱いても、こんな気持ちになったことはなかった。相手を悦よろこばせるのが、感じているのを見るのが、こんなに興奮することだとは思わなかった。

　いつもはこっちが気持ちよくなるばかりで、気持ちよくすることなんか、正直、考えたこともなかった。

　手を動かすと、

「んんっ！」

　ソルティがのけぞり、白い喉があらわになる。

（ここだ！）

　──『いぃい？　そこは男の人のここと同じだから……わかるでしょう？』

　そう言って、ミナはロインの股間を撫なでた。

　つまりはそういうことだ。

　乱暴に扱ってはいけないのだと、それで理解した。

　軽く押さえるくらいに力をとどめ、ただし刺激はしつつ、手と指を動かす。

「あっ！　あっ！　あっ！」

　刺激するたび、ソルティは大きく喘あえぐ。

　もっと、声を上げさせたい。

　ロインは指の動きに変化を加え、容赦なくソルティを悶もだえさせた。決して乱暴にはせず、しかし確実に追い込んでいく。

「ロ、ロインっ……！　わ、わたしが、イッたら、んっ！　ひっ！　す、すぐにベッドから下りっ、下りてっ！」

　びくびくと震えながら、必死に言う。

「ひっ！　ひっ！　ひっ！　ひっ！」

　動きに合わせて、声が上がる。

「──ぐうっ！」

　ひときわ大きな声がソルティの喉から絞り出されると同時に、ロインは彼女から離れた。

　ソルティの体は大きく弓なりになって痙けい攣れんし、どさりと落ちた。だらしなく、足を大きく足を開いたまま、びくびくと震える。

（──くそっ、俺も限界だっ）

　ロインは下着ごとズボンを下げて、己をつかんだ。

　尻肉が引き連れるような感覚のあと、

「……ううっ！」

　ロインは、あっけなく果てた。
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　痺しびれるような快感に脱力しつつ、ロインは、ベッドの上のソルティの肌から、大量の汗が溢あふれ出でて、シーツに溜たまっていくのを、ぼんやりと見たのだった。





☆






　ロインは、イった後の何もかも悟ったような状態の頭で、防水シーツに溜たまった汗その他の体液を集めて瓶に入れた。

　少し白濁したそれを、まずは布で濾こして不純物を取り除く。人造精霊が新陳代謝をするのか知らないが、普通であれば剝がれた皮膚なども混じるし、産うぶ毛げが抜けたりもする。

　そうした物がなくても、埃ほこりはあるだろうから、取り除かねばならない。

　濾こした汗水は、少し透明度が上がった気もするが、濁りはある。

　その状態で、ロインは匂いを嗅いでみた。

　汗のように、臭くはない。

　上質な塩湖で採れる塩と、同じような匂いがする。

　あとはこの濾ろ過かした汗水を蒸留すれば、塩が採れる。

　蒸留とは、簡単に言えば、熱することで水分を分離することだ。

　ただ熱して水分を蒸発させても塩は残るが、大おお仰ぎような道具を見る限り、分離した蒸気はもう一度冷やして水に戻していたようだ。

　ロインは、父のやり方に倣ならうことにした。分離した水分の方も、何か活用できるのかもしれない。

　ソルティは、シーツを変えたベッドに丸くなって寝ている。

　疲れたのだろう。

　それはロインも同じだったが、休むのはあと。今は一刻も早く製塩してしまいたい。

　とはいえ、蒸留器は父が残したものをそのまま使用するので、ロインの仕事は、熱しすぎて塩を焦がしてしまわぬよう、目を配るくらいだった。

　やがて、鍋の底に白い結晶が現れた。

　十分に水分が飛んだ頃合を見計らい、鍋を火から下ろす。

　ガラスの管の先では蒸発した汗水が冷えて再び水分化し、ビーカーに溜たまっていく。

　白い結晶を箆へらを使って丁寧にこそげ落とし、紙の上に広げた。残った水気も紙が吸い取ってくれる。

　そうして、さらりとした塩が完成した。

　ただの塩ではない──魔塩だ。湿し気けないように小瓶に移す。

「できた？」

　いつの間に起きたのか、背中でそう声がした。

「ああ」

　少しだけ小皿にとって、ソルティのところへ持っていく。

　しおらしく恥じらってシーツを体に巻きつけて、胸を隠している。あまりの豊かさに完全には隠しきれていないが。

「どうだ？」

　小皿を覗のぞき込こみ、小指の先を嘗なめて少しだけ塩を付け、ぺろりとやる。

「……うん。まあまあかな」

　首を傾かしげて言う。

「神々を篭ろう絡らくするには力不足だけど、魔物程度なら問題ないと思う。ああ、この精錬度だったら、人の食べる料理には使わないほうがいいわよ？　たぶん中毒になっちゃうから」

「腹でも壊すのか？」

「違うわよ。虜とりこになるっていってるの。強い幻薬みたいなもの」

「なるほど……親おや父じは、それで客を囲ってたのか」

「んん？」

　ソルティは首を捻ひねった。

「いや、だから。親おや父じの店が繁はん盛じようしたのは、こいつで客を虜とりこにしてたからだろ？」

「ああ、そういう……」

　ソルティは頷うなずいた。

「フィレの魔塩は、これほど精錬されてなかったわよ。そんなに上手じゃなかったし。人間相手にはいい塩あん梅ばいだったから、もしかしたらわたしに与える快感を、調節してたのかもしれないけど。……やだ、だとしたらすごい」

「いや、そんなことはないと思うけど……」

　そう言ったものの、ロインに確信はなかった。父親がどのくらい性技に優れていたかなど、知りたいとは思わない。想像もしたくない。

「どのくらい精製できた？」

　ロインは小瓶を見せた。親指程度の大きさのものだ。それが一杯になるくらいの量が一度で採れた。調味料として使う分には、十分だ。

「結構、採れたわね。それで？　このあとはどうするの？」

「そうだな……」

　正直、考えていなかった。元より、逃げ出すつもりだったのだから。

　しかし、それは無理だとわかった。

　代わりに、対抗手段となりえそうな《魔塩》を手に入れた。

　ポーレンタの街は広い。どこかに雲隠れすることも可能かもしれない。本気で隠れれば、役所の連中には見つけられないだろう。

　だが、魔王は期限を切っている。

　それを過ぎれば、この街は他と同様に蹂じゆう躙りんされ、滅ぼされるに決まっている。

　どこに隠れたとしても、火をかけられ、満遍なく焼かれてしまえば意味はない。瓦が礫れきに埋もれたまま、ローストされて死ぬだけだ。

　そんな死に方はごめんだ。

　それに、娼しよう館かんの連中のこともある。世話になった女たちや、童貞を捧ささげたミナが、無む惨ざんに魔物の餌え食じきになるのは厭いやだ。

（……逃げても死ぬ……満足させられなくても死ぬ……その時間の差は、一ヶ月だ。逃げても一ヵ月後には死ぬんなら、料理を作って生き残れる道を探る以外に、手があるか？）

　ロインは手の中の魔塩を見つめた。

（……ないよな。だったら、やるしかないだろ！　魔物どもを唸うならせる料理を作って、生き延びてやる！）

「……腹を括くくったみたいね」

　ソルティが、にんまりと笑む。

「まあな」

「それで？　まず、何からするの？」

「とりあえず、いままでの奴やつらがどんな料理を作ったかを教えてもらう。何が気に入らなかったのかわかれば、何か見えるかもしれないからな」

「必要ある？　わたしの魔塩はそれだけで、連中の舌を虜とりこにできるわよ？」

　ロインは首を振った。

「連中を満足させるのは、俺の料理じゃなきゃだめだ。魔塩のことは知られないようにする。魔王の望みはあくまでも《料理》だからな。ずるをしたとわかったら、その場で殺されるに決まってる」

「なるほどね」

　ソルティは新しいシーツを体に巻きつけたまま、ベッドを下りた。

「それじゃあ、わたしも付き合うわ。ここに引きこもっているのにも飽きたし。それに、こう見えてわたし、それなりに強いわよ？」

「そうなのか？」

「人造精霊だもの。簡単な錬金術も使えるし」

　そう言って腕を開くと、巻きつけていたシーツが、ロインの目の前で一度繊維に分解され、再びソルティの体の上で編まれて、袖のないドレスに変わった。

「他にも」

　ロインの眼前に手を突き出す。

　見つめていると、上に向けた掌てのひらにさらさらと白い粉が盛り上がって出現した。

「これは？」

「塩。これはとてもじゃないけど食べられないけど、別の用途には使えるわ。まあ、そのうちに披露することもあるでしょ」

　ソルティはそう言って、うっすらとどこか怖い微笑ほほえみを浮かべた。
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「これが、いままでの料理人が出したメニューだ」

　総督代理は、そう言って紙の束を出した。

　要求を聞いた彼は、ようやくロインを信用して安心したようだった。これまでの失敗から学ぼうとする姿勢から、本気だと思ったのだろう。

「ところで、そっちの女は誰だ？」

「助手ですよ。親おや父じの料理のこともよく知ってるんで、手を貸してもらうことにしました」

　ふうむ、と呟つぶやいてソルティをじろじろと見たが、文句は言わなかった。

　ソルティはにこりともせずに立っている。塩対応だ。

　ロインはメニューを手に取り、ざっと見た。

　一体どんな料理を、ということが知りたかったのだが、メニューを見て、ひとつ気がついた事があった。

「……提供したのは、一品だけなんですか？」

　メニューに記されていたのは、どれもこれも、ひとつだけ。

　これはおかしかった。

　ロインの店のような安食堂ならワンプレート済ますが、魔王に出そうという料理なら、コースであって然しかるべきだろう。

「ひとつだけだ」

　総督代理は、そう言った。

「判定人が認めた料理が、魔王にも出される。何人いるのかは知らんが、判定人全員を満足させられなければ、魔王に料理を出すこともできん」

「なのにいまだ一人目も突破できずにいる、と」

　事実を指摘すると、総督代理は心底、厭いやそうな顔をした。

「一人目の判定人は、どんな奴やつなんです？」

「竜だ」

「は？」

「我らの言葉を解かいす小さな竜だ。人のように歩き、人のように話す。竜みたいな口をしてるくせに、器用に喰くうぞ──料理を気に入らなかったら、料理人も食うがな」

　総督代理は乾いた笑い声を上げたが、ロインは笑えなかった。

　食われるのは、こっちなのだ。

　ロインは、これまで提供された料理をざっと見た。

　肉料理が多い。

　前菜的なものを作った人もいるが、ほとんどは主菜的な一品だ。

「これ……何か使う食材とかの指定とかあるんですか？」

　総督代理は首を捻ひねった。

「いや、ないな。相手が竜だから、肉がいいだろうと考えたんじゃないか？　どれも駄目だったということは、存外、肉が嫌いなのかもな」

　ありえるかもしれない。

　魔物が何を好むかなど、人が知るはずもない。

（……まずは、それからだな）

　おそらく他の料理人も、そのことには思い至ったはずだ。そうでなければ、これほど、全員が全員、肉料理を出すはずがない。

　相手の気に入る料理を出そうと思えば、何が好きで何が嫌いかを知らねばならない。

「こいつら総督代理に、誰かを紹介してくれと頼みませんでした？」

「そういえば、何人かに頼まれたな」

　総督代理は、顎をなでた。

「誰をです？」

「市場を仕切っている化物だ。怪物のくせにコルドルン公用語を喋しやべりやがる。そこいらのやつらは、唸うなるとか吠ほえるとかしかしないのにな。そいつは幹部を含めた魔物どもの、食糧の管理や配給を任されているらしい。会いにいくなら、紹介状を書いてやろう」

「頼みます」

「待っていろ」

　総督代理は、紙切れにさらさらと何かをしたため、本来は封ふう蠟ろうの為ための印に、インクを塗って押してよこした。

「そいつで、おまえが次の料理人だとわかる。義足のオーガだ。料理の前に食われるなよ？」

「どうも」

　紙片を畳んポケットにしまい、

「こいつは、持っていっても？」

　メニューの束を掲げて見せた。

「構わん」

　失敗の記録に価値はない、とでも言いたげな口調だった。

「じゃあ、遠慮なく」

　言って、メニューを手に踵きびすを返かえしたロインの背中に、

「あまり時間はないぞ！」

　総督代理の声が飛んできた。

　返事はしなかった。そんなことは、わざわざ念を押されなくてもわかっている。

　嫌な奴やつ、とソルティが呟つぶやくのが聞こえた。
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　三層と四層を仕切る門を形だけ守っている男たちは、紹介状を見ると、何も言わずに扉を開け、通してくれた。

　その目に、哀れみが浮かんでいたことに気づかなかったわけではないが、無視した。どうせこいつらは、今度も食われるだろう、と思っているのだ。

　門を潜ると、扉はすぐに閉じられて、閂かんぬきの落ちる音がした。

（こいつは……）

　ロインは、ごくりと唾を飲み込んだ。

　役所を出るとき、こちらの事情をわかっているらしい兵士から、護衛をつけるといわれたのだが、断った。

　それは失敗だったんじゃないか、と後悔せずにはいられなかった。

　ここは、第四層とはまったく様子が違う。

　四層では、外門の付近は別にして、魔物を見ることはあまりない。昼間でも普通に通りを歩けるし、危険を感じることは稀まれだ。

　だが、ここは違う。

　魔物が、あたりまえのように歩き回っている。そこいらに寝転がっている。

　荒れ様は、四層の比ではない。

　壊れていない建物などなかったし、人の姿はほとんどない。

　いるのは、見るからにまともではなさそうな奴やつらばかりだ。こちらを見つけると、ぎょっとして隠れる。魔物より人を警戒するなんて、まともなわけがない。おそらく、盗みを働いているのだろう。

「大丈夫よ、ロイン」

　ぽん、と肩を叩たたかれた。

「お化けが相手だとちょっと困るけど、血肉があるならどうにでもなるから」

　何をどうするのかは知らないが、ソルティが頼もしく請け合ってくれる。

「……行こう」

　食糧市場はかつてのポーレンタ市場をそのまま利用しているということだった。

　場所なら知っている。

　門が閉ざされる前は、幾度も買いだしに通った場所だ。安くてよい食材が毎日並んで、肉でも魚でも野菜でも、何でも揃そろっていた。同じメニューしか出さない安食堂では工夫の仕様もなかったが、新しい食材を見つけると心が躍ったものだ。

「……ひどいもんだな」

　なるべく魔物とは距離を取りつつ歩きながら、ロインは吐き捨てた。

　見る影もない、とはこういうことをいうのだろう。

「ここは、すごく綺き麗れいで賑にぎやかだったんだぜ？」

「今も賑にぎやかだけど？」

「こういう荒すさんだ賑にぎやかさじゃねえよ。ちっとも楽しくないだろ？　なんていうか、もっとこう明るい活気みたいなものに満ちてて──」

　やめた。

　ソルティは人間じゃない。それを忘れそうになっていた。それにずっとあの地下室の櫃ひつの中にいたのなら、活気や喧けん騒そうとも無縁だったろう。

　暗い気持ちで、あとの道程は黙って歩いた。

　その内に、魔物の数が増えてきた。

　ほとんどがオークやゴブリンといった、人の姿に似た鬼たちだ。

　それ以外には、崩れかけた屋根に巨大な見たこともない鳥、全身に棘とげが生えた犬、足が六本の猫、のような獣も見かけたが、襲っては来なかった。

　ソルティと決してはぐれないように気をつけながら、ロインは進んだ。

　次第に、なんとも言えない臭さが鼻をつくようになった。

　この臭いは知っている。

　肉と、血の臭いだ。

　掃除が行き届いていない流しもこんな臭いがする。

　市場に近づくに連れ、ぶんぶんとうるさく飛ぶ、虫の数が増えてきた。

　市場といっても、特に看板が立っているわけではない。決まった通りにずらりと屋台が並んでいるだけだ。

（……うっ……！）

　その屋台のひとつに並んでいる肉を見て、ロインは体が動かなくなった。

　手足を落とし、腹を裂いて内臓を抜き、頭を鉤かぎに引っ掛けられて枝肉にされてぶら下がっているのは、人間だった。

（……くそっ……考えるべきだった。こいつらは魔物だ。俺たちが他の動物を食うように、こいつらが俺たちを食ったって、おかしくない）

　込み上げる吐き気を堪えつつ、ロインは歯を食いしばって足を動かした。

　まるで、死体置き場のような屋台の間を進む。

（……冗談じゃないぞ。さすがに、人肉を料理するのは……嫌だ。こいつらにしたら、ただの肉かもしれないが、俺にはそうは思えない）

　ちら、と見ると、ソルティは気にした様子もなかった。

　やはりこいつは人間じゃないんだな、と思う一方で、安あん堵どもした。こんな状況で冷静でいてくれるのは、助かる。

「あ、ここじゃない？」

　通り過ぎかけたロインの腕を引っ張って、ソルティが指をさしたのは、他の屋台よりもいささかは立派な小屋だった。

　──キング精肉店。

　すっかり汚れた看板はそう読めたが、今の持ち主の屋号ではないだろう。他の店と同様、軒先に人肉が下った状態で、その店名は洒しや落れにならない。

　人肉や、他にも何の獣かわからない肉の間に、巨きよ軀くの魔物が小さな丸椅子に座っていた。おそらく、オーガだ。左足の膝から下がなく、杖つえのような義足を嵌はめている。

（あいつか……）

　総督代理が言っていた特徴に合う。

　だが、なんて声をかける？　本当に言葉が通じるのか？　相手は魔物だぞ？

　そんなことが頭の中をぐるぐると巡って躊躇ためらっていると、

「ねえ、そこのおまえ！」

　ソルティがいきなり、声をかけてしまった。

　止める間も、文句を言う暇もなかった。

　義足のオーガはこっちを向いた。巨大な牙が上向きに生えて、唇から飛び出している。肌はくすんだ緑で黴かびを思わせる。だが瞳は青く、髪は淡い黄金色をしていた。他のオーガの目は赤く、髪も泥のような色をしている。

「……人間が何の用だ」

　本当に言葉が通じる！　太い喉から発せられる声は、ごろごろと雷鳴のようで聞き取りづらくはあったが、確かにコルドルン公用語だった。

「料理のことで来たんだけど、おまえが総督代理の言っていたやつ？」

　臆せずに、ソルティが話しかけると、

「……そういうことか」

　深いため息をついて、オーガは立ち上がった。

　でかい！

　屋台でなかったら、頭が天井を破っている。

「こっちこい」

　顎をしゃくって、着いて来い、と態度で示す。振り返らずに屋台の奥に建つ家の壊れた戸口を窮屈そうにくぐる。

　どうしたものか、とロインはさすがに躊ちゆう躇ちよした。さすがに、あんな化物とひとつ屋根の下にいたくはない。竜の前にあの怪物に食われそうだ。

「行かないの？」

「い、いや……」

　総督代理からは、あの化物に料理人が食われたという話は聞いていない。いまは、それを信じるしかあるまい。

　無造作に積まれた骨と臓物の間を抜けて、奥の建物へ向かった。足元が滑るのは、血と脂のせいだろう。枝肉には慣れているが、それが人肉だと思うと食べ物に見えず、胃のムカつきが止まらない。

　さすがに、こいつを使うのは、なんとしても避けたい。

　扉の外れた戸口をくぐると、中は思っていたよりも広かった。中の仕切りの壁がぶち抜かれているからだ。家具は壊されて隅に積み上げられている。

　その部屋の中央に敷かれた、汚れた丸絨じゆう毯たんの上に、先ほどの怪物は胡坐あぐらをかいていた。

「座れ」

　対面を指す爪は、ナイフのように大きく鋭い。

　ロインは黙って従った。

　すぐ後ろにソルティが立ったが、彼女は座るつもりはないようだった。

　ふん、と怪物は鼻を鳴らした。

「……あんたが、新しい挑戦者か」

　ごろごろと言う。

「無駄だとは思うが、ここへ来るだけ、ましだな」

「どうして、そう思う？」

「ノーグが何を食べるか知らずに料理を出すようなうぬぼれ屋が、生きて帰れるわけがない」

「ノーグっていうのは、一人目の判定人の竜のことか？」

「ああ」

　緑の怪物が頷うなずくと、家が揺れる。

「……本物の竜なのか？」

「いや。竜の姿を模した、魔人だ。本物の竜は神と同じだ。魔王といえども従えることなどできん。とはいえ、ノーグの中身が化物なのは変わらないがな」

　また、ふん、と鼻で嗤わらう。

　なぜだろう。

　この怪物の言葉の端々には、ノーグに対する嫌けん悪おのようなものを感じる。

「おまえ、名前は？」

　背中からそう声がして、ロインはぎょっとした。物もの怖おじしないのは頼もしいが、ここでこいつを怒らせるような態度は控えて欲しい。

「わたしは、ソルティ。この男は、ロイン・カツ。まずは名乗るのが礼儀でしょう？」

「わたしみたいな怪物に、礼儀を説くか」

　ぐぐぐ、と嗤わらう。

「面白いな。……わたしは、オルガだ。まあ、名前で呼ばれることなどないし、わたしがこういう名前だと知ってるやつもいないが」

「自分でつけたのか？」

「母だ。母がつけてくれた。この国の言葉を教えてくれたのも母だ。ここは母の国だからな」

「え？」

　どういうことかわからず、おもわず声に出てしまった。

　オルガが気を悪くした様子はなく、何かを思い出すかのように、目を細めた。

「わたしは、オーガが姫騎士だった母を犯して生ませた半鬼なんだ。知恵は回るが、その分、力が劣るから、魔王軍の中での立場は弱い。わたしは運が良かったんだな。母が色々なことを教えてくれたおかげで、こうして食い物の管理を任されている」

　オルガは戸口の外に目をやった。

「あいつらは、常に腹を満たしておかないと、人間を食い尽くしちまう。他の街ではそれで構わなかったんだが、今回は違うらしい。今の状況を維持しろと言われている。まあ、在庫から見て、おまえが最後の料理人だろう」

　ずん、と肩が重くなった。わかってはいたことだが、あえて言葉にして、余計な責任を乗せないで欲しい。頭の回転が鈍る。

　ロインはそのことは考えないことにして、レシピの束を床に置いた。

「教えてくれ。ノーグが手もつけなかった料理はあったか？」

「ああ、いくつかあった。卵を溶いて焼いたもの。果物の汁を煮たものをかけたやつ。あとは焼き過ぎた肉も。普段、生で食いちぎってるような連中だからな。血の滴したたらない肉は好きじゃないのさ」

　ロインはメニューをめくって、当該料理を見つけ出した。今のヒントを生かせれば、料理を食べもしないで殺されることはなくなるだろう。

「あと、付け合せの野菜はまったく手をつけなかったな。おまえの前の挑戦者は、肉だけしかださなかった」

「食ったのか？」

「食いはした。そのあとで、口直しだと料理人を食っちまったけど」

　わはは、とオルガは笑った。

　何度聞いても、笑えない。だが、何を出していけないのかはわかった。

　付け合せも不要、と。

「助かった」

「なに、こいつも役目だ。食い物の管理は、わたしの役目だからな」

「そうか……それじゃあ、ひとつ頼まれてもらえるか？」

「うん？」

「竜のやつがいつも食べてる肉を、分けてもらいたい」
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「それが、竜が食べてる肉ぅ？」

　調理場でエプロンを締めたロインの後ろから覗のぞき込こむようにして、ソルティは嫌けん悪おを隠そうともせず、鼻を摘んだ。

　気持ちはわかる。

　オルガが切り分けてくれた肉は、赤いというより黒かった。

　何の肉かは、

「知らない方がいい」

　と、にやりと笑ったので訊きいていない。

　それよりも、さっきから背中に、胸が当たっているのだが！　押し付けているような気がするのだが！

　……指摘するとからかわれるような気がするので、今は料理に集中することにする。

　黒いのは、腐っているからではないようだ。

　押すと弾力があり、血のような汁がにじみ出てきた。悪臭の原因は、主にこれだ。

「……とりあえず、焼いてみるか」

　焜こん炉ろに火を入れて、天板にフライパンを置く。

　油を引いて、熱くなるのを待つ。

　手を翳かざして温度を確かめ、トングでつかんだ肉を置く。

　じゅう、と小気味良い音が立つ。

「……ごほっ」

　紫色の煙が出て、悪臭がひどくなった。発酵食品で臭いの強いものを扱うことは何度もあったが、この肉は、それとはまったく違った。

　焜こん炉ろの炎がつくる風が、臭いと共に煙を、煙突から外へ追い出してくれる。

　それでも漂い残る悪臭に、鼻がおかしくなりそうだ。

　とにかく表面を焼いてしまう。

　肉はますます真っ黒になり、まるで炭の塊のようになった。

　フライパンには黒い肉汁が溜たまっている。

「切ってみるか……」

　俎まな板いたの上に移した肉を、トングで押さえながらナイフを入れた。筋が多い。ゴリゴリとした感触が手に伝わってくる。

　何とか筋を絶つと、むわっとした悪臭が立ち昇った。

「……食べるの？」

　背中に引っ付いたまま、ソルティが訊きいた。

　さすがにその気にはなれない。

　何の肉かわからない上に、この臭いだ。口に入れた途端、悶もだえて絶命しそうだ。

　とりあえず、フライパンに残った肉汁に小麦粉を加えて煮詰めていく。

　時々フライパンを回して熱を均等に与えていくと、水分が飛んでとろりとしてきた。

　肉を皿に盛り、煮詰めた肉汁をかける。

「……見た目はこんなもんか」

　何もかも真っ黒だが、チョコレートケーキのように見えなくもない。

　恐ろしく臭くはあるが。

「わたしも、臭いを除けば、悪くないと思う。むしろちょっとおいしそう」

「しかし、どうしたもんかな……とてもじゃないが、味見なんかできそうにないぞ。そもそも竜の味覚なんかわからんから、何がうまいのかも謎だ」

「だから、気にすることないんだって」

　ぐにゅ、と背中でソルティの乳房が固柔らかくつぶれる。絶対、わざとやってる。

「わたしの塩を使えば、どんな食材だっておいしくなるんだから。たとえ味覚のない幽体だっておいしいといわせてみせるのが、わたしの魔塩だもの」

　くふふ、と笑う。

「とはいえ、使ってることを知られたくないなら、加減は必要だけど。フィレはうまかったわよ？」

「親おや父じはその辺の塩あん梅ばい、どうやってたんだ」

「確か……加減は普通より少しだけ強く、だったような」

　心持ち辛からく、といった感じか。

「……試してみるか」
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　ロインは闇市場で購入した牛肉の塊に魔塩と胡こ椒しようを擦り込むと、四分の一日、油紙に包んで寝かせた。

　それをフライパンごとオーブンに入れて、まずは高温で一気に表面を焼き、それから弱火にして中まで火を通す。

　火を落とし、余熱で芯までゆっくりと温めれば、ローストビーフの完成だ。

　肉は俎まな板いたに移し、フライパンに滲しみ出した肉汁でソースを作る。小麦粉を加え、味付けは魔塩のみで行い、血と脂の味を活いかす。

　とろみがつけば、ソースは出来上がりだ。

　謎の肉のときと同じように皿に盛り、ソースをかけると、シンプルだが、いやシンプルだからこそ、食欲をそそる料理が出来上がった。

　肉にナイフを入れると、薄赤色の肉汁があふれ出す。切り取った肉にたっぷりとソースをつけて口に入れる。

「──んぐっ！」

　旨うま味みが舌を直撃し、唾液が溢あふれた。

　食の快楽が全身に走り、産うぶ毛げという産うぶ毛げを逆立てる。

　気を抜くと、意識を持っていかれそうだった。理性をかなぐり捨てて、肉にかぶりつきたい衝動が背骨を駆け上がってくる。

　股間でペニスがズボンを突き破らんばかりに屹きつ立りつし、睾こう丸がんを見えない手が絞り上げてくる。

　ロインは必死に射精感を堪え、嚙かみ締しめた肉を飲み込んだ。

　喉の内側を撫なでながら、ゆっくりと落ちていくのがまた、快感だった。危うくいってしまいそうになった。

「……ふうっ」

　確かにこれはすごい。人が食べるには、少し塩が強すぎた気もするが、化物に食わせるならもっと強くてもいいかもしれない。

（あとはもう、運次第だな……）

　口くちの端はしについた肉汁を拳で拭い、ぺろりと嘗なめた。ぞくぞくした快感が背筋を走り、ロインはぶるっと体を震わせた。

「……勃たってるんでしょ？」

　背中に、むにゅっと柔らかいものを押し付け、耳元でそうささやきながら、ソルティの腕がするりと後ろから巻きついてきた。

「な、なんのことだか……」

「とぼけちゃってぇ」

　ぐにぐにと乳房をますます押し付けてくる。

　やめろ。さすがに今はまずい。

「わたしの塩は、快楽そのものだもの。こういう反応も当然」

「親おや父じの料理にも、こんな効果があったのか？」

「フィレがわたしから採った塩は、料理をおいしくする効果はあったけど、そこどまり。これは、おまえの性技が優秀だったからよ」

「そりゃ、どうも」

　他に返事のしようがない。気恥ずかしさしかない。

「……ね？　してあげようか」

　ばくん、と心臓が跳ねた。

「は？」

「がちがちで苦しいんでしょ？　挿いれさせてあげることはできないけど、代わりに、手でしてあげる」

「い、いや……」

「そんなこと言ってぇ……本当に嫌なら逃げればいいじゃない」

　かちゃかちゃとベルトが外され、下着ごとズボンを後ろから下ろされた。

「あら、もう濡ぬれてる」

　楽しげに言って、ソルティはロインを握りしめた。塗り広げるように、ソルティの手が上下にゆっくりと動く。

　指を筒のようにして、力を入れ抜きしながら動かす。

「くっ」

　彼女の柔らかな指に敏感な部分が擦られて、すぐにイってしまいそうになる。

「まだ、だーめ」

　左手が伸びて、ロインの急所をぎゅっと握った。

　おかげで、波を超えることができたが、それがわかったのか、ソルティの手の動きが容赦のないものに変わった。

　背中にぴったりと張り付いた彼女の体が熱を帯びてくる。じっとりと汗ばみ、手の動きに合わせて呼吸が荒くなって、耳をくすぐる。

「んっ、ふっ……」

　ぐにっぐにっと、ソルティが身を捩よじる。

　押し付けられた胸のふくらみの動きに、ロインの喉はぐっと上がった。

　手の動きが、痛いくらいに早くなる。

　ううっ、と嗚お咽えつと共に、ロインは果てた。

　柔らかく力を失っていくロイン自身を握ったまま、

「……ふふっ、かわいい」

　どこか、楽しげにソルティが囁ささやく。

　ロインはもそもそと、どうも、と答えたが、今は、面倒なことは忘れて、快楽の余韻に浸っていたかった。
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　判定の日、外はあいにくの雨だった。

　昨日から店の前には、護衛の名目で兵士が二人ほど立っていたが、もちろん逃げ出さないように見張っているのだ。

　約束の時間丁度に、迎えの馬車が店に横付けし、ロインはソルティと共に乗り込んだ。

　総督代理がすでに乗っており、他に全身武装の兵士がいて、中は狭苦しかった。

　贅ぜい沢たくはいえない。

「勝算はあるのか？」

「さあ？」

「おい──」

「竜に何を出せば喜ぶかなんて、わかりませんよ。一応、出す料理は決めてますが、気に入るかは運次第。そもそも、俺なんかに頼ってる時点で勝ち目の薄い勝負なんですから、そっちも腹を括くくってください」

　総督代理は、むすっとして、それきり口を開かなかった。

　やれやれ。

　道具一式と食材は、会場に揃そろえてもらっているので、魔塩を混ぜた調味料箱を除けば、身ひとつで乗り込む。

　これ以上、余計なものを背負わせないで貰もらいたいものだ。

　使い慣れた道具にこだわる料理人もいるのだろうが、調味料頼みの料理に、慣れた道具もなにもない。

　そもそも、試作に使ったフライパンも俎まな板いたもナイフも皿も、臭いが取れなくて捨てなければならなかった。

　不幸中の幸いは、焜こん炉ろの臭いは何とか消えたということだ。今後は、試作をするなら、どこか潰れた食堂を使おう、とロインは誓った。

　もちろん、今日、生き残れたらの話だが。

　判定会場は、ポーレンタ第一輪層。かつての領主の居城、今は魔王が居座る魔界と化したその城の一角と聞いている。

　城の厨ちゆう房ぼうで調理をし、応接間で料理の判定を受けるとの話だ。

　負ければ、街も自分も終わり。

　そんな状況だというのに、意外に落ち着いているのが、ロインは自分でも不思議だった。

　諦めの境地、とでもいうのか。

　一方、ソルティは隣りの座席で鼻歌をずっと奏かなでていた。

　元々、人ではないから、魔王の粛清の対象ではないと思っているのか、それとも生き残る自信があるのか、彼女の胸の内は測れなかった。

　そこのところどう思っているのか聞いてみようかと思ったが、やめておいた。返答如何いかんでやる気がそがれるかもしれない。集中力がとぎれるかもしれない。

　命をかけた大勝負の前に、余計なものをこれ以上抱えたくはない。

　馬車の窓から見える街の様子は、想像よりもひどいものだった。

　ロインも、第二輪層までは入ったことがあったが、きちんと区画の整理された美しい町並みだったと覚えている。

　だが、文字通り見る影もなかった。

　建物は崩れ、焼け焦げ、人間の骸骨があちこちに飾られていた。蠅はえがひどい。窓を開けていられないくらい、飛び回っている。

　崩れかけた壁を抜けて第一輪層に入ると、さすがに死体は見かけなくなり、数を頼みにした怪物兵の姿も、ほぼ見なくなった。

　人間同様、位の高い連中だけがここに腰を据えられるのだろう。どの世界でも、まったく世知辛いことだ、とロインは妙な感慨を覚えた。

　馬車は堀に渡された可動橋を渡り、城の中庭に停車した。

　総督代理は緊張していたが、慣れた様子で兵と共に馬車を降りた。

　ロインとソルティも続く。

　中庭は綺き麗れいに手入れをされていたが、漂う臭気は隠しようがなかった。一言で言えば、死臭、だろうか。乾いた血と腐った肉の臭いが、地面に、壁に染しみ付ついている。

　魔王側の出迎えはなかった。

　先刻承知なのか、総督代理は、勝手知ったる、と言わんばかりに先に行ってしまう。

　着いていくしかあるまい。

　ソルティから離れないように気をつけながら、総督代理を追いかけた。城の中は無人で、天井付近に蝙こう蝠もりと思おぼしき影が飛んでいる以外、誰にも会うことはなかった。

　やがて、総督代理は巨大な木製扉の前で止まった。

　拳を振り上げ、殴るように叩たたく。

　軽い軋きしみを立てて、扉はゆっくりと開いた。

　息が詰まるような臭気が押し寄せてきて、咳せき込こみそうになった。獣臭いのとも違う。

　これは──覚えがある。

　そうだ、蜥蜴とかげの臭いだ。子供の頃、小さな蜥蜴とかげの腹を嗅いだ。その臭いを何十倍にしたような感じだった。

　広間には巨大な晩ばん餐さん会用の長いテーブルが置かれていて、その反対側の端に、そいつは座っていた。

「また、やるのかよ」

　心底、うんざりしていることがわかる声で、人の大きさをした竜は言った。体の何倍もある巨大な翼が、苛いら立だたしげに開く。

　顔は完全に竜だ。体つきは逞たくましい人のようだけれども、皮膚は鱗うろこに覆われている。

「この男で最後ですから」

　そう告げた声には、覚えがあった。

（オルガ!?）

　見間違えるはずもない。義足の鬼人は竜の傍かたわらに立っている。格好も、市場で見たときとは違って、人間が着るような礼服に身を包んでいる。

　人を模倣している姿を侮辱と感じたのか、総督代理の眉間に皺しわが寄った。

「最後の料理人、ロイン・カツです。今日の料理でノーグ様を納得させられなければ、この遊びも終わりですので。どうか我慢してください」

「ったく」

　ノーグが舌を打つと、長い口の間から炎が漏れた。

「わかったわかった。さっさと持って来い。どうせ、何を食っても同じだ」

「は」

　オーガとは思えない姿勢のよさで会え釈しやくをし、オルガはロインに向かって顎をしゃくった。着いて来い、ということだろう。

「……頼むぞ」

　踵きびすを返かえしかけたロインに向かって、総督代理の声が届いた。本気で言っているのが、声音でわかった。勝てると信じているわけではない。願いだ。

「やるだけやりますよ」

　そう答えて、ロインは歩き出した。

　こっちだって命がかかっているのだ。しかも自分ひとりだけではない命が。

　手は抜かない。

「来たな」

　別の扉の前で待ってくれていたオルガが、にやりと笑った。長い牙が剝むき出だしになって、きらりと光る。

「頼まれたものは厨ちゆう房ぼうに用意してある。だが、どうするんだ？　おまえと同じ食材で挑んだ料理人は何人かいたが、全員、ノーグに食い殺されたぞ？」

「味は、食材だけで決まるわけじゃないんでね」

　前を歩く壁のような背中にそう言うと、盛り上がった肩の筋肉が揺れた。もしかしたら笑ったのかもしれない。ユーモアを解かいす怪物など初めてだ。

　会話はそれだけで、あとは厨ちゆう房ぼうにつくまで、お互いに無言だった。ソルティも、何もいわずに後ろをついてくる。

「中にあるものは、何でも好きに使っていい」

　城の厨ちゆう房ぼうの扉を開けて、オルガは言った。

「わたしは外にいるから、料理ができたら呼べ。……逃げようなどと思うなよ？」

「どうせこの街からは出られないんだ。無駄なことはしないさ」

　頷うなずき、オルガは厨ちゆう房ぼうの外に出て、扉を閉めた。

「二人きりね」

　腰に手を当てて、ソルティはぐるりと見回した。

「お塩、採る？」

「いまは、冗談でもやめてくれ。命がかかってるんだぞ？　しかも合否は、あんたの魔塩が頼みの綱なんだ。神の舌も蕩とろかすって、その言葉だけしか担保がない状況で、笑う気になんかなんねえ」

「つまんないの」

　ソルティは肩を竦すくめると、よいしょ、とテーブルの上に腰掛けた。

　彼女のことは気にしないように努め、ロインは袖をまくり、エプロンを腰に巻いた。

　バットを手に、用意された食材のところへいく。

　試作に使ったものと同じだと思おぼしき肉塊が、枝のまま置いてあった。何かの腿もも肉だとわかるが、何の肉はわからない。

　ただひとつ──人間ではなかった。

　かなりの大型獣だ。

　厨ちゆう房ぼうの肉切り包丁で、必要な大きさを切り出す。

　断面も赤黒い。

　血抜きはしてあるのだろうが、それでも滲しみ出してくる。

　臭みは無視した。

　自分が食べるわけではない。この肉が竜の好物だというのなら、それを信じるしかない。

　もって来た調味料箱から、魔塩と胡こ椒しようだけを取り出して、肉にまぶす。

　馴な染じむのを待つ間に、焜こん炉ろに火を入れて温める。

　あとの工程は同じだ。

　肉を乗せたフライパンごとオーブンに入れて、まずは高温で表面を焼き固める。

　そうしたら一度フライパンを取り出して火を弱め、温度が下がったところでもう一度、フライパンを入れて、じっくりと熱を通してローストする。

　湯を沸かし、盥たらいに移したら水を加えて適温にして、食器を浸つけて温めておく。

　ローストがすんだら、肉からにじみ出た肉汁でソースを作る。

　肉は冷めてしまわないように布で包み、フライパンに溜たまった肉汁に小麦粉と塩を入れて、煮詰めていく。

　とろみがつけば、完成だ。

「──できたぞ！」

　そう声をかけると、オルガが扉を開けた。

　上を向いた鼻をひくつかせて、にやりとする。

　ロインは、拭いた皿とカトラリー、俎まな板いたと肉、フライパンから器に移したソースをワゴンに載せて、厨ちゆう房ぼうを出た。

「出来は？」

「さあな。味見したわけじゃないし」

「そうか。……だが、自信はあるみたいだな。他の連中とは顔つきが違う」

「やけくそなだけだ」

　オルガは答えず、ばん、と広間の扉を開けた。

「お待たせしました、閣下」

　オルガがそう声をかけると、ノーグが両足をテーブルに乗っけたまま、蜥蜴とかげの目でじろりとロインたちを見た。

「やっときたか。あんまり遅いから、ちょっと食っちまったぞ」

　何を、と問うまでもなかった。

　竜の椅子の周りには、食い残した人間の破片が転がっていた。

　ロインは、テーブルの反対側を見た。

　食われたのは、総督代理ではなかった。彼の供をした名も知らぬ兵士だ。

　込み上げてきた恐怖と怒りと押し殺して、ロインは給きゆう仕じにかかった。

　肉に被かぶせていた半球状の蓋を取り、布を解く。

　ノーグの鼻が、ひく、と動いた。

　興味をそそられたかのように、こちらを見る。肉を見ている。

　ロインは肉切り包丁で、肉をステーキのように分厚く切り出した。カリッと焼けた表面の下から、赤黒いがみずみずしい断面が現れる。

　温めた皿に肉を乗せ、これも黒いソースをたっぷりとかける。

　オルガに頷うなずいてみせる。

　無骨な手でノーグの前に皿とカトラリーが置かれたタイミングで、

「謎肉のローストの塩ソースがけです」

　とロインは告げた。

　竜には名前などどうもで良いいかもしれないが、儀式みたいなものだ。

　ノーグは答えず、長い顔の先の鼻をひくつかせた。

　そのままかぶりつくかと思ったが、カトラリーを手にして、器用に肉を切り、たっぷりとソースを絡からめて、食べた。

「ごおう！」

　そんな奇妙な音を、ノーグは洩もらした。

　黄金の目の瞼まぶたが引き剝むかれ、牙の間から涎よだれが溢あふれてテーブルを流れる。

「むうっ……むうっ！」

　がちゃがちゃと音を立てて、もどかしそうに肉を切っては口へ運ぶ。その健けん啖たんぶりに、オルガが頷うなずいて見せ、ロインは次の肉を切り出して別の皿に盛りつけた。

　ノーグはその長い舌で、皿のソースまでも嘗なめとった。

　すっかり空になったタイミングでオルガが二皿目を置くと、真摯めいた態度をカトラリーと共にかなぐり捨て、ノーグは肉をその鋭い指で鷲わし摑づかんで食べた。

　食いちぎり、飲み干す。

（こいつはっ──）

　やばい、と感じて、ロインはまだ切っていない肉塊に残ったソースを全てかけてしまい、後ろに跳んだ。

　正解だった。

　ノーグは二皿目の肉も平らげてしまうと、ワゴンに直接手を伸ばしてきたのだ。

　その膂りよ力りよくのせいでワゴンは砕けて、破片が辺りに飛び散った。

　だが、肉塊だけはしっかりとつかんでいた。

　それを、両手で抱え込むようにして、がつがつと喰くらう。

　まさしく獣。

　本能のままにただただ喰くらい続ける、動物の本性がそこにあった。

　ちら、と見ると、オルガが嗤わらっていた。微笑、といっていいほど、微かすかではあったが、確かに笑みを浮かべていた。

「……げぷ」

　鼻を摘みたくなるような臭い息を漏らし、ノーグは背中を椅子に預けて、ロインの目から見ても明らかに、だらしなく弛し緩かんしていた。

　巨大な翼も床に下って広がり、ピクリともしない。

　長い口はソースに塗れて、それが涎よだれと交じり合って糸を引いて垂れた。

「……ノーグ様。判定は如い何かに」

　オルガが訊たずねたが、ノーグは答えなかった。聞こえていなかったのかもしれない。ほとんど気絶しているのと変わらない気がした。

「……ノーグ様！」

　天井の梁はりが揺れるほどの音声でオルガが繰り返すと、ようやく目が動いた。

「あ？」

「……料理の判定を。合格ですか？」

　ロインは固かた唾ずを吞のんだ。それは総督代理も同じだったろう。

　すっ、とソルティが傍そばに来た。

　だらりと両手を下げて、掌てのひらを前に向けている。何かをするつもりなのだろうか？

「……合格だ」

　ぼそりと、ノーグは言った。確かに言った。

「こいつが、人の料理か……なるほど、魔王様が所望するのも理解できる。こんな快楽は、我らの世界では味わえぬ」

　ぼそぼそと言いながら、ノーグはまだ弛し緩かんしたままだった。

　動けないのかもしれない。

（こいつが、魔塩の力か……！）

　希望が出てきた。

　これほどの効果があるなら、残りの料理もいけるかもしれない。塩は基本だ。甘味にだって使える。残りの連中も、魔王すらも、骨抜きに出来るかもしれない。

　すう、とオルガが大きく息を吸った。

「……料理人、ロイン・カツ──第一料理、合格！　退室を許す！」

「よし！」

　と思わず言ったのは、ロインではなく、総督代理だった。彼は慌てて口を押さえたが、気にした者はいなかった。

　とん、とソルティが肩をぶつけてきた。

「やったわね」

「ああ」

「だから言ったでしょ？　わたしの魔塩は、神も堕おとすって」

　まったくだ。

　ソルティがぐいと体を押し付けてきて、耳じ朶だを嚙かまんばかりに唇を寄せてきた。

「……か、帰ったら、しよ？」

　ぐ、とさっきとは別の意味で、喉が詰まった。

「……新しいお塩、採らなくちゃ──でしょ？」

「あ、ああ」

　残りはまだ十分にあったが、逆らえるはずもない。生死の境を歩いたからなのか、ロインのズボンはさっきから熱く固く張って、そうしなければ収まりそうもなかった。
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「おー、来たか！　なかなかやるじゃないか、あんた！」

　ポーレンタ市場のキング精肉店の奥、人の鼻には腐臭と変わらない臭いが満ちた部屋で、オルガは笑った。

　痛快、といった態ていに見えるが、オーガの感情表現が人と同じなのかは、ロインにはわからなかった。ひょっとすると、怒っている可能性もある。

　膝を打つ仕草も楽しそうに見えるものの、気は抜けない。人間など、腕の一振りで簡単に殺せるのだから。

「ノーグの奴やつ、あのあと、ずっと腑ふ抜ぬけてるんだぜ？　おまえを専属の料理人にしたいみたいだが、評判を聞いたニジョグが、次は自分の番だと譲らなくて、二人はいまにも殺しあいそうな雰囲気だ」

　くくく、とオルガは笑った。

「ニジョグ？」

　ロインの隣りでソルティが小首を傾かしげると、オルガは上向きの牙が生えた唇を、にやりと歪ゆがめた。

「次の判定人さ。ノーグが人間に骨抜きにされたと聞いて、いたく興味をそそられたらしい。ノーグのやつは、あんたが出した肉のことしか考えられなくて、かなり苛いら立だってるとさ」

　オルガは、がはは、と笑う。

　ロインは苦笑を浮かべるしかなかった。

　ソルティから抽出した塩の力だとは、口が裂けても言えない。そんなことを言えば、自分は殺されて、ソルティは奪われるだろう。

　オルガが、得体の知れない飲み物の入ったコップを、ロインたちの前に置いた。

　吞のめ、と仕草で伝えてくる。

　ちら、とソルティを見ると、

「わたしはいらないわ」

　恐れも遠慮もなく、彼女はきっぱりと断った。

　これでますます、ロインは断りづらくなってしまった。二人ともはさすがに礼を失するだろう。オーガが人と同じ礼儀を重んじるのなら、だが。

　とりあえず、手にとってみた。

　匂いは……驚いたことに、悪くなかった。部屋の臭さを鼻び腔こうから払ってくれる清涼さ。柑かん橘きつ系の果物の発酵酒に似ている。

　意を決して、嘗なめてみる。

「うっ」

　かなりきつい酒だ。だが、まずくはない。

「安心しな。人間でも吞のめる酒だ。臭い消しにと思ってな。酒気を鼻から抜いてみな」

　言われた通りにすると、腐臭が噓うそのように消えた。

　鼻が馬鹿になったわけではない。臭気だけが噓うそのように消えた。おそらく互いに打ち消しあう作用があるのだろう。そういう香辛料はある。

「これはどこで？」

「母から教わった。母は、オーガの体臭を感じなくする方法も知っていた。こいつはそれを応用したもんだ」

「へえ」

　気づけば、ソルティもコップを手にして酒を吞のんでいた。

「ほんとだ、おいしい」

　なんて変わり身の早い、とロインは呆あきれたが、オルガは気にした様子もなかった。

　つまみが欲しいところだが、そんなことを言ったら、今度こそ何が出てくるかわからなかったので、やめておいた。

「それで……俺たちを呼び出した理由は？」

　コップを置き、ロインは本題を切り出した。

　ここへ来たのは、総督代理の使いの男から、オルガが呼んでいると言われたからだ。

　用向きは伝えられなかった。ただ、来させろ、と言われたとのことだった。

　どのみち、こちらも用があった。

　先刻、名前が出た魔物──次の判定人の情報が必要だったので。

　オルガは、ぐびりと酒を飲み干した。

「次の判定日が決まったんでな。総督代理じゃなく、おまえに直接教えた方が、余計な手間で時間を浪費しないだろう？」

　それは言える。

　この間の判定にロインが合格して、総督代理は喜んでいるが、次の判定に不安がないわけではないだろう。結果、おかしな策を弄して時間だけが過ぎ、ぎりぎりになってこっちが尻を持たされる可能性はある。

「次の判定は、七日後だ。場所は同じ。食材は自由。これもノーグのときと同じだな。ニジョグを満足させられれば、あんたの勝ち。できなければ……死ぬだろう」

　だと思った。

「……ニジョグってのは、どんな奴やつなんだ？」

「人の形をした魚だな」

「竜の次は魚か」

　魔物の食の好みなどわかりようもないが、竜やら魚やらになると、さらに想像もつかない。

「どっちよりなんだ？」

　人と魚と。

「魚だな。頭が魚だからな。魚に手足が生えたみたいなやつだと思えばいい」

　逆ならよかったのに、とロインは嘆息した。

　それで嗜し好こうがわかるわけではないが、人に近ければ料理もしやすい。

　ニジョグが魚寄りの魔物だとすると、虫が主食の可能性もある。さすがに虫は料理したことがないから、調理法を思いつかない。

「何を喰くうんだ？」

「魚だ」

「魚が魚を食うのか？」

「別におかしくないだろう？　虫は虫を喰くうし、獣は獣を喰くう」

　それはそうだ。

　人間は人間を食わないが、他の獣の肉は食う。魚、という、ものすごいざっくりとした分類で見ると共食いに思えるが、それは間違いだ。

　他の料理人がどんな料理を出したのかを参考にしたいところだが、これまでの全員、一人目ノーグを突破できなかったから、ニジョグに料理を出した料理人はいない。

　自分で工夫をするしかない。

　とはいえ、体裁を整えるだけでいい。結局は、ソルティの魔塩に頼るのだから。

「ニジョグの料理の好みは？」

「そんなものはないな」

「ない？」

　オルガは頷うなずいた。

「ニジョグは、魚を生きたまま丸まる吞のみにする。それ以外の方法じゃあ、喰くわない」

「え？　だったら、判定の仕様がないじゃないか」

「だからさ」

　オルガは牙の覗のぞく唇を歪ゆがめた。

「ニジョグは、料理を食ってみたいのさ。生きた魚以外のものを食わせてみろ、ってことだ。魚人の姿をしていてもそいつは外見の話で、味覚なんかはちゃんとあるって話だ」

　冗談じゃない。なんだその条件は。

　生きた魚に魔塩をまぶして出すか？　だが、そんなものは料理ではない。料理を食わせろ、というのだから、たとえ味が良くても、合格はできない気がする。

「ニジョグは何で、生きた魚しか食べないの？」

　黙って酒をすすっていたソルティが、そう訊きいた。

「好きだから？」

「いいや」

　オルガは太い首を振った。

「ニジョグが喰くえる魚は一種類しかない。そいつは死ぬとすぐに腐り始める。身はぐずぐずに溶けて、凄すさまじい腐臭を放つ。だから生きたまま丸まる吞のみにするしかない。腹の中で生きたまま消化すれば、腐臭は最低限で済む。それでもすげえけどな。食事のあとのニジョグの息は、魔王様すら避ける」

　一生、嗅ぎたくない。

「珍しい魚なのか？」

「そうでもない。この街にも、毎日、運び込まれている。裏の水槽に泳いでいるから、何匹か持って帰るか？　なあに、嚙かみ付つきゃあしない」

　願ってもない話だ。

「頼む。試してみないことには、料理のしようがないからな」

　オルガは頷うなずくと、のっそりと立ち上がった。

「……期待してるぞ？　今回も面白いところを見せてくれ」

　本気がどうかわからない魔物の言葉に、ロインはあいまいな苦笑を浮かべるしかなかった。

　ソルティは、黙って酒を啜すすっている。
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　店から少し離れた場所の、今はもうやっていない食堂に、分けてもらった魚を運び込んだ。

　凄すさまじい腐臭を放つと言われて、自分の店で捌さばく気にはなれない。いまは休業状態だが、それでも食堂だ。臭い、などと噂うわさが立っては困る。

　魚はいま、巨大な盥たらいの中を悠々と泳いでいる。

　人の赤ん坊くらいの大きさで、目立つ特徴は、鱗うろこがないことか。

　そうした魚は淡水に棲すむ中にもいるが、種類は多くない。だが、ロインはこの魚は見たことがなかった。

　ロインの知っている鱗うろこのない魚はどれも、身質は動物に近い。鳥の胸肉のような弾力と味だが、だいたい臭みがある。

　沼のようにあまり水の流れのない場所に棲すむ種類が多いからだが、この魚もそうした場所に棲すんでいるのだろうか。

　目玉がぎょろぎょろとして、大きな口の中には鋸のこぎりのような小さな歯がずらりと並んでいる。

　動きは鈍く、素手で簡単に捕まえる事ができた。

　ただ、体表がぬるりとしているので、手袋をしていないとすり抜けてしまう。

　ドロロス、と名前の魚らしいが、正式な名前かどうかはわからない。

　これを獲とる魔物がそう呼んでいただけで、ただ鰓えらを鳴らしていただけかもしれない、とオルガは言っていた。

「……とりあえず、捌さばいてみるか」

　ロインがそう言うと、ソルティは伝染病を防ぐための鳥の顔を模した仮面を被かぶった。目の部分はガラスで出来ている医療用だ。

　ロインもデザイン違いの同様の仮面を被かぶり、ドロロスを一匹つかみ出し、俎まな板いた代わりの古いテーブルの上に置いた。

　びっちんびっちん跳ねるので、千枚通しで鰭ひれと目玉を打って固定する。捨ててもいいナイフで、普通の魚を捌さばくように腹を裂いた。

　中身は普通の魚と変わらないようだ。

　とはいえ、何が身を腐敗させ、強烈な悪臭を発するかわからないので、内蔵を傷つけないように搔かき出だす。胃や腸の消化液は、一番ありうる原因だ。

　だが、変化はすぐに起こった。

　ほぼ喉元にある心臓を切り離した途端、身がぐずぐずに崩れ出し、仮面をしていても悶もん絶ぜつするような、凄すさまじい悪臭を放ち出したのだ！

「ぐえっ！」

　臭いが鼻を直撃し、見えない手で絞り上げられた胃が内容物を食道へと押し上げるのを感じて、ナイフも何もかも放り出し、外へ飛び出した。

　仮面を脱ぎ、耐え切れずに吐いてしまった。それだけでは済まず、胃が猛烈に痛んでうずくまってしまい、動けなかった。

　なんて魚だ！

　あれを丸まる吞のみにして喰くうとは、信じられない。ニジョグの胃液には、あれの腐敗を抑える力でもあるのだろうか。

「大丈夫？」

　ようやく胃の痙けい攣れんが治まった頃、そう声をかけられた。ソルティが平然と自分を見下ろしているのを見て、ロインは眉間に皺しわを寄せた。

「平気なのか？」

「まあ、わりと。人と違ってある程度、感覚を自由に抑制できるから。唯一、思い通りにできないのが、性感なのよね。それが目的の人造精霊だから当然なんだけど」

「そうなのか……」

　残った胃液を無理やり吐いて、ロインは口元を拭った。

「しっかし、まじでひでえな……」

「けど、消えるのも早いみたい。もうほとんど臭わないし」

「え？　まだ臭いぞ」

「それは、あんたの鼻に臭いが残ってるんだと思う。そういうこと、あるんでしょ？」

　ある。

　余韻、というやつで、匂いというのは鼻に残るものだ。記憶にも結びつき、何年も経たってから同じ匂いを嗅いで、そのときのことを思い出すということもある。

　これは、二度と思い出したくはないが。

「戻らないの？」

　仮面を額にずり上げたまま、ソルティが廃屋を指した。

「……戻るよ」

　どうにかしなければこっちの命がないのだ。臭いぐらいでめげてはいられない。

　腰を上げ、仮面を被かぶりなおそうとしたら、そこに染しみ付ついていた臭いに、うっとなった。

　これは、服も捨てないと駄目だろう。

　仮面は諦めて頭に乗せたままにして、ロインは重い足を引きずるように廃屋に戻った。

　ソルティが、平気な顔で立っている。

　確かに、臭いはかなり薄くなっている気がする。だが、廃屋の壁や床に染しみ込こんでしまっている気もする。

　今、自分が感じている臭いが現実かどうか、ロインにはわからなかった。

　テーブルを見ると、ドロロスは皮だけを残して、あとはどろどろの液状になってしまって、跡形もなかった。

　千枚通しは無事だったが、他の食材に使う気にはなれない。臭いが移る気がする。

「この魚は、死ぬと一気に腐敗するんだな」

「どうするの？」

　ううん、とロインは唸うなった。

　砂漠の向うの異国には、獣でも魚でも何でも、生きたまま捌さばいて生のままその身を食べるという料理があると聞いたことがある。

　生食自体は珍しくはないが、生かしたままというのが、どういう方法なのかは、想像もつかなかった。魔法でもつかうのだろうか。

「ロインの知ってる調理法で、腐りにくくするやつとかってないわけ？」

「長期保存するための方法なら、いくつかあるけど……塩漬けとか、酢漬けとか」

「あら。塩ならわたしの出番じゃない」

　ソルティが、解決じゃない、という顔をする。

「いや、塩漬けは食材の保存方法であって調理法じゃない」

「だとしても、捌さばいた肉が腐らなかったら、それを料理に使えるじゃない」

「まあ、な」

　ソルティの言う通りだ。大型魚の鰓えらや内臓を抜いてたっぷりの塩を詰め込んだものは、長期の輸送に耐えられるだけでなく、味が濃くなって旨うまみが増す。

　とはいえ、死んだとたんに腐敗が始まるのだから、どこまで防げるかはわからない。

「大量の塩が要るな」

「普通の塩なら、いくらでも出せるけど」

　そう言って、ソルティが掌てのひらを上に向けると、手の中に見る見る円えん錐すい形の塩の山ができた。

　そんな特技があったとは。

「試してみるか」

　ロインは再び仮面を下ろした。裏側に臭いが残っているような気がして、吐き気をもよおしたが飲みこんだ。

　二匹目のドロロスを盥たらいからつかみ上げ、一匹目と同様に千枚通しで固定する。腹を裂いて内臓を引っ張り出すが、切り離しはしない。

「ソルティ、塩を」

「まかせて」

　彼女が手を突き出すと、掌てのひらから細かい塩が渦を巻いて噴き出し、内臓の代わりに見る間に腹に詰まった。他にも、あらゆる隙間に擦り込む。

　そのまま、しばらく待つ。塩がドロロスの水分を吸い取っていくのが、鱗うろこのない体表の変化でわかる。外に出した内臓もしぼんでいく。

「あっ、駄目だ！」

　皮の下で、身肉が腐って溶け出したのが感触でわかった。ロインとソルティは踵きびすを返かえし、脱だつ兎とのごとく廃屋を飛び出して扉を閉めた。

　腐臭は目には見えないが、廃屋の上を通りかかった鳥が、悶もん絶ぜつして墜落した。遠くの方で、くせえ、と悲鳴が上がる。風向きが変わったせいだろう。

　ロインは仮面を外し、溜ため息いきをついた。ソルティも同じようにして、髪をかきあげる。

「塩漬け法は、効果なしか」

「わたしのせいじゃないわよ？　わたしの塩は優秀なんだから」

　ソルティは腰に手を当て、心外そうに言ったが、そんなことは思っていなかった。

　塩蔵術は、長い年月をかけて人が確立した保存法だ。ほとんどあらゆる食材の長期保存を可能とする。

　腐りやすい、難い、はあっても、まったく通用しないなどということはない。

　だが、ドロロスは未知の食材だ。

　よく考えてみれば、そもそも本当に魚なのかも怪しい。魚のように見えるだけで、まったく違うものなのかもしれない。

　そう──人にそっくりでも人ではない、ソルティのように。

「なに？」

　怪け訝げんそうに眉を顰ひそめて、首を傾かしげる。

「いや」

　ロインは軽く首を振って、腰を伸ばした。

「ドロロスは、死ぬとなんであんな急に腐るのかな、って思ってさ。普通、死んだからってすぐに腐らないだろ？」

「そうなの？　他の生き物のこと、わたしはよく知らないけど」

　ああそうか、とロインは嘆息した。ソルティは人造精霊だ。生物と同じ基準で生きているといえるのかどうか、わからない。

「肉が腐るのは、外に原因があると言われてるんだ。別に死ななくても腐るしな」

「そうなの？」

「怪け我がをしたりしたら、ちゃんと手当てをしないと傷口が腐る。怪け我がをしたところは、死んだのとおなじ状態ってことだな」

「どうして？　傷口は、他とどう違うの？　切断されたんならわかるけど、体にくっついてるんでしょう？」

「それは……」

　ロインは、ううむ、と唸うなった。そんなこと、まともに考えたことはなかった。

　怪け我がをした部分とそうでない部分の違い──。

「……なあ、なんで切断されたんだったら腐るって、納得できるんだ？」

「え？」

「体にくっついてたらいずれは治るが、切断されたら何で治らないんだ？　例えば、俺の腕が切り落とされたって、俺は生きてる。傷だって治るだろう。だけど、腕はそのうち腐る。どうしてだ？　どうして、腕は死んだんだ？」

「わ、わかんないわよ」

　何か突然何を変なことを言い出した、という目で、ソルティはロインを見た。

「だって、そういうものでしょう？」

「そういうものなんだが……なんでだ？」

　今のはソルティへの質問ではない。

　自問だ。

　切り落とされた体と、残った体の違いは？　何が違う？　何が足りない？

「……血か？」

「ん？」

「血じゃないか？　生きている体と、切り離された体の差は、血だよ」

「なる、ほど？」

　ソルティは首を捻ひねった。

「どういうこと？」

「つまり、血が腐らせないようにしてるんじゃないかってことだよ。塩漬けは外からの腐敗を遅らせるが、中からの腐敗には対処できない。だから別の方法を試す」

「どうするの？」

「生きてる内に血管に流し込む」

「塩水を？」

「いや、果実酢で行く」

　それを訊きくと、ソルティは、むっとした表情になった。

「なんでよ」

「味の問題だ。濃い塩水を身の隅々に行き渡らせたら、辛からくて食えたもんじゃない。だが果実酢なら、防腐効果も見込めつつ、味もいい」

「わたしの塩が不ま味ずいっていうの？」

　ソルティの瞳が、ぎらぎらと危ない光を帯びる。

　ロインは慌てて首を振った。

「違うって！　塩ってのは加減が重要なんだよ。魚の身ってのは、味が淡白なんだ。塩は僅かでいい。だが、それじゃあおそらく腐敗は防げない。塩は長期保存の方法だが、食べるときには水につけて塩を抜かないと辛からくて食えない。だが果実酢は、短期保存しかできないが、そのまま食べることができる。ニジョグは生で魚を食う。だったら果実酢の方がいい」

「……わかったわよ」

　しぶしぶ、と言った様子だが、何とか納得してくれたようだ。

　ならば早速、と、ロインは一旦、店に戻って使えそうな道具を探し、木箱に突っ込んで廃屋に入った。

　残るドロロスは、一匹。

　オルガに頼めば、融通してくれるだろうが、試作の目め処どはつけておきたい。

　前二匹と同様にドロロスを固定して、今度は鰓えらの近くの腹を少しだけ裂く。ガラス製の注射器に果実酢を吸い、まだ動いている心臓から出ている太い血管に注射する。

　全てを流し込み、そのまま待った。

　しばらくすると、心臓の動きが弱くなってきた。体を巡った果実酢がドロロスをゆっくりと生きたまま締めているのだろう。

　ロインは仮面を下ろした。ソルティも。

「…………」

　心臓が止まった。何もせず、そのまま待つ。

　──腐らない。

　前回は、すぐに腐敗を始めたが、今回はまだ腐り始めない。

　成功だ！

　ならば、とロインはナイフを手にし、ドロロスを捌さばきにかかった。

　内臓を取り、鱗うろこがない皮を剝ぎにかかる。

　身と皮の間に切れ目を入れ、指を突っ込んでひっぱる。手袋をしていて正解だ。皮はぬめっているので、素手だと滑ってつかめなかっただろう。

　皮を剝はいでしまうと、脂に包まれた身が現れた。薄い灰色をしていて、食欲をそそるとはいいがたいが、指で押すとぷりんと返してくる。

　三枚に下ろした身を、厚めに削そぐように切る。ロインは思い切って仮面を外し、切った身の断面を嗅いだ。

　果実酢の匂いがする。噓うそみたいにうまくいった。

　ニジョグが果実酢の味を受け入れるかは賭けだが、料理を食べたいという要望なのだから、生臭いのが好きというわけではないだろう。

　ノーグと違い、ニジョグに料理を出した人間はいない。

　情報はオルガから聞いた話しかなく、苦手な香辛料があるのか、ソースは欲しいのか、といったこともわからない。

　果実酢締めの生食料理は、果実油をかけ、幾種類かの乾燥させた香草を調合したものを振るのが定番だ。

　とはいえ、果実油は欠かせないが、最低、それと塩でも成立しないわけではない。素材の味を楽しみたい場合、香草は強すぎると邪魔になるから気をつけないと。

　となると、勝負を決めるのは、塩と酢だ。

　塩はある。

　だが、この料理に使える量は、極少量だ。気持ち程度。

「……ソルティ」

「何？」

「親おや父じは、あんたの他にどんな人造精霊の力を借りてたんだ？」

「何よ。他の娘に興味があるの？」

　ソルティは、あからさまに頰を膨らませた。失礼な、というように、大きな胸の下で腕を組んで、睨にらんでくる。

「まあ、他にも使える調味料があるなら、味が広がるし、生き残れる確率も上がるからな。今回の料理、ノーグのときみたいに魔塩をたっぷり使うわけにはいかないし」

「むう……」

　あからさまに、気が進まない、といった顔だ。

「頼む！」

　ロインは顔の前で、ぱん、と手を合わせた。命がかかっているのだ。恥も外聞も気にしてなどいられない。

「この通り！」

「わ、わかったわよ」

　まだ少しむくれながらも、ソルティはそう言ってくれた。

「おまえに死なれたら、また、つまらない日々に逆戻りだし……」

　はあ、とソルティは嘆息した。ずいぶんと気乗りがしなさそうだが、他の人造精霊とは、仲が悪いのだろうか。

「……フィレが手に入れた人造精霊は、全部で四人」

　四人──地下室の箱の数と一致する。

「魔塩のわたし。魔酢のヴィネルガ。魔香のスパシィ。魔蜜のハニュー。他にも造られた人造精霊はいたけれど、この街にはいないと思う」

「わかるのか？」

「うん。ぼんやりとだけどね。他の三人は、店を出て行ったけれど、まだこの街にいる。退屈だから出て行っただけで、フィレのことが嫌だったわけじゃないから、説得の余地はあるんじゃない？」

　よし、とロインは心の中で拳を握った。

　魔酢のヴィネルガ──魔法の酢が手に入るなら、この勝負、勝てる確率はぐっと上がる。

「じゃあ、案内してもらえるか？　魔酢のヴィネルガのところへ」

「いいけどぉ……」

　言葉とは裏腹に、本当に嫌だ、という表情を浮かべながら、ソルティは唇を尖とがらせた。

　やはり、仲は悪そうだ。
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「久しぶりじゃねえか、ソルティ」

　骨を積み上げて造った玉座に腰掛けた少女が笑うと、可愛かわいらしい八重歯が覗のぞいた。

　どこか、子供めいている。

　笑顔もだが、格好も、タンクトップにショートパンツと、少年めいている。

　手足はやたらと細く、肌は陽に焼けたみたいな小麦色だ。唯一、赤毛の髪は長く、左右に分けて耳の上で結んでいる。

「ヴィネルガ」

　ソルティが面白くなさそうに、そう呼んだ。

　仲が悪いのだろうか？

「これ、なに？」

　くい、と顎で示したのは骨だ。大量の骨。何となく新しいもののように思える。

　だが、人のものではない。

　一番特徴的なのは、頭骨だ。これは──魔物だ。

「ああ、オレを食おうとしたやつらだよ。返り討ちにしてやったけどな」

　かかか、と笑う。

　どうやったのかわからないが、この骨が全て魔物だとしたら、相当な強さだ。こんな廃屋でひとり住んでいて無事なのも、納得できる。

　ソルティが突き止めたヴィネルガの居場所は、第三層の尖せん塔とうのひとつだった。

　かつては見張り台だったものだ。

　長い長い螺ら旋せん階段を上がった先に、夜警のための小さな部屋があるのだが、ヴィネルガはそこに住んでいた。

「魔物は人間を襲わないんじゃなかったか？」

　疑問を口にすると、

「わたしたちは人間じゃないから」

　忘れがちな点を、ソルティに指摘された。

　彼女は腰に手を当てて、骨だらけの狭い部屋を見回した。

「こんなところで、何してるの？」

「世界を眺めてた」

　少年めいた少女は、どこか哲学的な答えを返してきた。

　ソルティの片方の眉が、ぴん、と跳ねる。

「なにそれ」

「面白かったぜ？　人間どもの悪あがきってやつは。オーガに三人がかりで挑んだり、投げ縄で拘束しようとしたりさ。んなことしても無駄なのは、ちっと考えりゃあ、わかるようなもんなのによ。無謀なのか、無知なのか」

「無知なのよ」

　ここにまだその人間がいるのだが、忘れたみたいに容赦のないことを言う。

「でも、なかなか頑張ってたぜ？　案外、今の五倍、人間が多かったら、いい勝負になったかもな」

　また、かかか、と笑う。

　その度、窓から差し込む陽に、八重歯がきらきらと白く光る。

　正直、気分はよくなかった。

　この娘は、街が蹂じゆう躙りんされるその様子を、その黄金の瞳で、娯楽を楽しむように眺めていたということだ。

「で、そいつは？」

　ヴィネルガは大きな目をさらに瞠みはって、ロインを見た。

　眼力、というのだろうか。

　ロインは後ろに下がっていた。蹴飛ばした骨が、からりと乾いた音を立てる。

　吸い込まれる、というより、飲み込まれるといった方がぴったりとくる、言い知れない感覚に、股間が痛むくらいきゅうと縮んだ。

「……フィレの息子」

「へえ！」

　突如、ヴィネルガは楽しげな声を上げた。

　ぺろりと唇を嘗なめると、舌が八重歯に引っかかって、ぴっと切れた。じわりと滲にじんだ血を、こくんと飲み、黄金の瞳が細められる。

　ロインは、服を透かして裸を見られている気がして、心地の悪さを感じた。

「もう、試したのか？　ソルティ」

「ま、まあ……」

　ソルティは仄ほのかに頰を赤らめ、唇を尖とがらせた。

「どうだった!?」

　本人がいる前で訊きくのか、とロインはますます居心地が悪くなった。

　とはいえ、聞きたくも、ある。

　自分の性技がどの程度か、知りたくない男はいないだろう。娼しよう館かんでいくら誉ほめられても、そんなものはお世辞だと、ロインはもう知っている。

「わ、悪くは、なかったわよ？」

　ちら、とロインを見て、ソルティは言った。

　本心かどうか、ロインには判別できなかった。照れているようでもあり、怒っているようでもある。

　秘事を他人に話すのが、恥ずかしいのかもしれない。

　男はその手の自慢を酒の席で、女がいようがいまいが平気でするが、女が話しているのは聞いたことがない。

「ふうん」

　ロインは頭の先から爪先まで、嘗なめるように見られ、ぞわぞわした。ヴィネルガの目は、玩具を見つけた子供のそれだ。

「よし、試すか」

　そう言うとヴィネルガは、躊ちゆう躇ちよなく、着ているものを脱ぎだした。

　照れもなにもない。

　タンクトップの下は、何も着けてはいなかったが、着ていてもわかる微乳そのままに、僅かなふくらみは引っかかることも、揺れることもなかった。

「ふんふーん♪」

　鼻歌を洩もらしながら、骨の玉座に座ったままでホットパンツを、ずるっと脱ぐ。

　下着まで一緒に、一気に脱いでしまったそれは未練なく投げ捨てられて、床に転がった頭蓋骨が被かぶることになった。

「よし、こい」

　大股開きの膝を、ぱん、と叩たたく。体つきは幼いが、股間には炎が燃えて揺れている。髪と同じ色の陰毛が、蠟ろう燭そくの炎のようだった。

　にしても、態度が雑だ。

　爽やか、と言えば聞こえはいいが、こっちの股間はぴくりともしない。体つきが男子のようなのに、態度まで男子では色気もなにもない。

　いや、違う。必要ない。

　ロインは自分の思い違いを修正した。

　目的は、彼女を悦よろこばせることだ。自分が気持ちよくなることではないのだから、勃たたなくても何の問題もない。

　むしろ、自分の欲望に惑わされなくて済む分、性技に集中できる。

　くく、と笑い、ヴィネルガは、玉座の背もたれに肘をくらわせた。一撃で崩れたそれは、ごつごつしたベッドのように形を変えた。

　ロインは彼女に近づきながら、その体をよく観察した。

　誉ほめるところを探す。

　骨の山を登り、傍かたわらに立つ。挑むように見上げた瞳は、こちらをからかうようだ。

　年下に見えても、ヴィネルガの方がずっと長く生きている。その態度と容姿とのギャップに頭が混乱する。

「…………」

「…………」

　耳の上でまとめられた髪を、すくい上げるように持つ。

　顔を近づけて嗅ぐと、甘あま酸ずっぱい匂いがした。

「飴あめ菓子みたいだな」

　溶かした砂糖を何度もすくい上げ、細く細く糸状にして、綿のように仕上げる菓子がある。それに似ている。

「おいしそうだ」

　ロインの言葉に、ヴィネルガは首を捻ひねった。

「髪を喰くうのか？」

　真顔だ。

　誉ほめたつもりだったのだが、通じなかったようだ。

　気を取り直して、手を髪からうなじへ滑らせる。肌に触れると、指先に感じる彼女は冷え切っていた。何の熱もない。

　後れ毛の辺りを撫なでるようにする。ソルティなら、首を竦すくめるポイントだが、ヴィネルガは顔色一つ変えない。

　それどころか、先刻と変わらない真顔で、ロインのことを見ている。金色の瞳は、本物の黄金のように、金属的で冷たい。

　萎なえそうになる心を、ロインは奮い立たせた。

　こっちも命がかかっているのだ。

「この髪、好きだな」

　言いながら、手をうなじから戻して、耳じ朶だをつまむようにする。

「まるで炎だ」

「さっきは別なことを言ってたよな」

「さっきは菓子に見えたが、いまは、炎に見える」

「便利な目だ」

　くくく、と笑う。

　……やりづらい。

　こっちの言葉がまったく届いていない感じがする。ソルティは、もっと照れたり恥ずかしがったりして、それが体の反応に直結したのだが。

「御託はいいから、とっとと触れよ。早く気持ちよくしてくれ」

　ロインの計画などお見通しだと言わんばかりに、ヴィネルガは、薄い胸を反らすように、ぐいと突き出した。

　薄いといっても、胸は胸だ。ソルティに比べればささやかではあるが、仰向けになってもふくらみはその存在を、しっかりと主張している。

　頂の蕾つぼみは、ぽちりと佇たたずんで、いまはまだ眠ったように静かだ。

　ロインは言葉での愛あい撫ぶは諦め、指に神経を集中させた。

　いくら弄いじっても耳じ朶だは温まらなかった。

　指を離し、頰から首へと滑らせるように撫なでながら、下へと動かす。くすぐったいと思える箇所は、快感とも繫つながっている。

　特に首筋はそれが集中していて、爪で触れたり、舌を這はわせたりすると、体概の女は、ぴくんぴくんと反応する。

　だが、ヴィネルガはにまにまするだけで、何の反応も示さなかった。

（なら、もっと直接的に──）

　ロインは、彼女のささやかな膨らみに、包むように触れた。掌てのひらの中央に蕾つぼみを感じる。

　そのまま、優しく緩急をつけ、掌てのひらで先端を擦ったりして、刺激を与える。

　だが、少しも固くならない。

　これだけ刺激を与えれば、普通は固くなり、掌てのひらにもはっきりとわかるようになる。だが、ヴィネルガのそれはいつまでも柔らかい。

　すべすべとした肌も、冷たいままだ。体温が上がらない。熱くならない。

「どうした？　それだけか？」

　嘲あざけりを感じて、ロインは胸の内で、くそ、と吐き捨てた。

　両手で、少し乱暴にふくらみをつかむ。そのまま捻ひねるように強弱をつけて揉もむ。

　だが、しっとりと汗ばんでくることも、産うぶ毛げが立つこともない。

（性感帯が違うのか？）

　人の形をしていても、この娘は人ではない。ソルティはそのままだったが、ヴィネルガは、思いも寄らない場所に、性感帯があるのかもしれない。

「……なあ、どこが一番感じるんだ？」

「教えたらつまらないだろ？」

　駄目元で聞いてみたが、やはり答えはつれなかった。

　これは遊戯で、勝負だ。

　勝たなければ、望みのものは手に入らない。

（こうなったら）

　ロインは胸から右手を離した。

　そのまま、薄く浮いた肋ろつ骨こつを弾くように撫なでて下ろす。

　もはや、秘所を直接責めるしかない。一番敏感なのは、結局、そこだ。

　ロインの意図を感じ取ったのか、ヴィネルガは片膝を立て、誘うように足を開いた。試してみろ、といわんばかりに笑みを浮かべている。

（やってやる）

　こっちは少しも興奮しないが、ここまで挑発されて、逃げるわけにはいかない。ぽこっと出た腰の骨を撫なで、そのまま指を、太ふと腿ももの付け根にそって滑らせる。

　あと少し。

　薄い茂みが赤く炎と揺れる秘部に、親指を伸ばせば届く、という所で、

「……あ」

　背中にソルティの声が飛んできて、ロインの手が止まった。振り返ると、ソルティはどこか不機嫌そうな顔で、こっちを見ていた。

「どうした？」

「えっと……容器を用意しといた方がいいと思うんだけど。そうじゃないと、こいつの魔酢は全部、ベッドにしてる骸骨に吞のまれちゃうんじゃないかなー」

　それは──そうだ。

「じゃあ、油紙を敷いて──」

「だめだめ」

　ぶんぶんとソルティは首を振った。

「ヴィネルガの体液は強い酸性だから、油紙のシートぐらいじゃ溶かしちゃう。ガラスの瓶で直接受け止めないと」

「そうか……じゃあ、持ってきてくれるか？　俺は──手が離せない」

　実際、ロインの左手はヴィネルガの胸に置いたままだった。触れている間は、勝負は継続していると、ロインは感じていた。手を離したら、その瞬間に終わる気がする。

　ソルティは、何が不満なのかおもしろくなさそうに鞄かばんを開けると、中からガラス瓶を取り出した。薄く濁ってはいるが、これでも高価な品だ。

　彼女はそれをロインの足元、骸骨の上に置いた。不安定なので、ゆらゆらと揺れて、今にも転がってしまいそうだ。

（さて……）

　ソルティが下るのを待って、ロインは再び右手をヴィネルガの秘部に伸ばした。つかんだふくらみからは、手を離さずに。

　つうっと、茂みの生はえ際ぎわに沿って指を這はわせる。ちら、とヴィネルガの顔を見たが、不敵な笑みを浮かべたままだった。

　今度こそ、と炎に埋もれたそこへ親指を伸ばす。

「──あ」

　またしても、ソルティの声が飛んできて、ロインは意気を削そがれた。

「何？」

　再び手を止めて、振り向く。邪魔をしないで貰もらいたかった。片手間に女を悦よろこばせられるほど巧者じゃないことは、自覚しているのだから。

「そのー……気をつけた方がいいわよ？　火傷やけどするから」

「火傷やけど？」

「そ、そう！　ヴィネルガの分泌液はガラス瓶で受けないといけないくらい、強い酸性なんだから。迂う闊かつに触れたら大変！　フィレもそれで火傷やけどしたし」

「そうなのか……」

「だからほら！」

　ソルティは、いつの間に用意したのか、バケツに水を満たしたものを足元に置いていた。

　爪先でそれを軽く蹴る。

「もしもかかったら、これですぐに洗い流すこと！」

「わかった、わかった」

　適当に返事をして、再び、ヴィネルガに向かい合う。いちいちやる気を折らないでほしい。

　ぐにゅっと、再び胸を揉もむ。

　もう一度始めるぞ、と彼女に知らせる合図のようなものだ。

　来い、というように、ヴィネルガもニヤリとする。

　なんだろう。

　いまこの一瞬、気持ちが通じた気がした。

　これなら、いけるかもしれない。

　さっきまであった見えない壁のような物が、なくなったような感じがする。

　そういえば、ヴィネルガの肌が少し暖かいような。

　体温が上がるのはいい兆候だ。人間は、興奮すると体が熱くなる。ヴィネルガも同じなら、少し感じ始めたのかもしれない。

　これなら──。

「……ねえ」

　またしても、ソルティの声が背中にぶつかってきた。

　ロインは小さく唸うなった。

　さすがに我慢の限界だ。何のつもりで邪魔をするのか知らないが、これではいつまで経たっても、魔酢を採ることができない。

　ヴィネルガの乳房から手を離し、体ごと振り向く。

「お──」

　い、と言おうとしたが、それは奪われてしまった。

「──いい加減にしやがれ、ソルティ！」

　吠ほえたのは、ヴィネルガだった。

「いまは、オレの番だろうが！　フィレんときも邪魔ばっかして、追ん出されたの忘れたのかよ！　黙って見てられねえなら、出てけ！」

「じ、邪魔なんかしてないわよ！　それじゃあまるで、わたしが嫉妬してるみたいじゃない！　や、やめてよね！」

「してないってんなら、口を閉じてろ！　話しかけるな！　いいな！」

「わ、わかったわよ……」

　思い切り不満げに、ソルティは唇を尖とがらせている。

　嫉妬、なのか？

　自分以外の女が悦よろこばされるのが、嫌なのだろうか。そうだとしたら、ちょっと可愛かわいいところもあるんだな、とロインは思った。

「……な、なによ」

　視線に気づいて、ソルティはロインを睨にらんだ。

「そいつの言ったこと、噓うそなんだから。本気にしないでよね」

「ふうん」

「ちょっ──本当に嫉妬なんかしてないんだから！　いい!?」

「はいはい」

　思わず口元がほころびそうになり、ロインは慌てて引き締めた。

「おい！」

　横顔に、苛いら立だったようなヴィネルガの声が飛んできた。

「いまは、オレの番だろ！　集中しろ！」

　おう、と答えて振り向いたロインは、おや、と眉間に皺しわを寄せた。

　ヴィネルガの様子が、おかしい。

　灰のように血の気の薄かった肌が、うっすらと赤味を帯びている。呼吸も少し早い。氷のようだった瞳も僅かに潤んでいる。

（……興奮してる？）

　だが、どうして。

「な、何してるんだよ。ほら。続きをするんだろ？　ほら、揉もめよ」

　ヴィネルガは身を捩よじるようにして、背中を逸そらして、揉もめ、というように胸を突き出す。

　言われるまま、手を伸ばしたロインは、はた、と止めた。

（そうか！）

　謎が解けた気がする。

　ヴィネルガは、焦じらされると興奮するのだ！　意図してか、それとも偶然か、ソルティが邪魔をしたことで、結果的にヴィネルガは焦じらされることになり、興奮したに違いない。

（だったら）

　ロインは、近づけた手を離した。

　すると、追いかけるように、ヴィネルガが背を逸そらして追いかけようとする。

　やはり、だ。

　ロインは指を立て、蕾つぼみに近づけていく。まるで別の生き物みたいに、きゅうっと尖とがった。まるで自分の方から触れようとするかのように。

　だが、触ってやらない。

　すっと避けて、代わりに縁をなぞる。

「お、おいっ！」

「なんだ？　触って欲しいのか？」

「そ、そんなことっ……あるかっ！」

「そうか」

　ロインはすっすっと縁を何度も撫なでた。あれほど無反応だった先端が、みるみる固くなって屹きつ立りつした。

「おいっ、おいっ……」

　懇願するような声を無視して、指の腹が触れるか触れないかの位置で止め、わざとこねるように動かす。

「んっ！」

　時折、本当に極僅かに、指の腹が触れると、その度、ヴィネルガの腰が跳ねた。

　からからと骸骨が笑うような音を立てる。

「舐なめるぞ」

　わざわざ宣言したのは、期待を持たせるためだ。

　──はあっ。

　ロインは大きく口を開け、食べるみたいに、ぱくりと口に含んだ。もちろん、一番敏感な先端には、歯も舌も当てない。

「んひっ！」

　まだ、胸の中で一番敏感な部分に触れてもいないのに、ヴィネルガは悶もだえ声を上げた。

　やはりだ。

　ヴィネルガは、焦じらされることで感度が高まる性癖なのだ。

　だったら。

「んっ、んっ、んっ」

　決して、突起には触れないように、舌をくるくると回して周りを舐なめる。すっぽりと口に含んでいるので、唾液が徐々にたまって水っぽい音を立てる。

「はっ、はやくっ、はやくっ」

　先端に舌が当たるのを期待するかのように、身を捩よじる。

　だが、舐なめてやらない。

　一切触れないまま、ふくらみから口を離すと、涎よだれがこぼれて丘を伝い流れ、つかんだ手を濡ぬらした。

　乳房をゆっくりと、だが強く揉もみながら、彼女の膝をつかんで、ぐい、と立たせる。そうしておいて、彼女の手をつかみ、自分で腿ももを持たせるようにした。

「反対側も、自分で持って」

「…………」

　恨みがましそうな、だが十分に潤んだ目でロインのことを睨にらみながら、ヴィネルガは言われた通りにした。

「自分で広げて」

「…………」

　ヴィネルガは言う通りにする。

　じっと見つめていると、捩よじりあってぴたりと閉じていたそこがゆっくりと解けて、奥をロインの眼前に覗のぞかせた。

（濡ぬれてる……）
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　粘りのある液がとろりと流れて臀でん部ぶの間を伝い落ち、その雫しずくが骸骨に当たると、骨は白煙を上げた。

　甘い果実酢の香りがする。

　ソルティの言った通り、かなり強い酸性のようだ。指を突っ込まなくてよかった。そんなことをしたら、あっという間に骨だけになっていたかもしれない。

　だが、もっともっと溢あふれさせなくては。

　ふうっ、と息を吹きかけた。

「きいっ！」

　悲鳴めいた声と共に、腰が跳ね上がった。びゅっ、と体液が秘部から噴き出し、髑どく髏ろに線を描いて、白煙が上がる。

『いまよ！』

　同じような場面のレクチャーを受けたわけでもないのに、頭の中で、ミナの声がした。

　こういうときは、従うに限る。

　ロインは指をＶ字に開いて、秘部に直接ふれないように手あてた。

「んぎっ！」

　その刺激だけで、ヴィネルガの腰が暴れ馬の尻のように跳ね上がる。

　ロインは掌てのひらに力を込めてそれを押さえ込んだ。そうしておいてぐにぐにと、秘所を周辺から揉もむように刺激をする。

「ちょっ、それっ──きひいっ！」

　ヴィネルガが仰のけ反ぞり、太ふと腿ももが引ひき攣つれたように震えた。

（イけ！）

　しごく指の動きを激しくする。

「ひぐっ！」

　押さえ込みきれず、ヴィネルガの腰が浮いた。直後。

　──どくっ。

　琥こ珀はく色の液体が溢あふれてきた。

（これだ！）

　果実酢の香りが辺りに漂う。

　ロインはガラス瓶を取り上げ、蓋を外して秘部に押し当てた。

「───んんっ!!」

　手は放したのに、ヴィネルガの絶頂は止まらない。広げるために腿ももをつかんだ指が肉にめりこんで、腰はたかだかと上がった。

　慌ててロインは追いかけた。

　勢いは思った以上で、彼女の体液は瓶の回りにも飛び散った。
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　瓶を持った手に飛ひ沫まつがかかり、肌が焼けるのがわかった。鋭い痛みが走る。それは修業時代に負った火傷やけどを思い出した。

　なので、耐えられる。

　ヴィネルガの腿ももがぶるぶると震えて、最後の一滴が搾り出された。彼女の全身から力が抜けて骨の上に崩れ落ちる。

　構わず、ロインは瓶に蓋をした。強い酸だが、金属を溶かすほどではないだろう。もしそうなら、こっちの手はとっくに骨まで溶けている。

「ちょっと！」

　慌てた様子でソルティが飛んできて、ロインから瓶を取り上げると、その手を水の入ったバケツに突っ込んだ。

「何やってるのよ、もう！」

　ばしゃばしゃと魔酢を洗い落としてくれる。

「悪い」

「うわ、ひどい」

　バケツから引き上げたロインの手は真っ赤になっていた。ぴりぴりする。動かすと、皮が破れてしまいそうな気がする。

「……持ってきといてよかった」

　彼女はそう言って、どこからか小さな缶を取り出した。蓋を取ると、中には薄い黄色の軟なん膏こうが詰まっていて、ソルティはそれを指ですくって、ロインの手にたっぷりと塗った。

「これは？」

「フィレも同じ目にあったのよ。魔酢の採取にはしかたないリスクだから、対策として用意した特別な軟なん膏こう。やっぱり必要になったわね」

　塗り終わると油紙を中てて、包帯をぐるぐると巻いた。虫の蛹さなぎみたいだ、と思った。しっかりときつく巻かれているので、指は動きそうもない。

「ありがとうな」

「ふん」

　ソルティは鼻を鳴らすと、骸骨の上でだらしなく足を広げて横たわっている、ヴィネルガを見下ろした。

「気持ち良さそうに寝ちゃって」

　本当だ。

　完全に弛し緩かんしきっている。微笑ほほえんで半開きになった口くちの端はしから涎よだれが流れ落ちていた。それは魔酢ではないようだ。骨はなんともない。

　ロインはソルティの手を借りて、骨の玉座から降りた。採取した魔酢の入った瓶は、割れないように鞄かばんに入れて机に置き、落ちるように椅子に腰を下ろした。

「いてっ……」

　座ったとき、ズボンに己自身が引っかかって、折れるかと思った。

　ヴィネルガをイかせることに集中してはいても、体は当然、反応する。ロインのそれは、彼女を焦じらし責めている間中、ズボンの中でガチガチになっていたのだ。

　それがまだ、続いている。

　魔酢の香りを嗅いでから、余計に固くなった気がする。血管が破れてしまいそうだ。

　一刻も早く鎮しずめたいが、この手ではどうしようもない。無理をして手を傷めたら、料理ができなくなる。

「わ、わたしがしてあげようかっ？」

「え？」

　思ってもみなかった言葉に、ロインは顔を上げた。

　広げた足の向うに、ソルティが立っていた。手を後ろに組んで、伏し目がちな瞳で。

「だ、だからっ。その手じゃ、自分でできないでしょっ？　し、しょうがないから、わたしがしてあげてもいいわよっ？」

「ええ？」

「だ、だって、魔酢のせいでそうなったら、ちゃんと処理しないと、ずうっと、そのままなんだから。ほっといたら血管が破れてずたずたになっちゃうんだから」

　まじか！

　そんな恐ろしいことになるとは、さすがに思わなかった。

「……た、頼めるか？」

「しかたないわね！　感謝しなさいよ！」

　急に勝ち気になって、ソルティは足の間に膝立ちになった。

　なんだろう。どこか、嬉うれしそうに見える。

　すこし思案したあとで、ロインのズボンの紐ひもを緩めて、腰の部分に手をかけた。

「腰、浮かして？」

「おう」

　椅子の背もたれに肘を引っ掛けて、いわれた通りに腰を上げると、ソルティは躊ちゆう躇ちよも容赦もなく、ロインのズボンをパンツごと一気に引き下ろした。

「……じゃあ、いくよ？」

　そう言うと、ソルティはロインを握った。

「う」

　思わず声が漏れてしまった。

「う、動かすね？」

　左手をロインの腿ももに置き、右手でゆっくりとしごく。

　だが、イけそうでイけない。

　娼しよう館かんでは感じたことのないもどかしさだった。彼女たちにしてもらうのは、自分でするよりも強烈な快感を得られたが、それとは全然違う。

「ソルティ、もっと早く……」

「え？　早く？……こう？」

　急に激しくしごき上げられて、軽い痛みが走る。

　だが、駄目だ。刺激が単調すぎる。

　我慢できず、ロインは自分でも腰を動かした。

「ちょっ」

　動きとタイミング合わず、ずるん、とソルティの手が抜けてしまった。

　それが今日一番強い刺激だった。

　一瞬、イきそうになったが、駄目だった。娼しよう館かんの技術に慣れてしまうと、生なま半なかではイけなくなるといわれていたが、これがそうなのだろうか。

「……しょうがないわねえ」

　ロインの状態を察したのか、ソルティは手を離すと、

「よいしょ」

　着ていた服の背中のボタンを外し、襟ぐりから肩を抜いて引き下ろした。

　ふるん、と大きな胸があらわになる。

　ソルティは袖から腕を抜き、上半身、裸になった。誇るみたいに腕を腰に当てる。見て、といわんばかりの態度だが、とっくにロインの目は釘くぎ付づけだった。

　びき、とロインはおのれのそれが音を立てた気がした。

「え？　まだ太くなるの？」

　驚いたような、呆あきれたような声で言われたが、ロインは自分でも驚いていた。こんなに痛いくらい勃たったのは、記憶にない。

「と、特別だからね？」

　何が、と問う必要はなかった。

　──むにゅ。

　ソルティの大きな胸が、ロインを左右から柔らかく挟み込んだ。

「う」

　なんとも言えない心地よさに、思わず声が出た。

　手ではなく、胸でされるのは、初めてではない。胸の豊ゆたかな嬢を相手に、娼しよう館かんで体験したこともある。

「うふ」

　ロインが思わず喘あえいだのが嬉うれしかったのか、ソルティは目を細めて、口を開けた。

　唾液が、とろりと舌を伝い、ロイン自身に落ちた。

　ソルティは、左右から乳房を押さえていた手の力を少し緩めた。

「いくよ？」

　そう宣言して、ソルティは乳房をゆっくりと上下させた。

　ぬちゅっ、にちゅっ、と粘着音が響く。

　挿入とも、口でされるのとも違う感触に、ロインは尻がつるような感覚を憶おぼえた。

　時折、胸の谷間から、ロイン自身の先端が、肉を突き破るみたいに顔を出したかと思うと、すぐにまた飲み込まれていく。

「きもちいい？」

「あ、ああ……」

　ロインは痺しびれるような快感に、虚うつろに答えることしかできなかった。

「じゃあ、もっと良くしてあげる」

　そう言うと、ソルティは胸を上下する速度を上げた。左右からの圧にも強弱がつき、四方八方から刺激がくる。

（ううっ）

　快感の波に飲み込まれていく。全身が、ソルティの豊かなふくらみに飲み込まれているような気がした。

　絶え間なく押し寄せてくるやわらかい刺激にあわせて、ロインの腰は、勝手に突き上がる。

　ソルティは巧みに胸を動かす。

「くうっ！」

　ひときわ大きい快感が押し寄せてきて、ロインは激しく果てた。

「はあっ、はあっ……」

　全てを出し切り、どすん、と椅子に尻が落ちた。

「ふふ」

　ソルティは再び手を動かし、乳房を使って、ロインがたっぷりと出したものを、自分の肌に塗り広げながら、誇らしそうな笑みを浮かべた。

「わ、わかった？　おまえをこんなに気持ちよくできるのは、わたしだけなんだから」

　にちゅん、ぬちゅん、といやらしい音が響く。

「わたしだけなんだからね？」

　ソルティがいったい何を主張したいのかわからなかったが、ロインは痺しびれたような頭で、ただ力なく頷うなずいた。
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「おまえ、わざと邪魔しただろ」

　食堂の地下の秘密部屋に戻ってきたヴィネルガは、元は自分のものだったベッドの上で胡坐あぐらをかいて、そうソルティに言った。

　短パンにタンクトップという格好だが、タンクトップはもとはロインのものなので、ぶかぶかで控え目の胸が見えてしまっている。

　彼は総督代理に呼び出されて、いまはいない。オルガのところに行くなら着いていくが、同じ人間に会うのなら、危険もないだろうと思って、留守番することにした。

「え？　な、なんのこと？」

　ソルティは、笑おうとしたがうまく行かず、引ひき攣つったような顔になってしまった。

「わかってんぞ。オレの性癖に気づくように、いちいちいいところで邪魔をしただろ」

「まさかあ！」

「気に入ったのか、あの小僧が」

「いやあ……」

　否定をしなかったソルティに、ヴィネルガは溜ため息いきをついた。

「またか。人間に肩入れしたって、報われないってことはわかってるだろ？　人間は俺たちに快楽を与えて調味料を得る。それだけの関係だ。そういう点では、フィレとの関係は理想的だったな。あいつはオレたちを女として見なかった」

「わかってるけど……気に入っちゃったんだもの」

　ソルティは、唇を尖とがらせた。

「仕方ないじゃない。こればっかりは、理屈でどうこうできるものじゃないし」

「何で父様は、おまえにだけ、そんな感情を組み込んだんだろうな。オレから見れば、人間の男なんてみんないっしょだぜ？」

「全っ然、違うわよ。確かに、フィレはわたしたちにひどいことはしなかったけど、私たち自身には、本っ当に興味なかったじゃない？　あれってなんか……腹立った」

　わからない、というように、ヴィネルガは首を捻ひねった。

「オレたちを女としてみたやつは、最終的につっこもうとするじゃんか。で、死んじまう。やらせるわけにはいかねえからな」

「わかってるよ……」

　そうなのだ。

　挿いれさせるわけにはいかないから、そうなったら対処するしかない。フィレのように、所有を全うする人間は少ない。

　人間を殺すことなど、簡単だった。

　人造精霊は、それぞれに強大な力を持っている。その気になれば、魔物にも負けない。ヴィネルガの骨の玉座はそういうことだ。

「でも、ロインって可愛かわいいんだもの。だから……あんたのことを夢中になってイかせようとしてる背中に、ちょっとイラッとして……だから、別に助言とかそういうつもりじゃ」

「邪魔した理由はそれかよ！」

　うん、とソルティは頷うなずいた。

　自分にだけでなく、ヴィネルガの体にも興奮しているのがわかって、腹が立った。フィレのように、彼女のことは作業のように扱ってほしかったが、そうではなかった。

　だから、熱を冷まそうと度々声をかけただけで、正直、ヴィネルガの性癖など忘れていた。

　はあー、とヴィネルガは長いため息をついた。

「入れ込んでんなあ……なんだっけ？　人間だとこういうの──惚ほれっぽい、か？」

「いやいや！　わたし、そんな簡単に気に入らないし！　フィレとか嫌いだったし！」

「そりゃあ、あいつがおまえで興奮しなかったからだろ？　おまえ、怒ってたじゃんか。『このわたしで勃たたないなんて！』って。その前の前の男のこととか忘れたのかよ？」

「忘れた」

　本当は微かすかに憶おぼえていたが、顔も思い出せないのだから噓うそではない。

「とにかく！」

　ソルティは腕を組んで背筋を伸ばし、少々でも威厳がでるように心がけた。

「フィレがあんたに触れるのは、仕事のためだから仕方ないけど、あいつをイかせるのは、わたしだから！　手を出さないでよね！」

「いや、オレはいいけどさ……」

　きゅ、とヴィネルガは眉根に皺しわを寄せた。

「ハニューはどうするんだよ。あいつの性癖で、それは通用しないぞ？　だからフィレは、あいつからは調味料を採れなかったじゃないか」

　そうだった。

「あの娘、まだこの街にいるのよね？」

「ああ。スパシィと一緒だ。仲がいいからな、あの二人。居場所も知ってるぜ？　いまから会いにいくか？」

「いい」

　即答した。今度の料理でも魔王の側近を満足させれば、どうせ会いに行くことになる。

　そうでないのなら、ロインは死んだということなのだから。

　スパシィはいい。

　あの娘の性癖は、とても特殊だ。あれでロインが興奮するか、わからない。ソルティが憶おぼえている限り、そうした男はいなかった。

　だが、ハニューは──。

　彼女に挑んだ数多あまたの男たちを思い出し、ソルティはそれを払い落とすみたいに首を振った。

「あー、腹減った」

　吞のん気きなヴィネルガを、ソルティは恨めしく睨にらんだ。

「……ところで、あんたどうしてここにいるのよ。出て行ったんでしょ？」

「そりゃあ、オレをイかせてくれるやつがいないところにいたって、しょうがないからな。でも、ロインのやつは気に入った」

「ちょっと！」

「性的な意味でってだけだよ。下へ手た糞くそな魔物に体をいじらせるのもうんざりしてたからな」

　それはあの骨の山を見ればわかる。

「か、体だけだからね！　心までイかせられないでよ!?」

「わーったわーった」

　ヴィネルガは、ヒヒヒ、と笑ったが、ソルティは安心できなかった。彼女だっていつ、ロインの可愛かわいさに気づかないとも限らない。同じ人造精霊なのだ。

　だが、ロインにはヴィネルガも必要だった。彼女の魔酢は、魔物の心も溶かすだろう。

　人造精霊はその辺の魔物には負けないが、魔王クラスとなれば別だ。

　良くて相打ち。

　そしてその戦いの巻き添えで、こんな街は塵ちりも残さず滅ぶだろう。

　ロインを死なすわけにはいかない。

　階上で、帰ったぞ、と吞のん気きな彼の声がして、ソルティはもやもやを吹き飛ばように、はぁい、と大きく返事をした。





☆






　判定の日は、あいにくの空模様で、朝からひどい雨だった。

　迎えに馬車に乗り込んだのは、ロインとソルティ、それと必要な調理道具と調味料のみで、ヴィネルガは店に残った。

　料理勝負には、まったく興味がないらしい。

　総督代理は、相変わらずの厳しい顔で、城に入ってからは一言もしゃべらず、大広間の巨大な木製扉を殴るがごとく叩たたいた。

　前と同じく、扉は軽い軋きしみを立てて開く。

（うっ）

　洪水のように押し寄せた息が詰まるような生臭さに、ロインは思わず息を止めた。

　鮮度の悪い魚市場の臭いをひどくした感じだった。

　前回は竜人が座っていたところに、魚人が座っている。頭が魚で体が人というのではなく、魚に人の手足が生えた形だ。

　悪い夢にしか思えない。

「こいつが新たな料理人か」

　魚の口から出たとは思えないほど流りゆう暢ちように、魚人──ニジョグは言った。

　はい、と返事をしたのは再び給きゆう仕じをしているオルガだ。

「ロイン・カツと申します」

「名などどうでも良いい。……人間よ。ノーグを感服させたその技、見せてみよ。判定は公明正大に行うことを誓おう。思う存分、腕を振るうがよいぞ」

　そう言って上げた手の指の間には、水みず搔かきがあった。

　ロインは無言で深々と頭を下げた。

　こっちだ、とオルガに身振りで促され、ロインとソルティは大広間を出た。総督代理は料理ができるまで、供と残る。

「ドロロスはうまく料理できたのか？」

　厨ちゆう房ぼうに入ると、オルガにそう問われ、ロインは、まあな、と答えた。

「それは楽しみだ。……がんばれよ」

「え？」

　予想もしなかった励ましに、ロインは驚いた。

　だが、オルガはすぐに大広間に戻ってしまい、真意は測りかねた。もしかしたら空耳だったのかもしれないが、外で見張る気もないようだ。

「……よし！」

　ロインは軽く自分の頰を叩たたいた。余計なことに気をとられている場合ではない。

「始める？」

　ソルティの言葉に、ロインは頷うなずいた。

　生いけ簀すを覗のぞくと、ドロロスが数匹、用意されていた。何を食べているのか、よく太って、のんびりと泳いでいる。

　まだ引き上げず、ロインは調理台に向かった。店から持ってきた鞄かばんから瓶と注射器を取り出して、巨大な俎まな板いたの脇に置く。

　瓶の中身は薄めた魔酢だ。試行錯誤の末に、ようやくぎりぎりの濃度に辿たどり着ついた。

　何しろ強烈な酸性なので、ヴィネルガから採ったままでは、ドロロスの血管を溶かしてしまい、全身に行き渡らせることはできなかったのだ。

　少しずつ濃さを変え、三〇匹目でやっと求める濃度になった。

　おかげでドロロスにとても詳しくなった。最初は腹を裂いて心臓を確認しながらでなければ注射を打てなかったが、いまでは最小限の穴で済む。

　瓶の蓋を開け、魔酢を注射器で吸い上げる。

　生いけ簀すからドロロスの尾をつかんで引き上げ、俎まな板いたに載せて鰓えらの部分を濡ぬれタオルで巻く。こうすると大人しくなる。

　注射器を手にし、胸むな鰭びれの間に針を刺して、ゆっくりと少しづつ魔酢を流し込む。

　血と共に全身に魔酢が回るまで、少し時間がかかる。

　その間に、ソースの準備をする。

　卵黄と果実油を粘りが出るまで丹念によく混ぜ、より薄めた魔酢、磨すり潰つぶした香草の葉、胡こ椒しようひとつまみと合わせる。

　使うのはこれだけだ。よけいなものはつけない。何が地雷になるかわからない。料理である以上、ソースは省けないが、付け合せは不要だ。

「ロイン、大人しくなったよ？」

　その声に振り向くと、ソルティがドロロスを指で突いていた。

　確かに、ぴくりともしていない。

　魔酢が全身に行き渡り、生きたまま酢漬けになったような状態だ。

　当然、生きてはいない。

　だが、あの強烈は腐臭はまったくしない。ヴィネルガを思い出させる、甘い魔酢の香りがするだけだ。

「……よし」

　ロインはナイフを取り出すと、ドロロスの腹を裂いた。

　心臓は──止まっている。

　内蔵を傷つけないように気をつけながら外す。しくじれば、胃や腸の内容物が身を汚して、臭みが移ってしまう。

　中骨に添って身を削そぎ、三枚に下ろす。頭と骨は使わない。煮て出だ汁しを取ることも考えたが、魚人がスープを飲むかどうかわからないのでやめておいた。

　身は皮を剝はぎ、食べやすいように厚めの削そぎ切ぎりにする。

　それを皿に軽く重なるように並べて、絵を描くようにソースをかける。

　仕上げに、ソルティの魔塩をぱらぱらとかけて──完成だ。

　ソースは、魔酢の変わりに普通の酢で試作して味は見ているが、ドロロスの身との相性はわからない。人が食べられるかどうかわからないし、ニジョグがどういう味覚をしているのかもわからない。

　結局は、魔塩、魔酢頼みということだが、料理を、と求められた以上は、手は抜かない。

　きちんと料理に仕上げるのが、料理人だ。

　それが場末の安食堂の主であっても。

「いくぞ、ソルティ」

「はーい」

　ロインは皿とカトラリーをワゴンに乗せると、それを押して厨ちゆう房ぼうを出た。

　大広間の扉の前には、オルガが厳しい顔をして待っていたが、ロインたちを見ると牙を剝むいてニヤリと笑い、扉を開けてくれた。

「お待たせしました、閣下」

　オルガがそう声をかけると、ニジョグは口をパクパクと動かしながら、巨大な魚の目で、ぎろりとロインたちを見た。

「用意できたか。わかっていると思うが、もしも私を納得させることができなければ、この場で貴様を千切って喰くうことになる。無論、そこの総督代理もだ」

　ぎょろりと睨にらまれ、総督代理は悲鳴を飲み込み、体を棒のように固くした。

　その様子に、ぎょぎょぎょ、とニジョグは笑った。鰓えらを震わせて出したその音は、ロインには笑いに聞こえたが、もしかしたら別の意味があるのかもしれない。

「……では、始めよ」

　水みず搔かきの付いた手で、ニジョグはロインを招いた。

　ロインはワゴンを押してテーブルに近づいた。ニジョグの放つ生臭さの中にあっても、魔酢の香りは負けていない。爽やかに匂い立つ。

　カトラリーを並べ、その間に、料理の乗った皿を置いた。

「……ドロロスの生身、香草ソースがけです」

　と、ロインは告げた。

　魚人にも、料理の名前など、どうもでよいかもしれないが、儀式みたいなものだ。

　鰓えらがばくばくと開閉したが、意味があるのかはわからなかった。

　水みず搔かきのある手でカトラリーを手にして、皿の上の身を香草ソースと共に器用に取り、巨大な魚眼でまじまじと見る。

　嗅覚があるかどうかわからないが、口の上の小さな穴がひくついたのを、ロインは見た。

「…………」

　ニジョグは、ぱくりと切り身を食べた。

「ばふっ！」

　鰭ひれが大きな音を立てた。

　丸い魚眼が、ぐるぐると落ち着きなく動き回り、鰭ひれがばたばたと動く。

　ぴたりと止まると、ニジョグの肩が、ぐんにゃりと落ちた。

　そのまま動かない。

　魚眼も虚こ空くうを見つめて停止したままだ。

「……ぎょっ！」

　不意に、ニジョグがそんな声を上げ、ロインは思わずぶるりと震えてしまった。総督代理も同じような反応だったが、ソルティはまったく動じていない。

　気に入ったのか、入らなかったのか──固かた唾ずを吞のんで見守っていると、ニジョグはフォークを投げ捨て、皿を鷲わし摑づかみにした。

　──ずっ、ずぞっ。

　皿の縁に口をつけ、一気に吸い込むように食べる。空になると、魚口を皿に吸いつけて、残ったソースも飲んだ。

「……げぷぅ」

　ニジョグは弛し緩かんして皿が床に落ち、高い音を立てて割れた。

　鰓えらがゆっくりと開閉し、鰭ひれがひくひくと動いているので、腕はだらりと下ったままだが、死んではいない。

　オルガが魚人に近づき、座っていた椅子の足を蹴った。

　ごつ、と結構大きな音がして、魚人は夢から覚めたみたいに、はっとした。

「ニジョグ様。判定を」

「う、うむ」

　水かきのついた手の甲で口元を拭い、思案しているような様子を見せた。

　魚が何を考えているのかなど、ロインにはわからなかった。表情がない相手の気持ちは、推し量りかねる。

「……合格だ」

　にちゃにちゃとした声で、ニジョグはそう告げた。

　ロインは、安あん堵どのせいで疲れがどっと肩に圧のし掛かってくるのを感じた。気を張っていないと、座り込んでしまいそうだった。

「これは、認めざるを得ない。ノーグのことだから、肉なら何でもよいのだろうと思っていたのだが……これは、このような快楽は、我らは知らぬ……知らぬぞ！」

　がたん、と椅子を倒して、ニジョグは立ち上がった。

　オルガは巨体に似合わぬ素早い動きで後ろに下った。

　ロインは、そして総督代理は、足に根が生えたみたいにその場を動けなかった。

　立ち上がったニジョグは想像よりもずっと大きく、つるりとした魚頭が天井に届きそうに見えた。

「これは危険だ。このようなもの、危険すぎる」

　びびびび、とニジョグの体が奇妙な音を立てた。鱗うろこが立ち、鰭ひれが震えながら広がる。

　何のためのものかはわからない。

　だが、危ないのはこっちだ、とロインは思った。これが好意的な行動とは思えない。獣の威い嚇かく行動と同じものに思える。

「何をした！」

　ニジョグがロインを向いた。

「ただの料理ではあるまい！　何を入れた！」

　ばれた!?

　心臓が口から出てしまいそうになるのを、ロインは必死に堪えた。真正面から見る魚の顔というのは、奇妙で恐ろしい。

「このようなもの、魔王様のお口に入れるわけにはいかぬ！」

　ニジョグが腕を振り上げた。いつの間にか太さは二倍になり、爪は鋭く尖とがっていた。一撃でずたずたにされる、とわかった。

　わかったところで、どうしようもない。こっちはただの人間なのだ。

　ロインは死を覚悟した。

　だというのに、何な故ぜだろう、頰が引ひき攣つって、笑っているみたいになる。

　その時──

「──我が何を喰くらうかは我が決めることだ」

　大広間に地響きのように響いた声に、ニジョグの動きが止まった。

「魔王さ──」

　ニジョグは最後まで喋しやべることはできなかった。魚人の足元から、突如、炎が噴き上がり、その巨体を多い尽くしたからだ。

　炎は一瞬といっていい短い時間であったのに、ニジョグは黒焦げになって床に転がった。

　その匂いは焼き魚のそれで、ロインは食欲をそそられてしまった。

「愚か者め」

　先とは違う少し高めの笑いを含んだ声がした。

　オルガを初め、魔物たちが一斉に跪ひざまずいた。

　総督代理も倣ならったが、ロインはわけがわからず突っ立ったままだった。ソルティも同様だったが、彼女はあえてそうしているようにも見えた。

　厨ちゆう房ぼうへと続くのとは逆の扉が開き、奇妙な二人が入ってきた。

　一人は、枯れ木のようにゴリゴリに瘦せた蒼あお白じろい男で、もう一人は、玉のように太った小男だった。

　第一層の鼻持ちならない成なり金きんと、その従者のごとき二人だ。

　人間──にみえる。

　瘦せた男は黒尽くめで、裾を引きずるほど長いマントを羽織っている。内側は燃えるように赤く、よく見れば本当に燃えているがごとく揺らめいていた。

　太った男の方は、金糸で編まれた豪ごう奢しやな礼装を身につけていて、銀糸で美しく刺し繡しゆうが施されていた。短い足には不釣合いな巨大な靴を履き、小さな手には巨大な杖つえを携えている。

　背の高い男は、ニジョグであったものの傍かたわらに立つと、その顔を踏み潰し、

「魔王様が何を頂くか、貴様ごときが決めてよいものではないわ」

　吐き捨てると、やけに長い犬歯が覗のぞいた。

「待つのにも飽いたわ」

　太った男がそう言って、空の椅子に腰を下ろした。悲鳴のように軋きしみを上げる。その背後に影のように骨めいた男は立った。

「おまえが新しい料理人か」

　太った男の目は七色で、その瞳で睨にらまれた瞬間、込み上げる恐怖で、ロインは危うく失禁しそうになった。震えが止まらない。

（こいつが魔王だ！）

　理屈でなく、そうわかった。ごと、と重い音を立てて置かれた杖つえは、見た目と違い、人の身ではとても持てそうになかった。さらによく見れば、男の髪は一本一本が別の命を持っているかのように、うねり動いている。

「なかなか面白いものを作るようじゃないか。ニジョグにここまで言わせる料理、本気で食べてみたくなったわ」

「あ、ありがとうござい、ます……」

　何とか返事をして、ロインは頭を下げた。視線を切ると、圧は僅かに下ったが、震えはどうにもならなかった。

　それなのに何な故ぜか、ズボンの中でペニスは痛いくらい勃起して、睾こう丸がんがぎゅうぎゅうと収縮を繰り返し、射精してしまいそうだった。

　節操がない、とロインは自じ嘲ちようしたが、ふと、男は死を前にすると生存本能で子孫を残そうとして勃ぼつ起きする、とどこかで聞いたことを思い出した。

　これは、それだろうか。

「許す、出せ」

（え……？）

「おまえの料理、食べてやろう。七日の後、儂わしを満足させる料理を出せたなら、望みのものをくれてやる。この街も助けてやろう。ただし──期待に背いたその時は、人の頭では決して想像することもできぬ苦痛をおまえに、この街の全員に、味合わせてやろう」

「それは──！」

　総督代理が何かを言おうとしたが、

「おまえに発言を許した憶おぼえはないぞ」

　魔王の後ろに立つ枯れ木のごとき男に睨にらまれ、総督代理は沈黙した。尿の臭気が僅かに嗅ぎ取れた。

「七日だ」

　魔王は繰り返した。にやりと笑った口元から、黒い炎が見えた。

「楽しみにしているぞ、料理人」
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「驚いたな」

　腐りかけた肉と血の臭いが漂う城の広間で、オルガは噓うそ偽りのない言葉を漏らした。

　ロインもまったく同感だった。

　予定ではもうひとり、あの細い男に料理を出してからのはずだった。それだけ、魔王にとって興味を搔かき立たてる状況だったのだろうが、こちらとしてはありがたくはない。

　ひとつの料理を考えるのだけでも大おお事ごとなのに、今度は二人まとめてだ。

　顔色の悪い棒切れのような男にはこれまでと同じく、一品でいいが、魔王にはそれも含めたこれまでの全ての料理、そして、締めにもう一品、と申し渡されている。

「オルガ。何か教えてもらえることはあるのか？」

「なけりゃあ、呼ばないよ」

　ふん、と姫騎士とオーガの間に生まれた怪物は、鼻を鳴らした。

　巨大なテーブルの上には木のマグカップが人数分置かれ、癖のある果実酒が入っている。店で出せるような代物ではないが、吞のめなくはない。

　ロインは舐なめただけだが、ソルティは平気で吞のんでいる。

　オーガは尖とがった爪で天板を引ひっ搔かいた。同じ傷が無数にある。

「魔王の後ろにいた灰色の顔の細い柱みたいな男、ドゥーラは、魔王の側近だ。長命種で、魔王と共に、この世の誕生の瞬間から生きているといわれている」

「噓うそだろ……」

「あくまで噂うわさだけどな。だが、何を喰くうかはわかってる──血だ」

「血？」

「ああ。ドゥーラは吸血鬼だからな。それ以外食べられないわけじゃないみたいだが、血があれば済むらしい。魔王に付き合って食事をするときも、全部の料理に血をかけて食べるくらいだ。まったく」

　またイライラと天板を引ひっ搔かく。

　オルガが何をイラついているのか、ロインにはわからなかった。予定が変わって窮地なのはこっちであって、オルガには関係ないだろうに。

「血の料理か……」

　ぐい、とオルガはテーブルに身を乗り出してきた。

「できるのか？」

「血の料理ってのは、ないわけじゃない。……ドゥーラは血の生臭さは好きなのか？」

「いや。それさえなければ、と前にこぼしてたな。人間の処女の絞りたての血が一番臭くないと言ってたから、好きじゃないんだろう。処女の血の甘味がなければ、喰くってられんとも言ってたな。わたしには違いはわからないが」

　さすがに、絞りたてを用意するのは無理だ。とはいえ、絞りたてでなくても良いのなら、手に入らないこともないだろう。

「……魔王は何を食べるんだ？」

「何でも」

　オルガの答えは明瞭だった。

「この街の食いものは、大抵出した。この城の料理人が総出で料理をして、広間のあの巨大なテーブルが埋め尽くされるほどの料理を出したが、駄目だった。どれも気に召さず、料理人は残らず食われた。次に街の有名な料理人が連れてこられたが、結果は同じだった。そこで魔王は今度の試練を始めたというわけさ。不ま味ずいものは食いたくないから、部下に食わせて試すことにした。おまえの料理は魔王の興味を引くくらいには、認められたってわけだ」

　うれしくない、と思ったが、苦虫を嚙かみ潰したような顔をするだけに留とどめた。

「人の料理に興味があるのか……」

　何でも食べるとなると、難しい。いままでの連中のように、好みがはっきりとしている方が料理は考えやすい。

　部下が認めた料理に興味があるだろうから、これまでの二品と、ドゥーラに作る一品、あとは、コースとして考えるならひとつしかない。

「……魔王は、甘いものは好きか？」
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「お、帰ってきた」

　食堂の地下の秘密の部屋でロインとソルティを迎えたヴィネルガは、二人の顔を見て、にやりとした。

　どこから持ち込んだかもわからぬ皮表紙の分厚い本を閉じると、無造作に床に放る。

　部屋の様子はまた変わっていて、何年も二人で暮らしたかのように散らかって、そしてそれが馴な染じんでいる。

「どうだった？　まあ、無事に帰ってきたんだから勝ったんだろうけど」

「あたりまえでしょ」

　ソルティは、ふん、と鼻を鳴らした。

「わたしの魔塩とあんたの魔酢を使っておいて、負けるはずがないじゃない」

「そりゃそうか」

　細い腕を頭の後ろで組んで、ヴィネルガは座っていた椅子をがたがたと鳴らす。

「じゃあ、ロインのその顔はなんだよ。ぜんぜん勝った表情じゃねえぞ」

「ああ、それは──」

　ソルティは、どこか気の毒そうにロインを見て、何があったかを話して聞かせた。

「すげえな！」

　痛快だといわんばかりに、ヴィネルガは膝を叩たたいた。

「魔王を引きずり出したのかよ！」

「そうなんだけど……側近の吸血鬼と、魔王自身の二人を一遍に満足させる料理を、七日の内に考えなくちゃならないんだから」

　はあ、とソルティは溜ため息いきをついた。

「おまえ、それ、料理についての溜ため息いきじゃないだろ？」

　ヴィネルガの片眉が跳ね上がった。

　ソルティの頰が微かすかに引ひき攣つれる。

「なななな何を言ってるのよ！　料理のことに決まってるじゃない！」

「そうかあ？」

　にやにやと笑うヴィネルガの態度に、ロインは首を傾かしげた。

「何か心配な事があるのか？……まあ、俺の料理は、親おや父じに比べると技術も盛り付けもいまひとつだってのは自覚してる──」

「そんなことないわよ！」

　ソルティに食い気味に遮さえぎられ、ロインは驚いた。

「料理のことはよくわからないけど、ロインの使ってるわたしの魔塩は、フィレのよりも上物なんだから！　だから、おまえの料理が彼に劣ってるなんてこと、あるわけないし！　そんなことを思うのは、わたしに対する侮辱だわ！」

「わ、悪い……」

　思わず謝ると、ソルティは我に返ったように目を瞬まばたかせ、

「わ、わかればいいのよ」

　と唇を尖とがらせた。

「……で、何を作るんだ？」

　含みのある笑みを浮かべたまま、やり取りが終わるのを待っていたかのように、ヴィネルガが訊きいてきた。

「吸血鬼に出す料理はひとつしかない。血の料理だ」

　ソルティが首を傾かしげる。

「作れるの？」

「ああ。親おや父じの店みたいなところじゃ出さないだろうが、畜産の盛んな地方の名物料理で、血の腸詰ってのがある。そいつでいく」

「血のソーセージ？　それって、おいしいの？」

「好きなやつは好きだな。血をメインに、臓物や肉の切れ端なんかを混ぜて作る。命を無駄にしない料理だ。ドゥーラは吸血鬼だから、血だけを使って作ってみる」

「おもしろそうだな」

　くく、と喉の奥で笑って、ヴィネルガは肩を揺すった。

「で、魔王には？　何を出す？」

「全部だ」

　きっぱりとロインは答えた。

「まず、ドーラとニジョグにも出した肉と魚の両方を出す。それから新作の血のソーセージ、そして最後に魔王のための特別なデザート。それで勝負する」

　ロインはソルティを見た。

「ソルティ。ここにいない、残る二人は、どんな調味料を与えてくれるんだ？　魔香と魔蜜って言ってたよな。てことは……胡こ椒しようと砂糖か？」

「おしい」

　ヴィネルガがぱちんと指を鳴らした。

「胡こ椒しようってのは、まあ、正解だけど、甘味の方は砂糖じゃない。蜜だ。花の蜜。オレとは別の意味で食ったやつを溶かすぜ？」

　それが憂鬱の種、と言いたげなため息を、ソルティは漏らした。

「……正確には胡こ椒しようとは違うスパイスを実らせる人造精霊の名前は、スパシィ。花蜜を産むのは、ハニューよ。あの二人は共生関係にあるから、一緒にいるわ」

「場所はわかるのか？」

　ソルティは頷うなずいた。

「けど、あの二人は、わたしやヴィネルガとは違う。覚悟しておいて」

　ただならぬ様子に気け圧おされ、ロインは固かた唾ずを吞のんだが、ヴィネルガは、平気平気、と歯を見せた。
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　ソルティとヴィネルガに連れて行かれたのは、最外郭にあることにはあまり意味がないといわれていた、公園の一角だった。

　奇特な貴族によって寄付されたそこは、人口の林と噴水、人工池があって、かつては家のない人間が天幕を張っていたものだが、魔王に占領されてすぐに傷病者の簡易病院として利用され、それもいまはなく、食い残された死体の骨が転がっているだけだった。

　人工池の隣には、小さな家ほどの大きさの温室がある。できた当初は宝石のように美しかったガラスも、いまはすっかり曇って中は見えない。

　奇跡的にほとんど割れておらず、下の方は苔こけ生むしていた。

　扉に鍵はかかっておらず、ソルティが押すと蝶ちよう番つがいが甲高い悲鳴のような軋きしみを立てた。

　むわっとした熱気が、肌にべたべたと張り付く。

「すげ……」

　ロインは思わず呟つぶやいていた。

　話で聞いたことしかないが、密林というのはこういう場所かと思うような様相だった。

　それほど広くない温室を、植物が埋め尽くしている。

　色も匂いも緑が濃い。

　足元も草や苔こけが密生していて、ふかふかしている。

「スパシィ、ハニュー、いるんでしょ？」

　ソルティがそう声をかけると、奥の方で枝がガサガサと鳴った。

「そこか」

　迷いなく音のした方へ、ソルティが歩きだす。後に続いて進むと、すぐに、少しだけ開けた場所に出た。

　ロインはぎょっとして、思わず足を止めてしまった。

　木や草の壁に囲まれたその中心に、人の形をした樹きが生えていた。

　裸だが、完全に、木だ。

　人の部分の大きさは、ほぼソルティと変わらない。だが、その髪は天に向かって伸びて広がっており、豊かに葉を茂らせていた。

「スパシィ」

　呼びかけると、樹きは僅かに顔をこちらに向けた。そうすると広がった枝全体が揺れて、ざわざわざわと温室全体が鳴った。

「ソ、ルティ……久しぶ、り」

　口を開くと、乾いた木にヒビが入るみたいな音がした。実際、入ったのかもしれない。それくらい、スパシィの体は《木》そのものだった。

「ハニューは？」

　辺りをぐるりと見回して訊きくと、

「ここだよー」

　がさ、とスパシィの髪の間から、ソルティと同じくらいの年の娘が顔を出した。

　少しぽっちゃりしているが、こちらは普通の娘に見えた。ちゃんと服も着ている。普通の町娘のような格好だ。

「いま、いくねー」

　枝の間から飛び降りると、スカートが、ぽん、と、逆さにした花のように広がった。

　まるで羽毛を思わせる、ふわふわとゆっくりとした速度で落ちてきて、着地する。

　ぼよん、と巨大な胸が揺れる。

　ゆっくりと閉じるスカートを見て、ロインはそれが服じゃないと確信した。おそらく直接腰から生えている。まるで花弁だ。

　服に見えるものの胸元は大きく開いていて、揺れた乳房がこぼれおちそうになっていた。動くと、ちらちらと淡い桃色の先端が見え隠れする。

　だが、やはり普通の娘ではない。

　頭の天てつ辺ぺんには、うねる長い蜂蜜色の髪に埋もれるみたいに、蕾つぼみが屹きつ立りつしている。角に見えなくもないが、蕾つぼみだ。

「ひさしぶりー」

　とろんとした甘い声と共に、ひらひらと手を振る。

「どうしたのー？　あれー？　ヴィネルガも一緒なんだー」

「よ」

　軽く手を上げて、ヴィネルガも挨拶を返す。

　ソルティは腰に手を当て、尊大に見える態度で、ふん、と鼻を鳴らした。

「あんたたちもそろそろ飽きたでしょ？　新しい男を見つけたから、戻ってきなさいよ」

「えー？　ひょっとして、その子ー？」

　ハニューは、ぐるん、と首を捻ひねってロインを見た。

　視線が、ねっとりと絡からみつく。

「この子、誰かに似てるなー」

「フィレの息子」

「ああー」

　ぱん、とハニューは手を打った。

「わかるー。……なるほどー、息子が後を継いだのねー？　でも、なんでー？　フィレから聞いてた話とちがくないー？」

「事情があるのよ」

　父が自分を何と言っていたのか、気になるが、それはあとでソルティに聞こう。

「事情？　情事じゃなくて？」

「事情！」

　声を荒らげたあとで、ソルティは、大きく溜ため息いきをついた。

「……いい？　あのね──」

　彼女は、かいつまんでロインの置かれた状況などと話して聞かせた。

　スパシィは特に反応をしなかったが、ハニューは、ふんふん、と頷うなずいた。

「なるほどー。この街の魔王をとろかす料理を作るために、わたしたちが必要だとー」

「そう」

「ふうん」

　ハニューは首を傾かしげ、値踏みするようにロインを頭から爪先まで見た。服を着ているのに裸になっているような気になる。

　顔立ちは幼いのに、瞳は大人の女のそれだ。

「いいよー。それじゃあ、さっそく試してみるー？　あ、まずはスパシィねー。この子を満足させられないようだとー、ハニューはその気にならないかなー」

　立てた人差し指をぽてっとした唇に押し当てて、頭を揺らす。

　からかわれているような、侮あなどられているような、そんな気持ちになった。

　いいだろう。

　試せというなら、試してやる。どのみち、どうしたってスパイスは手に入れなければならないのだ。できなければ、死ぬ。

　ロインが近づくと、ハニューは跳ねるように下った。

　スパシィはその場に立って身じろぎもせず、ちらりとだけロインを見たのが、唯一の反応だった。本当に、木だ。幹に直接、女体を彫ったら、こんな感じになるに違いない。

（どうすりゃいいんだ？）

　生きた木の相手など、皆目見当も付かない。

　とりあえず、肩に触れてみた。

（やはり、木だ）

　街路樹の幹に手を当てたのと同じ感じだった。とても女の肌に触れているとは思えない。

　反応もない。

　かさかさと乾いていて、固い。

　手を滑らせ、乳房をつかんでみたが、こちらも固く、まったく形が変わらない。乳首もただの小さな瘤こぶのようだ。

（どうしろっていうんだよ）

　動物ならまだ工夫のしようもあるが、植物人間をどうしたら気持ちよくさせる方法など、ひとつも思いつかなかった。

「……あー寒い」

　後ろで不意に、ソルティがそんなことを言い出した。

「ここ、寒くない？　火、焚たくからね」

「えー？　別に寒くないよー」

　ハニューが首を傾かしげる。

　ロインも同意だった。別に寒くはない。むしろ少し蒸すくらいだ。

「わたしは寒いの」

　そう言うと、ソルティはそこらの木の枝を折り、掌てのひらから溢あふれだした塩の中に埋める。これも何をしているのか、さっぱりだ。

「水分を抜いてるのよ」

　心を読んだみたいに、ソルティが言った。

「生木じゃ燃えないから。──よし」

　塩の中から枝を取り出し、枝を積み上げる。どこから取り出したのか、マッチを擦って火をつけると、それを枝の山に放り投げた。

　ぼう、と音を立てて枝が燃え上がる。

「あったかー」

　ソルティは炎に手をかざし、はー、と息をつく。

　いや、暑いだろ！

　離れていても、熱を感じる。

　本当に、何がしたいのかわからない。ヴィネルガは、なんだかニヤニヤとソルティを見ていて、意図を理解している様子だが、教えてくれるとは思えなかった。

　人造精霊にしかわからない、何かがあるのだろうか。

（集中、集中……）

　ロインは、スパシィに向き直った。

　手を伸ばし、頰に触れてみる。他の部分に比べると、幾分、柔らかい。言葉を話すし、目も動くからだろう。

　誉ほめる言葉も浮かばないので、親指で唇に触れてみた。

　やはり、固い。

　そのまま少し強引に、こじ開けてみる。樹きの洞に手を入れたときみたいに、ほんのりと温かいが、口の中という感じはしない。乾いている。

　指を引き抜き、ロインは困り果てた。

　腿ももの付け根を見たが、足はぴったりと閉じていて、指が入る隙間もないように見える。この固い肌を何とかしない限り、どうしようもない。

　それともまったく別の方法で、父はこの娘を濡ぬらしたのだろうか。

（言葉責め、とか？）

　俺にはハードルが高い、とロインは思った。誉ほめるのも照れが入ってしまう。娼しよう館かんではそうした責めが得意な女もいるが、ロインの趣味ではなかった。

　とはいえ、それが正解なら、四の五の言ってはいられない。

「……い、いやらしい体しやがって」

　思い切って言った途端、

「ぶはっ！」

　後ろでヴィネルガが吹き出した。

「わ、わりいわりい。続けてくれ。どうぞどうぞ」

（できるか！）

　心が折れた。

　何より、スパシィが冷めた目でこちらを見ているのが耐えられなかった。思ってもいないことを言ったことを、見透かされている気がする。

（どうすりゃいいんだか……）

　溜ため息いきをついて、ロインは額の汗を拭った。

　蒸し暑い。

　焚たき火びのせいだ。それの温室というこの場所のせいで、汗が噴出してくる。

「脱いじまえば？　スパシィだって裸なんだし。あ。オレたちなら気にしなくていいから。いまさら、男の裸に恥ずかしがるようなもんでもないし」

　ヴィネルガに言われ、それもそうか、とロインは思った。

　ひょっとしたら、そこに突破口がある可能性もある。

　女の裸に男が興奮するのと同じく、女も昂たかぶるはずだ。もっとも、普段隠されているところが露あらわになるからよいのであって、上半身裸になったくらいでは、駄目だろう。

（よし）

　意を決し、ロインは服を脱いだ。ズボンも脱ぎ、一瞬、躊躇ためらったあとで下着も下ろした。靴を履いたままなのは何とも間抜けな気がしたが、裸足はだしは痛い。

　分身はだらりと下ったままだった。さすがに、木の幹に掘られたような女には、興奮を覚えることはできなかった。

　肌が外気に触れて、僅かな涼しさを感じた。だが、それはすぐに消えて、ますます上がる気温に全身から汗が噴出し、肌を流れた。

（本当、何のつもりなんだ）

　頭から流れ落ちてくる汗を掌てのひらで拭い、

「燃っえっろ、燃っえっろ」

　と言いながら、つぎつぎと枝をくべるソルティを、呪った。

　いや、構ってなどいられない。この木のような娘を、どうにかして悦よろこばせなければならないのだから。

「とりあえず、ちゅーしたらどうだ？　ちゅー」

　ヴィネルガが、適当なことを言う。

　それもありかもしれないが、とりあえず観察してみよう、とロインは裸のままスパシィの周りを巡った。

　やはり、どこからどう見ても、木の人形。

　匂いは──とロインは顔を近づけた。

　その時、顔を流れた汗が顎を伝って、落ちた。

「──あっ」

　艶っぽい声が、スパシィの固い唇から漏れた。

　驚いて少し離れたロインは、一体何が彼女に声を上げさせたのかを探した。

（もしかして──）

　ロインは彼女の肩に、染しみを見つけた。それだけならば気にかけることではないが、その染しみは彼女の体表を、明らかに変化させていた。

　指を伸ばし、おそるおそる触れてみた。

（やわらかい！）

　普通の人肌に近い弾力を、指に押し返してきた。

（もしかして……）

　ロインは、汗で濡ぬれた手でスパシィの二の腕をつかんだ。

　ぴくん、と震える。

　手を離さず、そのまま待っていると、手の中で彼女の腕が、ふにゃり、と柔らかくなった。

　ぴんと来た。

（汗──いや、水分か！）

　木のような肌が、水分を吸うと人のように柔らかくなるようだ。

　ならば、愛あい撫ぶもできる。感じさせることができる。

　幸い、いまは全身汗だくで、しかも全裸だ。水分の塊りと言ってもいい。ロインはスパシィの前に回ると、包むように思い切り抱きしめた。

「あっ」

　木の唇から声が漏れる。

　腕に力をこめると、最初は固かった体が、汗が染しみ込こむにつれて柔らかくなっていく。

　胸板の下で控え目の乳房が元の弾力を取り戻していく。

　そのふくらみの先端で、刺さるくらい固かった蕾つぼみも、こりんとした感触へと変わった。全身で愛あい撫ぶするように、胸板でこねると、別の意味で固くなってきた。

「んぶっ」

　唾液をたっぷりと溜ためて、スパシィの唇にくらいついた。すぐに唇が柔らかくなる。

　ゆるんだそこへ唾液を流し込むと、歯列がほどけた。すぐさま、舌を差し込み、口内をまさぐる。

　ちゅう、と応えて、スパシィが舌に吸い付いてきた。

　吸引力がすごく、引き抜かれてしまいそうで、痛い。唇で舌の根元を捕えながら、ぬるぬると絡からませてくる。

　唾液が、あっという間に吸い取られていく。

　スパシィの体が柔らかくなるにつれて、彼女の熱が伝わってきた。固い肌の下に、情熱を秘めていた。

　焚たき火びの熱と彼女の体の熱さで、くらくらする。

　回していた手を下ろし、臀でん部ぶを鷲わし摑づかみにした。流れた汗で、じゅうぶんにやわらかい。肉感のあるそれを、少し乱暴なぐらいに、こねくるように揉もんでいく。

「んっ、んっ」

　手の動きに合わせて、小刻みに声が漏れる。

　汗で滑った手が、尻の割れ目に入り込み、人差し指が秘部に届いた。閉じていた扉が、キスをするように指に吸い付いてくる。

「ふあっ！」

　唇が離れ、スパシィが仰のけ反ぞる。

　ロインは白い喉に歯を立てずに嚙かみ付つき、るろるろと舌を這はわす。そうしながら片手で臀でん部ぶを揉もみ続け、人差し指で秘部をぬるぬると擦り続けた。

「ひっ、うっ」
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　指が動くたび、スパシィが喉の奥で声を漏らす。

　ぴん、とスパシィの足が伸びた。

「ひっ、ひっ、ひっ、ひっ──くいいいいっ！」

（イった!?）

　スパシィは膝から崩れ、その場に座り込んでしまった。彼女の頭から伸びが枝は、変わらず傘のように広がっている。

（しまった、香辛料！）

　そう思ったが、どこにもそれらしいものはない。

　とろとろに濡ぬれた手の匂いを嗅いだが、女の匂いがするだけで、ソルティやヴィネルガのような、特別な体液というわけではなかった。

（どうなってるんだ……）

　彼女は気だるげに顔を上げ、ロインを見た。その目が何かを求めているように思えた。もっと水が欲しいのだろうか。

　だが、こっちもカラカラだ。

「すごいすごいー」

　──ぐにゅん。

　完全に不意打ちで、背中にものすごい肉圧を感じた。

　知っている、極上の二つの柔らかさ。

　いつの間にか近づいてたハニューに、背中から抱きしめられていた。

「あっ！」

　と声を上げたのは、ロインだけでなく、ソルティもだった。

　ハニューが、屹きつ立りつしたロイン自身をつかんだ。

「あなた、ソルティのお気に入りなのねー？　これだけお膳立てしてもらえば、そりゃあ答えはわかるだろうけどー、ちゃんとこんなに固くしてくれたから……ご褒ほう美び」

　ハニューの柔らかい指が、軟体動物のように絡からみつき、猛烈にしごきたててきた。

「ロイン！」

　ソルティの声がした。

「ほら、いっちゃえー」

　はむっと耳じ朶だを嚙かまれると同時にロインは盛大に果て、白濁した体液がスパシィの顔面に、胸に、たっぷりとかかってしまった。

　悪い、と謝ろうとしたその時、

「はあああああ」

　スパシィは何な故ぜか、嬉うれしそうな声を上げた。

「ほら、見てー？」

[image: ]

　ハニューが楽しげに言う。眼前で、スパシィから伸びた枝に、ぽこん、ぽこん、と黒い果実が生なっていく。

「これが、魔胡こ椒しようの実。あなたの命で実ったのよー？」

　ハニューの手が離れ、ロインは足に力が入らず、その場に座りこんだ。

　眩暈めまいがする。頭痛も。

「けど、こんな簡単にイっちゃうんじゃ、わたしの花は咲かせられないなー。わたしは、我慢強い男が好きなのー。いくら責めても、全っ然イかない男にときめくのよー？」

（そう、なのか……）

　ぐらっと世界が傾いた。どすんという衝撃と共に、視界がまっくらになった。

「ロイン！」

　ソルティの声が遠い。

　暑さのせいだ。だが、原因となった焚たき火びの理由が、ようやくわかった。ヒントをくれようとしていたのだ。

　ったく──だったら直接、教えてくれればいいものを。

　人造精霊の考えることはわからねえ、と思いつつ、ロインは気を失った。
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「ごめん、ロイン！」

　ロインがブラッド・ソーセージの試作をしていると、ソルティの声がそう飛んできて背中にあたった。

　さっきから後ろで、なにやらもじもじとしているなあ、と思っていたが、謝る踏ん切りをつけようとしていたらしい。

「何が？」

　手を止めずに訊きく。

　籠から大型の鳥を取り出して抱きかかえ、頭をつかんで喉を搔かっ捌さばく。

　びゅっびゅっと鮮血が迸ほとばしり、ボウルに溜たまる。勢いが落ちたところで頭を切り落とし、紐ひもで縛った足をフックに引っ掛けて、血抜きをする。

　と言っても、使うのは血の方だ。肉も食べるが、メインではない。

　血抜きの間に、スパイスを作る。

　スパシィから採れた実はこぶし大もあったが、割ってみると胡こ椒しようと変わらない大きさの実が詰まっていた。

　胡こ椒しようの実は乾燥させたものだが、これは生の実だ。潰してみると、鼻を抜ける爽やかな刺激臭が広がった。かなり強烈な香りだ。

　量を間違えたら、血の風味が完全に消えてしまうだろう。

「気づいたんでしょう？　わたしが余計な手出しをしてたこと……」

「……ああ、そのこと」

　おおよその量を乳鉢に入れて、磨すり潰つぶす。刺激にくしゃみが出そうになるが、涙は出ない。

「何で謝るんだ？」

「え？　だって、男はプライドが高いから、女を自分で攻略したいんでしょう？」

「なんだそれ？　親おや父じが言ったのか？」

「そうじゃないけど……そういうものだって言われてたから。だから、手を貸すにしてもさり気なーくやるつもりだったんだけど、ちょっと加減が……」

「まあ、さすがに不自然だったよな。あそこで焚たき火びってのは」

　ははは、と笑って、ロインは磨すり潰つぶした魔ま胡こ椒しようをボウルに入れた。血だけだと固まり難にくいので、繫つなぎに小麦粉を加える。量を変えた血で何種類か作るつもりだった。

「おかげで水分だって気づけたけど、直接教えてくれてよかったんだよ。そりゃあ、自分の技量で女が悦よろこぶのは嬉うれしいけど、あいつらをイかせる目的は、そこじゃないだろ？」

「そりゃあ……」

　だまが残らないようによく混ぜ、それを別のボウルに分けて、再び小麦粉を加える。同じことを繰り返し、五種類の原液を作った。

　腸を準備し、そこにソーセージ用の注射器で血を詰めていく。ぱんぱんになったら口を縛って、同じ長さになるように途中をねじってやる。

　小麦粉の量の違うものを作って、あとは茹ゆでれば完成だ。

「じゃあ、怒ってない？」

「ないよ」

　噓うそじゃない。

　こっちも素直に助言を求めればよかった。そうすれば、手間をかけさせずに済んだし、遠回りをしなくても済んだ。

　自分で謎を解くのが気持ちよくなかったとはいわないが、いまは事情が違う。限られた時間の中で、どうイかせればいいかの試行錯誤をしている余裕はない。

「えへへ」

　甘ったるい笑みを洩もらしながら、ソルティは隣に来て、とん、と肩をぶつけてきた。

　まるで、甘えているみたいだ。

「で？　ハニューはどうすればいいんだ？　イかない男が好きとかなんとか言ってたけど」

「んー……そのまんま」

　大鍋に湯を沸かすロインの手元を、覗のぞき込こんでくる。

　火加減を調整して、沸騰する寸前くらいで保ち、赤というよりは黒いソーセージをゆっくりと鍋に沈めていく。

　あとは、火加減に気を付けながら、茹ゆで上あがるのを待つだけだ。

「まんま？」

「うん。ハニューは、肉体的に自分が気持ちよくなることには興味がないの。男を責めて責めてイかせようとすることで快楽を得て、頭の花を咲かせるんだけど」

　あの頭の蕾つぼみって、本当に本物の花なのか。

「いままで、開花まで我慢できた男は、フィレだけなんだよね」

「マジか！」

　驚いて、ソーセージを破きそうになった。スパシィを責めていたとき、こちらも十分に興奮していたとはいえ、あの手て管くだはすごかった。

　娼しよう館かん『泥でい花か弁べん館やかた』の女たちにも、あれだけの技を持つ者はいない気がする。

「親おや父じって、すごかったんだな……」

「勃たたなかったからねー」

「え？」

「知らなかった？　だから、開花はしたけどハニューの満足には程遠くて、採れた蜜は苦くて使い物にならなかったのよ」

「へえ……」

「年なのか、他の理由なのか、フィレはただただ冷静にわたしたちをイかせまくったの。それはそれで気持ちよかったけど、楽しくはなかったな」

「なんでだ？　気持ちよかったんだろ？」

「そうだけど、フィレがわたしたちを見る目は、食材を見るのと違わなかったからね。そりゃあ、わたしたちは人じゃないけど、おもしろくはなかったわ」

「そうか……」

　フィレが情に薄い人間だと感じたことはある。料理には熱心だったが、合理性を追求するあまり、弟子たちに評判はあまりよくなかった。

「まあ、それはフィレに限ったことじゃないんだけど」

「そうなのか？」

「うん。けど、ロインは違うよね？　わたしたちをちゃんと女の子として見てる。わたしやヴィネルガだけじゃなく、どう見たって人じゃない、スパシィも」

　にい、とちょっと意地の悪い笑みを、ソルティは浮かべた。

「なぁに？　女の形をしてれば、なんでも勃たっちゃうの？　おっぱいがあればいいの？」

「そんなわけ──」

「冗談よ！」

　どん、と肩からぶつかられた。なんだか、妙に距離が近くなった気がする。

「おまえのいいところよね。だから、わたしも全面的に力を貸してあげる」

「お、おう……」

　態度の変わり方に戸惑いながら、ロインは鍋からソーセージを取り出した。

　見た目は、黒い。微かすかに赤味がかっているが、それはよく見ればで、ほぼ真っ黒だ。

　冷めるのを待って、それぞれ小麦粉の配合量別に分けて置き、それぞれからひとねじり分を切り取り、俎まな板いたの上に置いた。

　やわらかさ、香りなどを確かめるために、ひとくち分を切り出す。

　匂いは──やはりどれも血の匂いがする。だが、生臭くはない。スパイスがきちんと働いているようだ。

　小麦粉が多いほうが固めに仕上がっているが、その分、血の鮮烈さも弱い。

　あとは、味だが──

「待った待った」

　試食しようとしたら、ソルティに止められた。

「それ、魔ま胡こ椒しようを使ったでしょ？　あの量だと、人間にはきついわよ？」

「あ、そうか」

　あまり考えずに、スパシィの実を試してしまった。

　だがまあ、味に関して言えば確かめなくてもいいだろう。どのみち、魔王や吸血鬼が何をどう美味だと思うかはわからない。

　とりあえずオルガの情報にあった、ドゥーラが苦手をするらしい、血ち腥なまぐささは消せているから、大丈夫だろう。

「……どれがいいと思う？」

「んー……おまえは？」

「俺は、小麦粉の分量が一番少ない、ふわっふわに柔らかいやつが、いいんじゃないかと思うんだが」

「いいんじゃない？　ドゥーラは生の血を飲むようなやつでしょ？　より混ぜ物の少ない方が気に入るってことはあると思う」

　ロインは頷うなずいた。

　もちろん調理技術を駆使して、これをさらにアレンジすることはできる。だが、余計な手間が相手を怒らせることもある。

「これでいこう」

　魔王が気にいるかはわからないが、ドゥーラにはこれしかない。

　問題は、その魔王だ。

　彼だけが食べるもの──デザート。そのためには、ハニューの魔蜜が必須となる。

「イかない方法か……」

「我慢できる？　ハニューはうまいわよ？」

　それはわかる。

　彼女の指技に、これまで味わったことのない快感が背骨を駆け上り、果ててしまった。

　あれを我慢するのは、そうとう大変だ。

「……心当たりに、ちょっと聞いてみる」

　ロインの答えに、ソルティは怪け訝げんな顔をしたが、心当たりが何かについては言わなかった。

　その方がいいような気がして、黙っていた。
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「えぇ？　責められても、イかない方法ぅ？」

　急に訪ねたロインを、いつもと変わらぬ、のんびりとした口調で出迎えてくれたのはもちろん、ポーレンタ第四輪層一の娼しよう館かん『泥でい花か弁べん館やかた』のかつての華娼しよう婦ふ、ミナ・エノリカ──ミナ姉さんである。

　相変わらず、折れそうに細い腰と豊ほう穣じような胸と尻の持ち主で、長くうねる黒髪で顔の半分を隠して、うふふ、と微笑ほほえむ。

　着ているドレスは、今日も胸元は大きく開いて、裾も袖も花のように長く優雅に翻ひるがえる。

　館で唯一窓のある部屋は陽の光りに包まれて、とても穏やかな雰囲気だった。白を基調にしたレース飾りのテーブルクロスが敷かれた机の上では、紅茶が湯気を立てている。

「んー……ロインちゃん、《早い》からなあ……」

（うっ）

　ぐさりと刺さった。

「あっあっ、ごめん、気にしないでぇ。むしろ皆には喜ばれてたからぁ。ほらぁ、《遅い》お客さんはしつこいし長いし疲れるし、大変だからぁ。ねぇ？」

　にっこりと微笑ほほえまれたが、かえってきつい。

　慰めになってない。

　だが、はっきり言ってくれてよかった。ちゃんとこちらのことをわかっていてくれているなら、助言も正直にしてくれるだろう。

　早いという、それこそが、今回の問題点なのだから。

「……ええと……俺が早いのは前提として、それでも、あえて、なんとか我慢する方法っていうのはないですか？」

「薬とかでってことぉ？」

　ロインは頷うなずいた。

「何かそういう技術みたいなものでもいいんですが、何しろ時間がないので」

「そうねぇ」

　ミナは唇を尖とがらせて、首を大きく捻ひねった。

「イってもイっても勃たちっぱなし、っていう秘薬ならあるけど、イかない薬っていうのは、置いてないわねぇ……だってほら、イってもらわないと、困るし」

　それはそうだ。

　男がイかなかったら、いつまでも仕事が終わらない。

「それに、ロインちゃんには向いてないと思うなぁ」

　それはつまり、簡単に早いのは治らない、ということだろうか。ミナがそういうのだから、事実なのだろう。

（万事休す、か）

　がっくりと肩を落とすと、ミナが、あらあらあら、と笑った。

「そんなに落ち込まないでぇ？　それはそれとして、やり方がないわけじゃないからぁ」

「ほ、本当っすか？」

「うん。……イっておけばいいのよぅ」

「え？」

「だからぁ、するまえにとにかく、出して出して出して出して、もう空っぽで何もでないくらいに出してから、責められればいいんじゃなぁい？」

「いやでも、そこまで出したら、もうまったく勃たないですよ」

「そこで、お薬よぉ」

　うふふ、とミナは微笑ほほえんだ。

「イってもイっても勃たちっぱなしなんだから、もう出なくなっても大丈夫。効果が切れるまでは、ずっと固いままよぉ」

「それ、ください！」

　思わず食いぎみに、身を乗り出してしまった。

「代金は総督代理が出しますから！」

「え、そうなの？」

　きょとんとした顔をして、ミナは首を捻ひねった。

「どうして、総督代理が──」

「いや、いろいろありまして……」

　さすがに人造精霊たちのことは話せない。情報収集の一環ということで、総督代理には代金を請求するつもりだった。

「ふうん……」

　何かを察したような様子を見せたが、それ以上、追及するようなことしなかった。ここには秘密がたくさん埋もれている。いちいち掘り出したりはしない。

　ミナは、よいしょ、と立ち上がると戸棚から青い小瓶を出し、それを大事そうにそっと、テーブルの上に置いた。

　一目で珍品だとわかる。

　ガラス細工品は珍しくはないが、これほど精緻なものは見た事がない。わざわざそんなものに入れてあるということは、かなり値が張るということだ。

「これひと瓶で、四時間は勃たちっぱなしになるから、貧血には気をつけてねぇ。代わりに、そのあと三日はうんともすんとも勃たたないから、覚悟しておいてぇ」

「わ、わかりました」

　三日もか──このままずっと勃たたないんじゃないかと不安になりそうだ。

　しかしいまは、そんなことを気にして入られない。

　ロインは、青い小瓶を丁寧に持ち上げた。

　一体どんな成分なのか得体が知れなかったが、知らない方がいいだろう。何をどうして作ったかを知ったら、飲めなくなるかもしれない。

「それで、どうするのぅ？　自分でするのぅ？」

「そのつもりです」

　さすがに、ソルティとかには頼みづらい。

「あらぁ。だったら、うちでするぅ？　それなりの料金を出してもらえれば、館の娘たちに相手をさせるけどぉ」

　魅力的な申し出だった。ここでカラカラになるまで搾り取られるのも、いいかもしれない。さすがにすぐに回復するようなことはないだろう。

　頼みます、と言いかけて、ロインは躊躇ためらった。理由は自分でもよくわからなかったが、ふと不意に、ソルティの顔が頭に浮かんだのだった。

「……考えておきます」

　答えが意外だったのか、ミナは何度か目を瞬まばたいて、あらざんねん、と洩もらした。
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「はあ!?　そんなのダメに決まってるじゃない！　そんな必要ないでしょ!?　この！　わたしが！　いるんだから！」

　食堂の地下に戻り、ミナの申し出を話すと、ソルティはみるみる機嫌が悪くなり、そう言い放った。

　ヴィネルガは喉の奥で笑いながら、ソルティの剣幕を愉快そうに見ている。

「それともなに!?　わたしじゃ不満だっていうの!?」

「い、いや、話が見えないんだが……」

「だから！　このわたしが！　してあげるって言ってるの！」

「えっ!?」

　驚きのあまり、思わず青い小瓶を取り落としそうになった。

　ロインは、慌ててしっかりとつかみ、ほうと安あん堵どの息を漏らした。安全な棚にしまっておかなくては。飲むのはまだあとだ。

「……なによ」

　じろりと睨にらまれ、ロインは、いやあ、と言葉を濁した。

「やっぱり、わたしじゃ嫌なわけ？」

「そんなことないが……」

「じゃあ、なに？」

「いや、意外だったから。してもらうことはあっても、することはないのかなって」

「はあ？　いままでもしてあげてるじゃない！」

　確かにそうだ。

　だが、ロインの感覚では、これまでのことは何となくの流れからそういうことになったという認識だったので、改まって頼んでも断られるに違いない、とどこかで思っていた。

「……じゃあ、頼めるのか？」

「し、しかたないわね。そんなに言うなら、してあげなくもないわ！」

　何な故ぜかソルティは、勝ち誇っているように見える。

　誰に対して何を勝ったのか、ロインにはわからなかった。

　だがこの展開は、願ったりだ。

　ハニューには及ばないが、自分でするよりはずっと気持ちいいし、捗はかどるだろう。

「なあ、オレも手伝ってやろうか？」

「結構！」

　ヴィネルガの申し出を、ソルティは間髪入れずに断った。彼女にも手伝ってもらおう、と言えるような様子ではなく、ロインは沈黙した。

「わたしだけで十分！　あんたは引っ込んでいて！」

「へいへい」

　肩をすぼめたヴィネルガの様子を見て、端から手伝う気はなかったな、とロインは気づいた。ソルティをからかったらしい。

「……ロイン、おまえの部屋に行くわよ。ここじゃ落ち着かないでしょ？　それとも、ヴィネルガに見られながらしたい？」

「いや、それはちょっと」

「じゃあ、行くわよ」

　ソルティは、ヴィネルガをじろりと睨にらむと、

「ついてくるの禁止！」

　と、びしりと指を突きつけて、言った。
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　店の二階にあるロインの部屋は、決して広くはない。ベッドとチェスト、ビューローがあるだけだ。窓はあるが、隣の家の壁が邪魔をして、昼間でも暗い。

　ロインは、天井に下ったオイルランプに火を灯ともした。それでようやく部屋全体が、ほんのりと明るくなる。

　振り向くと、ソルティはもう服を脱ぎ始めていた。

「……なに？」

「い、いや」

　雰囲気作りもなにもないな、と思ったが、その必要を感じないのかもしれない。

　ロインも自分で上着を脱いだ。ズボンも下ろし、裸足はだしになって下着だけになる。ソルティはすでに真まっ裸ぱだかで、堂々とその立派な体を明かりの下に晒さらしていた。

　張りのある豊かな胸を見て、ロイン自身がぐうっと持ち上がる。

　その様子を見て、ソルティは微笑ほほえみ、

「それも脱がないとできないよ？」

　下着を指した。

「わ、わかってるよ」

　腰の部分に親指を引っ掛け、一気にずり下ろそうとしたら、

「あ、待って」

　と止められた。

「……わたしが脱がしてあげる」

　そう言うと、ソルティはロインの前にひざまずいた。

　ふくらみが丁度、顔のところに来る。

　ロインが手を離すと、代わりにソルティの手が下着の腰の部分をつかんだ。

　下ろされると、ぶるんっと勢いよくまろびでた。

「わ、元気」

　嬉うれしそうに言って、ソルティはロインの下着を足首までずり下ろした。ロインはそれを完全に脱ぐと、ベッドの下に蹴り入れた。

「ふうん」

　何な故ぜか感心したように言って、ソルティは顔を近づけた。

　──すんっ。

　匂いを嗅がれた瞬間、ぴくんと動いてしまった。

「期待してるの？」

　ふふ、と笑むと、ソルティは指の腹で裏の部分を撫なでた。

　ぞくっとした刺激に腰が引けそうになる。

「これにこの町の人たちの命がかかってるなんて、おもしろいと思わない？」

　少しも面白くはない。

「いわば、これがこの町の聖剣ってことね。聖なる剣じゃなくて、性的な剣だけど」

　ソルティは、自分で言って笑った。

　正直、ロインは面白いとは思わなかったが、気を悪くされても困るので黙っていた。沈黙こそが黄金だ。

　ぎゅっとつかまれ、ゆっくりと手が動いていく。

　なぜろう、前よりも気持ちいい。

　技術ではない。安心感、だろうか。ソルティに体を委ねられる。

　前は緊張していたのだと気づいた。

　だから、手だけだとイけなかった。

　だが、いまは違う。ソルティの優しくも早い手の動きに、ロインはあっという間に果ててしまった。

「たくさん出たね」

　ふふ、と嬉うれしそうに言う。

「でも、まだまだ。これからだから──じゃあ、ベッドに座って」

「あ、ああ……」

　言われるまま、ロインはベッドに腰掛けた。ぎしっと音を立てた安いマットレスは、冷たくて尻がひやりとした。

「よいしょ」

　ソルティは開いたロインの足の間に来ると、腿ももの上に腰を下ろした。やわらかな臀でん部ぶの感触がわかる。見た目よりもずっと軽い。

　彼女の腕が背中から肩に回され、ロインは少し屈かがむような格好になった。

　顔が近づいてきて、唇を吸われた。

　舌が割り込んでくる。

　ロインも応えて舌を出す。

　舌と舌が絡からみ合あって、ぞくぞくした快感が口から脳に向かって広がると、一度萎えかけたロイン自身がふたたび力を取り戻す。

　そのまま口を離さず、ソルティはつかむと、猛烈にしごきあげた。

　キスをしながらの愛あい撫ぶは強烈だった。

　快感が、上と下で繫つながる。

（うっ）

　ロインは、再び、あっけなくイってしまった。

「まだまだいけるでしょ？」

　微笑ほほえみながらそう言って、ソルティは太ふと腿ももから降りた。そうして、ロインの足の間に膝立ちになる。その位置だと、ロインの分身は、丁度、彼女の豊かな胸の真正面にくる。

「胸でしてあげる」

　ソルティは柔らかな双丘で、ロインのそれを挟み込んだ。

　あたたかい。

　ソルティは口を開け、唾液を垂らした。

　肘を横に広げて乳房を持ち、肉の中にロインを埋没させる。

　とても温かい。

　イった直後で敏感になっているそこに、強すぎない刺激が心地いい。

「するね」

　そう言うと、ソルティは左右の乳房をべつべつに動かし始めた。他に替えのない柔らかさの中で揉もまれる。

（ううっ……）

　さすがに刺激が強い。だが、痛くはない。ぴりっぴりっとするが、それにも次第になれてきて、また力を取り戻していく。

「ふふ」

　嬉うれしそうに笑い、ソルティは手に力を籠めた。柔らかさの中に時折感じる、蕾つぼみの固さが、刺激に変化をつけて単調にしない。

「ふっ、ふっ」

　ソルティの鼻息が荒くなり、もじもじと太ふと腿ももを擦り合わせる。

　動きが激しくなり、ロイン自身が胸の谷間から顔を出したり、消えたりを繰り返す。

（イ、イく……っ）

　再び果て、ロインはひきつれる痛みに顔を顰しかめた。

　飛び出した体液が、ソルティの顔に、髪にかかった。糸を引いて落ちる。だが、彼女はそれを拭おうともせず、そのまま再び、胸で擦り始めた。

　さっきよりもすべりが良いい。緩急をつけた刺激に、すぐにまたイってしまいそうになる。

「いいよ。ほら、イって？」

「……ううっ」
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　ソルティの許しを得て、ロインは力を抜いた。途端、快感が一気に込み上げてきて、再びロインは果てた。
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「もう出ない？」

　顔も胸もロインの精液でべとべとになったまま、ソルティは訊きいた。

「わ、わからない……」

　こんなに短時間で、これほどの回数、イったことはなかった。娼しよう館かんでは、一度イけばそれまでだったから。

「まだ固いし、いけそうだね。じゃあ……」

　ソルティは胸を離した。

　ロイン自身とふくらみの丘の間で、糸が引く。

「……口でしてあげる」

　ロインが、え、と思う間もなく、

　──ちゅ。

　ソルティは躊躇ためらうことなく、ロインのそれにキスをした。ただキスをしたわけではない。べとべととついた体液を吸い取っていく。

　そうしてあらかた綺き麗れいになると、今度は大きく舌を出して、舐なめ上げた。ぺたりと吸い付いた舌で擦りあげていく。

　それが済むと今度は、はむっ、とロインの急所の片方を口に含んだ。

「…………」

　そのまま、口の中で飴あめでも舐なめるみたいに転がす。

（ふふっ、おもしろい）

　ソルティは目を細めた。ここは男の最大の急所だ。食いちぎられるかもしれない、という本能的な恐怖が、命の製造を促して脈動するのが口の中でわかる。

　てゅぽん、と解放してやると、ぐぐっと収縮した。もう片方も同じように口に含み、たっぷりと恐怖を与えてやる。

　ロインはその間、何度も小さく呻うめいては、内うち腿ももの肉を引ひき攣つらせていた。

　ソルティは口を離すと、ロイン自身をつかんで引き寄せた。

　目の前に、ぷっくりと傘の開いた頭がくる。

　その先端にキスを擦るように押し当て、ゆっくりと唇を進めて口に含んだ。

　さすがにおっきい。

　呼吸は鼻でするしかない。

　指を離して、さらに奥へ進める。空いた手は腿ももに回してがっちりとつかむ。

　そのまま顔は動かさず、口の中で舐なめまわした。

　目を閉じると、形がはっきりとわかる。その輪郭をもっとはっきりとさせるみたいに、ソルティは舌を動かした。

　舌先が、小さな窪くぼみを見つけた。

「うっ」

　ロインが小さく声を上げる。

（ここが気持ちいいんだ）

　目を細め、ソルティはそこに舌先を当てた。

　めくるように何度も舐なめる。

　その度に、ロインの腰が浮くのが面白い。

　逃がさないようにがっちりと腿ももをつかんで、舌をくりっとねじ込むようにした。もちろん、入らない。けれどあきらめずに、無理を承知でねじ込もうと、ぐりぐりと舐なめた。

「あっ、イくっ！」

　突然、ロインは暴発した。

　大量の白濁液が口の中に溜たまっていく。ソルティは目を白黒させながら、それでも口を離さず、しゃくりあげるのが収まるのを待った。

「ふーっ」

　こぼさないように、ゆっくりと口から引き抜く。

　リスみたいに頰をぱんぱんにしながら顔上げると、ロインと目が合った。どろっとした弛し緩かんした顔をしている。

　それを見ながら、ソルティはごくりと飲み干した。ふうっと息をつき、どん、とロインの肩を押してベッドに倒した。

「い、挿れさせてはあげられないけど……」

　自分もベッドに上がり、どろどろの彼自身の上に跨またがる。しゃがみ、押し当てて、ぬるっぬるっ、と前後に腰を動かす。

「んっ」

　その度、ソルティは痺しびれるような快感を味わった。これは彼をイかせるのが目的だとわかっているけれど、我慢できなかった。

　擦れるたびに、腰が跳ね上がりそうになる。けれどもやはり少し物足りない。でも仕方がない──そう思っていたら。

「あっ！」

　不意に、ロインにがっしりと尻をつかまれた。

「だ、駄目よ！　入れちゃ──」

「わ、わかってる……」

　ぐぐっと押し付けられ、凄すさまじい快感が広がった。力が抜けてしまい、ソルティはロインの上に倒れこんだ。

「ロ、ロイン……」

　はあっはあっ、と荒い息の下で彼の名前を呼ぶと、唇を奪われた。

「んむっ」

　貪るように舌を絡からめあう。

　互いの胸の間で、体液がいやらしい音を立てた。

　ぐ、とロインの腰が跳ねた。

　ソルティの腰をつかんだまま、ピストン運動をするように何度も何度も跳ね上がる。

「んあっ！」

　激しい動きに、ソルティは唇を離して喉を仰のけ反ぞらした。

「い、挿れちゃ駄目……挿れちゃ駄目……」

「わか、ってる」

　そんな言葉を繰り返しながら、互いの股間を擦なすり付つけあった。

　物足りなさを感じながら、それでも最後の絶頂が近いと、二人は本能で感じていた。

　ひときわ大きく腰が動き、ロインのそれがソルティの秘所から逃れる。同時に、彼の手が、尻肉をつかんで、左右に思い切り広げた。

「だ、駄目……っ」

　ソルティは抵抗しようとしたが、力が入らなかった。

「わかってる、わかってるから……」

　ぐぐっとさらに尻が広げられ、矢のように尖とがった彼自身がぐっと押し当てられたのは、別の穴の方だった。

「こっちなら……少しなら……」

　ロインが苦しそうに呟つぶやきながら、侵入を試みてくる。だが、果たせない。ソルティが力を抜かない限り、皺しわを擦るばかり。

　確かに、こっちなら問題はない。試したことはなかったけれど、そう知っていた。

「頼む……中で……少しだけでいいから……」

　泣きそうな、苦しそうな声に、

「少し……ちょっとだけだからね……」

　ソルティは、力を緩めた。

　途端、押し広げられたそこに、ロインの先端が僅かにめりこんだ。

　ぐっ、さらに侵入を試みてくる。

　だが、そこまでだった。
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「ううっ！」

　低く呻うめいて、ロインはソルティの中に僅かに果てた。

「あああっ！」

　その瞬間、ソルティも絶頂を迎えた。凄すさまじい快感が体を貫き、目の前で火花が散った。

「あ、あ……」

　ソルティは、ロインの上に、どさりと倒れこんだ。

　ソルティとロインは、互いの汗などに塗れ、その温かさの中で、例えようのない一体感に包まれ、いつまでもベッドで抱き合っていた。
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「あれー、諦めずにまた来たのー？」

　同じ日の夜、例の温室でハニューは、そうロインたちを出迎えた。

　後ろではスパシィが椅子に腰掛けてこっちを見、ひらひらと手を振った。今日の彼女は髪を枝のように広げてはおらず、木彫りの女の様はそのままに、自由に動けるようだった。

「諦めるわけにはいかないんでね」

　ロインは、そう言って服を脱ぎ捨てた。

　下着を下ろすと、ペニスがいきおいよくぶるんとまろび出、堂々と天を指した。

　薬のおかげで、がちがちに固い。

　正直、感覚が麻ま痺ひして触っても何も感じないのだが、そんな状態でもしっかりと勃った。とんでもない薬だ。

「あららー。始める前からそんなんじゃ、すぐにいっちゃうんじゃないのー？」

「試してみたらどうだ？　今日の俺は違うぜ？」

「ふうん、自信、あるんだー」

　にこにこしながら、ハニューはロインに向かって歩き出した。

　歩きながら、腕を上げて頸くびの後ろで結んだ服の紐ひもを解く。

　ぱさり、と服が落ちると、その下には何も着けておらず、おそろしいほど豊かな胸があらわになった。腿ももの付け根は無毛で、隠すものは何もない。

　視線を感じたのか、ハニューは立ち止まると片足を抱え上げ、思い切り伸ばした。ぱっくりと開いて、桃色の秘所が露あらわになる。

「んふふー」

　嬉うれしそうに笑うと、ハニューは脚を下ろし、ロインの隣に立った。

「興奮したー？」

「は、いまさら、そのくらいで」

「にしては、かちかちだけどー？」

　指がするりと撫なでてくる。

　あぶない。

　出し切っていなかったら、今のでイってしまったかもしれない。

「我慢しなくてもいいのよー？」

　二の腕に乳房を押し当て、足を絡からませてきた。ロインの腕はほとんどハニューの胸に埋もれてしまい、太ふと腿ももに秘部がぬるぬると擦なすり付つけられた。

「ほらほらー」

　耳元でささやき、耳じ朶だを、はむっと唇で嚙かむ。そうしておいて、ロイン自身に指を絡からませてゆっくりと動かす。

　感覚はほとんどなかったが、体はそれでも反応した。じわ、と濡ぬれてきて、彼女の指がそれを全体に塗り広げていく。

「すごーい、こんなに固くなって……すぐにいっちゃうんじゃないー？」

　しかし──

「んん？」

　ハニューは首傾かしげた。

　普通なら、この時点でどんな男もイくのだろう。だが、こちらはちゃんと準備してある。そう簡単には、果てない。

「どうした？」

　にやりと笑うと、ハニューは、小こ癪しやくな、という表情をした。だが彼女は、悔しげでありながら、どこか嬉うれしそうでもあり、頰を染めて、むずむずと腿ももを擦り合わせた。

「よーしー」

　ハニューは体を離すと、ロインの正面に回った。

「こうなったら、奥おう義ぎを出しちゃうんだからー」

　そう言うと、

「あーん」

　彼女は大きく口を開けて、

　──ぱくっ。

　そそり立ったロイン自身を、真上から丸まる吞のみにした。

　思わず引けそうになった腰を、彼女の手は尻肉をがっしりとつかんで逃がさなかった。力がものすごく強い。

「ふむもふむむもも」

　何を言っているかわからなかったが、口と喉がもごもごと動くのが気持ちいい。

　ハニューは頰をすぼめると、ぐうっと顔を持ち上げた。根本まで飲み込まれていたロイン自身が、唾液に濡ぬれて現れる。だが、完全には抜かない。

　尻をつかんでいない方の手が腰を撫なでながら前に回り、ロインの胸の先を、爪で引っかくように刺激した。

　きゅっと尻が締まる。

「んふー」

　ハニューがにやりと微笑ほほえんだ。なんだ、と考える間もなく、そこから攻勢が始まった。

　激しく頭を上下に振って、口と喉のすべてを使って刺激してくる。

　ただ刺激するだけではない。

　喉の複雑な構造、蠢うごめく舌、鋭い歯、それら全てを使ってくる。それは、挿入するよりもはるかに刺激的で、快楽の荒波だった。

　同時に、ロインの肌を引ひっ搔かき、尻を揉もむ。

　もしも事前に空っぽになるまで抜いておかなかったら、あっというまにイってしまっていただろう。

　だが、出ない。

　絞られきった急所が痛かったが、もはや一滴も出せるものはない。

「ふももふも！」

　ハニューが何かを言ったかと思うと、つぷ、と尻穴に指が突っ込まれた。

　腹の中をまさぐられる。

　びんっ、とロイン自身が跳ね上がる感覚があったが、ハニューの口にがっちり捕まえられていて逃げられなかった。

（イ、イく……っ）

　がくんがくんと腰が跳ねた。

　自分が絶頂を迎えている感覚は確かにあった。だが、それでも出なかった。出すものがなかった。

「むふぉいー」

　ハニューが、ぶるるるっ、と震えた。ロインを見つめる瞳はとろんとして、頰は真っ赤に染まっている。

　ぎゅうう、と肌に爪が食い込む。

「はああああああ！」

　ハニューが口を離し、吐息が唇から漏れると同時に、

（咲いた！）

　ハニューの頭の蕾つぼみが、捻ねじりあって絡からんでいたそれが解け、巨大な花を開かせた。

　濃厚な甘い香りがあふれ出す。

　その中心に、黄金色の蜜がたっぷりと蓄えられているのを、ロインは見た。これが、ハニューの魔蜜に違いなかった。

[image: ]

（やっ、た！）

　その瞬間、ロインは世界がぐらりと揺れて真っ暗になるのを感じた。これは貧血だ、とわかったが、どうすることもできなかった。

　自分が倒れる音を聞きながら、ロインは意識を手放した。あとはきっと、ソルティがうまくやってくれるだろう、と信じることができたから。





☆






「こりゃすげえ」

　採取した魔蜜を見たヴィネルガは、驚きの声を上げた。

　ソルティも同感だった。

　これほど純度の高い魔蜜を見たことはない。作戦が功を奏したとはいえ、ここまでの物が採れるとは思わなかった。

「はあー、気持ちよかったあー」

　ぶるるっと体を、胸を震わせて、ハニューは息を吐いた。頭の花は元の通りに閉じて、再び蕾つぼみに戻っている。

「わたしの口淫に最後まで耐えた男って、初めてだよー。すごーい」

「え、フィレは？」

「あれは勃たなかったんだから、論外ー」

「なるほど……。でもまあこいつも、ここへ来る前にソルティが散々抜いたんだけどな」

　ヴィネルガがばらしてしまったが、それ自体はルール違反ではない。

「へえー」

　おもしろがるように、ハニューにじろじろと見られて、ソルティはむずむずした。

「な、なによ」

「別にー。ずいぶんとお気に入りなんだなー、と思って」

「そんなんじゃ──ないわけでもないけど」

「……珍しい」

　ぼそりと、スパシィが呟つぶやく。

　ソルティは、ふんと鼻を鳴らした。

「でもまあ、これでしばらくは、欲求不満にならなくて済みそうだよな」

　ヴィネルガの言葉に、娘たちは頷うなずいた。

「これから、楽しくなりそー」

　体を揺するハニューの言葉に、ソルティは首を振った。

「そんな簡単じゃないわよ。その前に、魔王の試練を乗り越えなくちゃならないんだから」

「そりゃそうだが……いざとなりゃあ、オレたちでどうにでもなるだろ？」

　確かにヴィネルガの言う通りだった。

　だが、せっかく男の子が自分の力で勝負をしているのだから、その邪魔をしたくはない。

　料理で、その技で、堂々と勝って欲しい。

　自分たちの魔調味料を使っている時点で、彼だけの力ではないともいえるが、それだけで勝ったわけではない、とソルティにはわかっていた。

　魔調味料では、味は決まらない。

　塩は塩。

　そのまま舐なめても辛からいだけ。魔塩を使って美う味まい料理を作るのは、ロインだ。その技術だ。魔物たちは、料理が美う味まかったから、あそこまでの快楽を得た。塩だけを舐なめさせても、決して、ああはならない。

（がんばれ、ロイン）

　ぶっ倒れている彼を見下ろし、ソルティはぐっと拳を握ってエールを送った。
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「魔王に出すデザートは、決まった？」

　ロインが厨ちゆう房ぼうで試作をしていると、ふらりと入ってきたソルティがそう訊きいた。

「ああ」

　地下の部屋にはスパシィとハニューも越してきて、すっかり手狭になってしまった。そこで抽出のための道具などを地上に移し、広さを確保した。

　道具は厨ちゆう房ぼうに置いてある。どうせ店を開けることはできないので、しばらくはこのままだ。

「食ってみるか？」

「うん」

　慣れた様子で椅子を引っ張ってきて、座る。

　ロインは、戸棚からバットを取り出した。

「それは？」

「ハニューから採った魔蜜を薄めたものを、スポンジケーキに吸わせたものだ」

　黄金色のそれを皿に移す。

　ボウルを引き寄せ、布で包んでおいたものを取り出す。開くと白い塊りが現れる。

「それはなに？」

「リコッタチーズ」

「デザートにチーズを使うの？」

「こいつはコクはあるが癖が薄いから、何にでも使えるんだよ」

　ほろほろとくずれる白い塊をスプーンですくい、スポンジケーキの上に載せる。魔蜜がよく染しみた生地は、チーズの重みに沈み込む。

　その上に、ロインは薄めた魔蜜をかけ回し、さらに半透明の白い粉を振りかけた。

「え？　それ、塩じゃないの？」

「ああ。おまえの魔塩だ」

「ええ？　なんで？　デザートは甘いものでしょう？」

「僅かな塩味は、甘味を引き立てるんだ」

「わたしは引き立て役？」

「いや、魔塩はこのデザート決め手だ。これがないとこの料理はしまらない」

　こと、と目の前にデザートの皿が置かれた。

「そ、そう」

　ソルティはどうしてか、頰を微かすかに赤らめて嬉うれしそうだった。

　そわそわしながらナイフとフォークを手に取り、魔蜜のスポンジケーキを切り出し、リコッタチーズと共に食べた。

「ん！」

　ソルティは大きく目を見開いた。

「おいし！　すごい、これすごい。すごくおいしい！」

　ばたばたと手を振る。

「口の中でスポンジがあっという間に溶けて、じゅわあって蜜があふれ出してきて！　それがリコッタチーズの濃厚さと交じり合って！　とにかくおいしい！」

　噓うそはない顔だ。

「それに……本当だ。わたしの塩……舌にピリッと来るけど、その後ですごく甘く感じる」

「もっと凝ったやつも考えたんだが、魔王の味の好みがわからないから、魔蜜を活いかすものにした。ハニュー頼りになっちまうが、料理としては成立してるだろ？」

「それどころじゃないよ！　わたしも嘗なめたことあるけど、魔蜜がこんなにおいしいと思ったの、初めて」

「そりゃあよかった」

　完食し、布巾で口を拭ったソルティは、ふふっ、と笑った。

「……やっぱり、たいしたものだわ、おまえ。これなら絶対、魔王も満足するでしょう。わたしが保証するわ」

「おう」

　ソルティの保証に何の後ろ盾もないが、それでもロインには頼もしかった。

「じゃあ、これで勝負ね」

「ああ、何とか間に合った。あとは──魔王に俺の料理を食わせるだけだ」





☆






　決戦の日。

　城へ向かう道中、総督代理はずっと無言だった。

　車内はとても混みあっていたから、そのせいかもしれないが、スパシィは明らかに人とは違っていたから、そのせいかもしれない。

　前回と違って、ヴィネルガも着いていくと聞かず、ハニューとスパシィも同行したがった。説得をソルティに期待したのだが、彼女も反対しなかったので、馬車は今の仕儀となった。

「すいませんね」

　身を縮めている総督代理が可哀相かわいそうに思えて来て、道も半ばでロインは謝罪した。

「いい」

　異形を見る目でソルティたちを一いち瞥べつし、彼はそう言った。

「私に気を使う余裕があるのなら、勝つ算段があるんだろうな？」

「いやあ」

　ロインは首を捻ひねった。

「正直、わかりません。できる準備は全てやりましたが、魔王に料理を出したやつなんか、いないんですから」

「……そうだな」

　総督代理は、ため息をついた。

「どのみちこれは魔王の遊びだ。奴やつの舌を満足させても、約束を守るとは思えん」

「何な故ぜです？」

「数日前から魔王軍の一部に不穏な動きがある。一部の魔物が武器鎧よろいを集めている。結果がどうあれ、この町の人間を皆殺しにする準備かもしれん」

　ありえそうな話だった。

「私たちも、その場で食われるかもな」

　ふ、と自虐的な笑みを総督代理は洩もらした。

　その顔を見ながらロインは、

「……そういえば、総督代理って、お名前は何でしたっけ？」

「は？」

　驚いた顔で、総督代理はロインを見た。

「知らなかったのか？　──いや、そうか。名乗ってなかったか」

「はい」

「……私は、ウル・マカリだ。いまさらだがな」

「いえ」

　ロインは首を振った。

「まあ、魔王が約束を守るかどうかはともかく、やるだけやりますよ。うまくいけば魔王といえども、しばらく腑ふ抜ぬけみたいになるでしょうから、その隙に逃げてください」

「それはできん。ひとりだけ助かろうなど──」

「いや、城から逃げろって話です。総督には総督の仕事があるでしょう」

「…………」

　しばらく考えた後、マカリは大きく首肯した。

「そうだな。そうさせてもらおう」

　ロインも頷うなずいた。街の連中を逃がすか、それとも残った兵を率いて立ち向かうか、それはこの男に任せよう。

　馬車は廃はい墟きよを抜け、かつてはこの街の中心であった、魔王の待つ城に入った。

　崩れた噴水をぐるりと回って、正面玄関前に停とまる。

「来たな」

　出迎えたのは、やはり、オルガだった。

　マカリ総督代理とは、小さく頷うなずき合ってそこで別れ、ロインたちは、真まっ直すぐ厨ちゆう房ぼうへと向かった。今日は、料理を運ぶのも人に任せ、ロインが魔王に直接給きゆう仕じするのは、最後のデザートだけだった。

「大人数だな。初めて見る顔も多い」

　ヴィネルガたちを見てオルガは言ったが、同行を咎とがめはしなかった。

「頼んだ食材は揃そろってるのか？」

「おう。なるべく良いいものを揃そろえたつもりだ。血はそっちで用意するって言ってたが、それでよかったのか？」

「ああ。あんたに頼んだら、人間の女を殺して絞るだろ？」

「何が悪い？　肉でも魚でも殺して喰くうじゃないか。血だってそうやって採ればいい」

「そりゃそうだが、欲しいのは血だけだからな。乳が欲しいからって、牛を殺して乳房を搔かっ捌さばいたりしないだろ？」

　それを聞くと、ふふ、とオルガは笑った。

「じゃあ、魔王の好物が人肉だったら、殺して用意しろって、わたしに頼んだってことか？」

　ロインは頷うなずいた。

　実際にそういう注文だったらどうしたかはわからないが、いまは頷うなずいておいた。

　オルガは欺ぎ瞞まんだと見抜いているような気がしたが、何も言わなかった。

「……じゃあ、頑張れよ」

　魔物に似合わぬことを言って、オルガは厨ちゆう房ぼうにロインたちを残して去った。話が通じるような気がしてしまうのは、母親が人間だからだろうか。

「……さて、始めるか」

　ロインは、ぴしゃりと頰をたたいて気合を入れた。

　さあ、一品目！

　厨ちゆう房ぼうの肉切り包丁で、用意された枝肉から必要な大きさを切り出す。

　赤黒い肉に、もって来た調味料箱から、魔塩と、それから今回はスパシィから採った魔ま胡こ椒しようを少量取り出して、肉にまぶす。

　馴な染じむのを待つ間に、焜こん炉ろに火を入れて温める。

　十分に温度が上がったら、まずは肉を乗せたフライパンごとオーブンに入れて、高温で表面を焼き固める。

　一度フライパンを取り出して火を弱め、温度が下ったらフライパンを戻し、今度はじっくりと熱を通してローストする。

　ソースは、その際に肉からにじみ出た肉汁に小麦粉と魔塩を入れて、煮詰めてつくる。

　焼きあがった肉を厚めに切って皿に盛り、その上に、とろみのついたソースをかける。

「──《謎肉のローストの塩ソースがけ》、上がったぞ！」

「任せて」

　ソルティが受けとり、ワゴンに乗せて蓋をし、厨ちゆう房ぼうを出て行く。

　魔王の反応を待っている余裕はない。

　続いて、二品目。

　調味箱から魔酢の入った瓶を取り出し、注射器で中身を吸い上げておく。

　生いけ簀すからドロロスの尾をつかんで引き上げ、俎まな板いたに載せて鰓えらの部分を濡ぬれタオルで巻いて大人しくさせておいて、胸むな鰭びれの間に注射器の針を刺し、ゆっくりと魔酢を流し込む。

　血と共に全身に魔酢が回るまで時間がかかるので、その間にソースの準備。

　卵黄と果実油を粘りが出るまで丹念によく混ぜ、より薄めた魔酢、磨すり潰つぶした香草の葉、胡こ椒しようひとつまみと合わせる。

　それが済んだら、魔酢が全身に行き渡り、生きたまま酢漬けになったような状態になったドロロスを三枚に下ろす。

「ロイン！」

　扉が開き、ソルティが戻ってきた。

「どうだった？」

「食べた食べた。竜人ほどの反応じゃなかったけど、魔王のやつ、悶もん絶ぜつ寸前って感じ」

　よし。

　心の中でぐっと拳を握った。

「すぐ、二品目上がるぞ」

「はーい」

　ドロロスの皮は剝はぎ、厚めの削そぎ切ぎりにしたものを皿に軽く重なるように並べ、絵を描くようにソースをかける。

　仕上げに、ソルティの魔塩をぱらぱらとかければ──完成だ。

「──《ドロロスの生身、香草ソースがけ》、できたぞ！」

「了解！」

　先ほどと同じように、料理をワゴンに載せて、ソルティが飛び出していく。

　休まず、三品目にかかる。

　魔調味料の箱とは別に持ちこんだ箱から、瓶を取り出す。その箱は二重になっていて、外側と内側の箱の間には砕いた氷を詰めてあった。

　瓶の中身は、血だ。

　ミナに頼んで、娼しよう館かんの見習い娘（処女）の血を分けてもらった。

　もちろん、命に別状はない。

　大きめの器に氷と水を入れてボウルを置き、瓶から血を移す。スパシィから採った魔ま胡こ椒しようの実を乳鉢で磨すり潰つぶして加え、小麦粉を振るい入れてよく混ぜる。

　乾燥させた腸を器具に装着し、原液を注射器で吸って腸に詰めていく。ぱんぱんになったら口を縛り、同じ長さになるように途中を捻ねじる。

　鍋に湯を沸かし、沸騰する寸前で火を弱め、そこへ、捻ねじった腸をゆっくりと入れる。

　火加減に気をつけながら、茹ゆで上あがるのを待つ間に、フライパンに皮付きのままのジャガイモを入れて、オーブンに突っ込む。

「ロイン！」

　厨ちゆう房ぼうの扉が開き、ワゴンと共にソルティが戻った。

　彼女はにっこりと、親指を立てた。

「食ったか」

「うん。あと一歩で、テーブルに突っ伏しそうだった。ぷるぷる震えて必死に耐えてるのを、吸血鬼が心配してるのが面白いったら！」

「へえ、オレも見に行こうかな」

　ヴィネルガが興味をそそられたように身を乗り出した。

「──よし」

　ロインはトングを使って鍋からソーセージを取り出す。黒いソーセージ。

　捻ねじった部分で切り離し、皿に盛りつける。

　今度は二皿。

　吸血鬼ドゥーラには、ソーセージだけを。

　魔王の皿には、付け合わせとして、オーブンから取り出したグリルしたジャガイモに切れ目を入れ、そこに果実油をかけ、魔塩を一振りした。

「──《人鮮血の香味腸詰》、いいぞ！」

「よっしゃあ、いくか！」

　ヴィネルガが奪うように皿を取って、ワゴンに乗せた。

「ちょっと！　乱暴！」

　ソルティが、慌ててあとを追う。

「楽しそー」

「……うん」

　残った二人がのんびりと見送るのを聞きながら、ロインは最後の一品にかかった。

　デザートは手間がかかる。

　なので、下した拵ごしらえは食堂で済ませてきた。スポンジケーキには昨夜から魔蜜を染しみ込こませてあるし、リコッタチーズもできている。後は盛り付けるだけ。

　皿を用意して、ソルティたちが戻るのを待つ。

　デザートは自分で持っていく。それがこの料理を作った者の責任であるし、魔王の反応もじかに見てみたい。

「わははは！」

　豪快な笑い声と共に扉が開き、ヴィネルガたちが戻った。

「吸血鬼のやつ、あんまり美う味まくて失神して失禁したぞ！」

「ちょっと、魔ま胡こ椒しようが多かったかな……」

「魔王は耐えたし、何も言わなかったんだからいいんじゃねえか？」

　楽しげな会話を聞きながら、ロインはデザートを皿に盛りつけた。魔蜜を回しかけ、ぱらりと魔塩を振りかける。最後に、小さな香草の新芽を彩いろどりとして乗せ、

「……よし」

　ロインは頷うなずいて、最後の一皿をワゴンに乗せた。

「いくぞ」

　頷うなずくソルティたちの前をワゴンを押して通り、厨ちゆう房ぼうを出る。

　長い廊下を進む間、不思議と不安は感じなかった。ソルティたちが着いてきてくれているからだろうか。

　大広間の扉を開け、中へと入る。

　どっと、重い空気が押し寄せてきて、ワゴンを押す手が痺しびれた。

　状況は、まともでない。

　吸血鬼はテーブルに突っ伏して、その手には血のソーセージが握りしめられている。カトラリーを使うのがもどかしくなったのかもしれない。

　小太りの魔王は上座の席で、カトラリーを握りしめて、だらりだらりと噴出す汗が流れるに任せている。

　総督代理は真っ青な顔で立ち尽くしていたが、その目はまだ正気だと思えた。

（今日は、オーガの護衛が多いな）

　武装した、オルガに似た魔物が、これまでよりずっと多く、大広間に集まっていた。

　やはり、魔王が出張ると違う。

　だが、本当にすごいのはやはり魔王自身だ。これまで一皿で相手を腑ふ抜ぬけにさせてきた料理をすべて平らげて、まだ意識を保っているのだから。

　平静を装よそおい、ロインはワゴンを押して魔王の傍かたわらに向かった。視線がちくちくする。総督代理はわかるが、オーガたちにじっと見られる理由はわからない。

　魔王の隣に立ち、蓋を外す。

　彼の鼻が膨らんだのを、ロインは見逃さなかった。

（嗅いだな？）

　ロインはほくそ笑んだ。

　香りにも意味がある。食欲を最初にそそるのは、見た目と匂いだ。崩さないようにワゴンから慎重取り上げ、最後の皿を魔王の前に置いた。

「……デザート、《リコッタチーズを戴いただく蜜漬けスポンジケーキ》です」

　ごくり、と魔王の喉が鳴った。

「ふ、ふはははは！　な、なかなかやるではないか、人間。ドゥーラを悶もん絶ぜつさせるとは、信じがたき技量よ。だが、この儂わしを満足させるには、まだまだ。残ったのがデザートひとつでは、美食を極めたこの舌を唸うならせるには至らぬわ！」

「……どうぞ、お召し上がりください」

　挑発には乗らない。時間を引き延ばそうとしているのは、みえみえだ。その間に、快楽を鎮しずめようというのだろう。そうはさせない。

　魔王は小さく唸うなると、フォークを手に取った。

　じっと、デザートを見つめる。

　毒が入っていないか、疑っているのだろうか。それを口実に、食べるのをやめると言い出したりはしないだろうか。

　だが、魔王はケーキにフォークを入れた。魔王としての誇りが勝ったに違いない。人間なんかの料理に屈服などしない、ということだろうか。

　魔王は、切り出したリコッタチーズとスポンジを一緒に刺して、落とさないように気をつけながら、ぱくりと食べた。

　ロインは固かた唾ずを吞のんだ。

　ゆっくりと嚙かみ締しめるように、魔王はデザートを食べる。

（……どうだ？）

　魔王の喉が大きく動いて、ごくりとデザートを飲み込んだ。

　直後。

　魔王は、かっと目を見開いた。

　ロインはぎょっとして、本能的に身構えた。

　だが、必要なかった。魔王の手からフォークが落ちて、からん、とテーブルに転がる。

「はあああああああああ」

　形容しがたい声を洩もらし、魔王はだらしなく口を開けて、弛し緩かんした。長い舌がだらりとはみ出して、ぐたりと下る。

（やった、のか……？）

　そうなのかもしれない。魔王はあきらかに骨抜きになっている。

　ロインは、ちらりと総督代理を見た。

　だが、彼がこの場から逃げ出すことは難しいように見えた。前にロインたちが入ってきた扉には、完全武装のオーガが立っている。

　少し離れた場所に立っていたオルガが動き、魔王の背後に立った。

「……魔王様。御判定を」

　魔王は居眠りから引き戻されたかのように、はっとした。

　威厳を取り戻そうと、取り繕つくろうように涎よだれを拳で擦り、咳せき払ばらいをして居住まいを正した。

　ぐうっと頭を逸そらし、ロインを見下ろす。

「小こ癪しやくなやつめ……いいだろう。合──」

　だが、魔王は最後まで言う事ができなかった。

　なぜなら──。

（え？）

　突如、オルガが腰に下げたショートソードを抜き、躊躇ためらうことなく背後から、仰のけ反ぞって剝むき出だしになった魔王の首を、ざっくりと搔かき切ったからだ！

（なっ！）

　オルガの裏切り!?

　魔王の首がテーブルに落ちると同時に、部屋にいたオーガたちも一斉に動いた。魔王の護衛とドゥーラの部下であろう魔物に襲い掛かった。

　大広間はたちまち修羅場と化した。

　魔物たちが殺し合い、拳が、盾が、尾が、壁やテーブルを破壊した。

　ワゴンも粉々に砕け、皿も割れ、千切れた魔物の腕が飛び、裂かれた腹からこぼれた内臓が、血が、床に溜たまる。

　凄すさまじい臭気。

　ロインは腕で鼻を覆った。

　どすん、と音がして、一人のオーガが床に倒れ伏した。

　そのオーガを殺した別のオーガが、ロインたちに気付いて咆ほう哮こうを上げ、残った腕で、落ちていた斧おのをつかんで向かってくる。

「あららー」

　ハニューが吞のん気きな声を出したかと思うと、掌てのひらを口の前に水平に置き、ふう、と息を吐いた。

　金色の吐息がオーガを包むと、動きが急激に鈍った。

「ぐ、む……」

　強烈な眠気に襲われたかのように、眼球が揺れる。

「ははっ！」

　ヴィネルガが楽しげに笑い、ぴゅうっとすぼめた口から水を吹き出した。それがかかった途端、オーガは蒸気と悲鳴を上げながら、溶解した。

（魔酢か！）

　ぐい、とヴィネルガは誇らしげに口を拭った。

「わあ！」

　悲鳴が聞こえ、振り向くと、総督代理にも別のオーガが迫りつつあった。

「総督！」

　何もできないとわかっていても、思わず足が動いていた。

　だが、腕をつかまれて止められた。

「大丈夫」

　ソルティだ。

　隣にいたスパシィの髪が、ぱきぱきと音を立てながら、ざあっと伸びていき、総督代理に襲い掛かろうとしていたオーガに絡からみつく。

　そのまま締まっていき、全身の骨が砕ける音がした後、オーガは腑ふ抜ぬけのようにその場に崩れ落ちた。

「総督！　こっちへ！」

　床を這はいながら傍そばに来た彼は、恐ろしげにソルティたちを見たが、何も言わなかった。

　ロインは大広間を見回した。

　戦いはオルガたちの有利に見えたが、正直、わからなかった。

「くっ！」

　鈍い音がして、振り向くと、オルガの義足が敵の蹴りによって砕かれていた。振り下ろされた棍こん棒ぼうを腕で防ぎ、転がっていたフォークで、ざくざくと喉を刺す。

　そいつは倒れたが、扉が破られ、今度はゴブリンの群れがなだれ込んできた。

「くそうっ！」

　怒りと悲鳴が交じり合ったような声を上げて、オルガは椅子を支えに立ち上がった。

「姐あねさん！」

　誰かが叫んだ。

「姐あねさん？」

　ロインが思わず呟つぶやくと、

「え？　何か変？」

　ソルティが言った。

「彼女、女だよ？」

「え!?」

　気づかなかった。

　だがよく見れば、確かに胸の肉のつき方が違う気がしないでもない。

「気づかなかったの？」

「あ、ああ」

「ふうん。まあ、それはともかく、このままじゃ押し切られるわね」

「くそ。こんなことを考えてたなら、ひとこと言ってくれりゃあいいのに」

「料理の邪魔をしたくなかったんでしょ。魔王を無力化するおまえの料理が、この計画の要だったんだろうし」

「そうか……」

「とはいえ──これだけのことをしでかして、負けましたじゃあ、困るっての！」

　ソルティは拳を強く握ると、腕を振ると同時に開いた。ざあっと、掌てのひらから白い風が巻き起こり、大広間を駆け抜ける。

　あちこちで悲鳴が上がり、適確に《敵》だけに絡からみついた。ほとんど瞬時に魔物たちは水分を奪われて、ミイラのようになって倒れた。

　魔塩だ。

　塩が連中の体から水分を奪ったのだろう。塩にはそういう効果がある。生物にしか効果がないだろうが、ゴブリンには有効だった。

「ったく」

　ふん、と鼻を鳴らし、ソルティは胸を張った。

　大広間には、静寂が戻った。遠くではまだ戦いの音がしていたが、少なくともこの周辺での戦いは終わったようだ。

「ロイン！」

　血まみれの短剣を下げたままのオルガが、部屋が震えるほどの大だい音おん声じようで呼んだ。

「感謝する！　おかげで魔王を討ち取ることができた！　わたしの目に狂いはなかった！　大した料理人だ、おまえは！」

　あははは、とオルガは笑った。

　ロインは笑みを浮かべた。反乱がうまくいったのなら、それはなによりだ。とにかく生き残ることはできたらしい。

　ソルティたちの特技には驚いたがそれほど意外ではなく、気にならなかった。

　ロインは満足していた。

　首を落とされてしまったので最後まで聞くことはできなかったが、魔王は間違いなく《合格》と言おうとしていた。

　料理で、魔王に勝ったのだ。

　易やす々やすとオルガに喉を切られたのは、美味さに骨抜きになっていたからに決まっている。

「総督代理！」

　突然、オルガに呼ばれて、総督代理は背筋をピンと伸ばした。

「わたしたちは人と共存を望む！　応じるのなら、わたしたちが残った人を護まもろう！　わたしたちの母は姫騎士！　人なのだ！」

　それを聞いた総督代理は、我を取り戻したように見えた。

「……話を聞こう」

　襟を正して胸を張り、彼はオルガの元へと足を踏み出しながら、ロインに向かって微かすかに頷うなずいて見せた──おまえの仕事は終わった、と言うように。














エピローグ









「……これで、よし」

　最後の荷物を後ろの荷馬車に積み込み、ロインは手を叩たたいて埃ほこりを落とした。あとは撥はつ水すい性せいの布の覆いをかけて、しっかりと縛ればしまいだ。

　オルガの反乱から、半月。

　魔王と幹部を同時に失った軍は統制を維持できず、崩壊した。

　人間を母に持つオーガの一団は、魔王軍の五分の一ほどしかいなかったが、もとより本能で動くだけの魔物たちに積極的な意思などなく、彼らを縛っていた幹部たちによる支配がなくなれば、野生に戻るだけだった。

　マカリ総督代理は、正式に総督の地位に着き、この都の盟主となった。オルガは彼と同盟を結び、街はとりあえずの平和を得た。

　とはいえ、魔王軍の残党も、獣のような連中ばかりではない。中にはしっかりとした復ふく讐しゆうの意思を持った連中もおり、規模の小さな襲撃は起きている。

　そして、人の口に戸は立てられない。

　ロインの果たした役割は、己が意図したものでなかったとしても、それとは関係なく知れわたってしまっていた。

　となれば、当然、付け狙われる。

　ソルティたちが四六時中傍そばにいてくれるので、身の安全は保証されていたが、精神的な負荷はどうしようもない。

　それに、その争いにとうとう巻き添えが出たことで、ロインは街を去ることを決めた。

　常連の一人が、魔物に殺されたのだ。

　ソルティたちは、反対しなかった。

　別段、この街に思い入れがあるわけではないらしい。ここへは流れ着いただけで、生まれたのは、はるか遠い魔術都市だという。

　娼しよう館かん『泥でい花か弁べん館やかた』のミナも、同様に、この街を去った。館の娘たちを全員連れて、数日前に出発したらしい。

　ロインはそれを、届いた手紙で知った。ソルティたちが一緒では、さすがに訪ねるわけにも行かなかったので、挨拶もできなかった。

　手紙には短く、元気でね、と書かれていた。どこの街へ行くのか、どうして暮らしていくのかなど、詳しいことは何も書かれていなかった。

　だが生きてさえいれば、いずれまた、どこかの街で出会うこともあるかもしれない。

「行くのか？」

　布をかけ終わり、その声に振り向くと、部下を従えたオルガが立っていた。

　随分と立派な衣装で、見違えた。

　精肉市場の主ではなく、立派な大将にみえる。とはいえやはりオーガの性別は、ロインには見分けがつかなかった。

　まあ、男でも女でも、オルガはオルガだ。

「ああ、行くよ」

「そうか。……それがいいのかもしれないな。この街にいる限り、まだしばらくは残党に付け狙われるだろうし。おまえの料理が食えなくなるのは、残念だが」

「そんなたいしたもんじゃないって」

　ロインは笑った。

「わかってんだろ？　魔王たちを骨抜きにできたのは、秘密の調味料のおかげさ」

「いや、それだけじゃあないさ。調味料は食材のひとつでしかない。そいつをちゃんとした料理に仕立てたのは、おまえの知識と腕があってこそだ」

「あいつらもあんたも、俺を買いかぶりすぎだって。俺はただの食堂のオヤジさ」

「謙虚なやつだ」

　オルガは笑うと、部下に目配せをした。彼女は差し出された袋をつかむと、ロインに向かってそれを突き出した。

「持ってけ」

「なんだ？」

　受けとった袋は、落としそうになるくらい、ずっしりと重かった。口を開くと、中には宝石や黄金が山のように詰まっていた。

「これ──」

「旅には必要だろう？」

「……悪いな」

　袋の口を閉め、ロインはありがたく餞せん別べつを頂くことにした。

　おそらくこれは、魔王に殺されたであろう、この街の金持ちの持ち物だろう。魔王を倒した報酬だと考えれば高くはないし、仇かたきをとったともいえる。

　ロインは手を差し出した。

　オルガは一瞬、驚いたような表情を浮かべたが、すぐにこちらの手を握り潰さないよう加減をして、握手をした。

「達者でな、料理人」

　頷うなずき、ロインは手を離して踵きびすを返かえした。

「挨拶は済んだの？」

　一台目の馬車の荷台で様子を眺めていたソルティに訊きかれ、ロインは、ああ、と答えた。こちらの荷台には、長旅に備えてクッションやらが積まれて、さっそく、人造精霊の娘たちがくつろいでいる。

「餞せん別べつをもらった」

「わ、すごい。これだけあれば、どこに行っても贅ぜい沢たくができるわね。おっきな店でも持っちゃう？　魔王の舌も蕩とろかす料理を出す店、って看板を掲げれば、すぐに大人気よ」

「そんなことをしたら、俺たちを狙ってる連中も呼び寄せるだろ？」

「平気よ。わたしたちがいるんだから」

　荷馬車の幌ほろの薄暗がりの中で、娘たちは、うふふ、と微笑ほほえんだ。

「そりゃそうだが」

　よ、と御者台に上がって、ロインは手綱を取った。

「面倒はごめんだ」

「ふうん」

　ソルティは隣に座り、よりかかってくる。

「ま、好きにすればいいわ。わたしたちは、おまえに着いていくだけだから。いまは、おまえだけの調味料なんだから」

「はは」

「任せておいて。おまえの料理に、神様だって夢中にさせてあげる」

「頼りにしてますよ」

　ぴしり、と手綱を慣らし、ロインは馬車を出発させた。

「あと──」

　す、と手が伸びてきて、細くたおやかな指が、ズボンの上からロインを撫なでた。

「こっちも、ね」

　ぞくぞくした。

　精をつけなけりゃな、と苦笑しながら、ロインは街の門を潜った。黄色い太陽が、街道を真まっ直すぐ、どこまでも明るく照らしていた。





《終わり》
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　みなさん、はじめまして！　わたし、アサクラ ネル、と言います！




　このたび、いろいろなご縁がありまして、電撃文庫さんから本を出させていただけることとなりました！

　よろしくお願いしまーす！




　以前は、ＰＣ用のＲ18向けゲームを作ったり、ノベライズを書いたりしてました。

　そんなこのわたしが、まさかまさか、ラノベ界の巨人、電撃文庫さんから本を出せることになる日が来ようとは！

　うれしすぎて、ぱおんです！

　詳しい経緯はＮＧなんですが、なろうばかりが道じゃないってことですね！




　とはいえ、実際に出版にこぎつけるまでには、いろいろありました。

　初稿はあまりに過激すぎて、没。

　加減を考えずに性癖全開で書いてしまったものだから、怒られちゃいました。

　てへ。

　その後、幾度も書き直して、何とかＯＫをもらい、いま、あとがきを書いています。




　というわけで、実はこの作品には、性癖全開のＨＭＡＸ・Ｖｅｒが存在します。

　書店ルートには乗せられないヤバイブツ……けど、みんなの応援があれば、もしかしたらワンチャンあるかも！

　来年の電撃祭りとか！

　会場限定品とかなら、ＨＭＡＸ版も出せるんじゃないですかね!?

　どですかね!?




　すいません、調子に乗りました……。




　ところで、これを書いている今はまだ見せてもらえてないんですが、イラストは、みんな知ってる、ＴＡＫＴＯ先生にお願いしています！

　わーい！　花騎士とか最高!!

　どんな素敵なイラストを描いていただけるのか、いまからわくわくがとまりません！

　いろんなものが、あふれちゃいますよね！




　というわけで、ネルの初めての電撃文庫の本、どうだったですか？

　売れたら続きとか出せるはずだから……

　みんな！

　ぜひ！

　買って！




　そして、お家うちでゆっくり、××てね！







　二〇二〇年　八月


アサクラ　ネル






※本作は、あとがきも含めてフィクションであり、実在する地域、個人、法人、会社、団体等とは何の関係もございません。
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～魔ま王おう攻こう略りゃくの鍵かぎは人じん造ぞう精せい霊れい少しょう女じょたちとの秘ひ密みつの交まじわり！？～
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